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SalutationとComplimentaryClose 

井口美登利

はじめに

Salutation (あるいは Greeting)とは，英文の Letter書信を構成する要素

のひと つであっ て，通常は Bodyof the Letter本文を書き始める直前に置く

訳語としては

手紙の書出し，

(手紙の書出しの)あいさつ文句，

あし、さつの言葉 (文書)，

(手紙 ・演説などの前置きとしての)

あいさつの文句，

頭 語(書出しのことば)，

敬辞，

などが挙げられる

Complimentary Close (あるし、は ComplimentaryClosing， Closing， Close ) 

も亦，英文の Letter重量を構成する要素のひとつであり，通常は Bodyof the 

Letter杢茎を書き終えた後， Signature豊査の前に加える

訳語としては

(手紙の最後の部分で，慣例上署名の直前に用いられる)結句，

結語 (むすびの言葉)，

結辞，



などが見られる

一通のLetterに用レ られる SalutationとComplimentaryCloseには，然る

べき組合せがあって， 相互に関連 ・補完して機能する が， Letterの Sender

送り手の側より， Receiver受け手に対する形式的な“表敬"に止まらず，こ

のLetterにおける SenderとReceiverとの関係を表示する. 例えば， Degree 

of Formality親近の度合をはじめ，時には LetterBodyに述べられる Message

についての Senderの立場と姿勢を示す場合もあることを知 っておかねばなる

まし 、

SalutationとComplimentaryCloseに相当するものは，古くからわが国の書

信作法にも存在する .先ずはII世紀の半ば，藤原明衡の著した“雲州消息¥

さらには平安季世，中山忠、親の “貴嶺問答"の末尾に述べた八項 目の書札礼

(書信の礼儀作法を述べた Manual)の中には， Salutationに相当する“充書"

“上所"の種類と用法を示してレるが，当時すでに，その用法には変遷のあっ

たことを知る 13世紀末の“弘安礼節" (あるいは“弘安格式"“弘安書札礼")

には，さらに体系化された諸規定があり，これは専ら公家社会のためのもので

あるが，後の武家社会に成立した多くの書札礼の典拠とな ってし 、る.書信の発

信者と受信者との身分関係に応じて用いるべき“書止め"(あるいは“書留め"

Complimentary Closeに相当する)と“上所"の使い分けについて詳述しであ

ることはまことに興味深く，現代における英語圏社会にあ っても ，Important 

Personageに書信を呈する場合， SalutationとComplimentaryCloseの用法に

は一定の作法と礼式の存在する事実を想起させる

本稿は先ず， Modern English Letter Writingにおける SalutationとCompli-

mentary Closeの種類とその基本的な用法を体系化 して ，Bilingual Secretary 

を目指す本学英米語学科秘書コース学生に対する実践的語学教育の資料とする

とともに;Howto Address Important Personageにおけるその多様な用法を整

理 しつつ，これと対応すべき，わが国中世および近世に成立した多 くの書札礼
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に示される“上所"と“書止"の用法との類似性と相違性に関する比較考察を

加える ことを目的とする

1. Salutation 

1. 1 Salutationの種類

Letter Writingにおいて .Body of the Letterの直前に掲げる Salutationに

は，およそ次の種類がある

COMMONLY USED FORMS OF SALUTATION 

TO ONE PERSON (NAME， GENDER AND COURTESY TITLE PREFERENCE 

KNOWN) 

Dear Mr. Conway: Dear Ms. Feder: 

Dear Mrs. Kraft: Dear Miss Smith: 

TO ONE PERSON (NAME KNOWN， GENDER UNKNOWN) 

Dear Marion Ford: Dear R. S. Dressler: 

TO ONE PERSON (NAME UNKNOWN， GENDER KNOWN) 

Dear Madam: OR Madam: (more formal) 

Dear Sir: OR Sir: (more formal) 

TO ONE PERSON (NAME AND GENDER UNKNOWN) 

Dear Sir or Madam: OR Sir or Madam: (more formal) 

OR Dear Madam or Sir: OR Madam or Sir: (more formal) 

TO ONE WOMAN (COURTESY TITLE PREFERENCE UNKNOWN) 

Dear Ms. Onstott: OR Dear Annabelle Onstott: 

TO TWO OR MORE MEN 

Dear Mr. Egger and Mr. Preissl: OR Gentlemen 

OR Dear Messrs. Egger and Preissl: 

TO TWO OR MORE WOMEN 

Dear Miss Conway and Miss Feder: 
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OR Dear Misses Conway and Feder: 

Dear Ms. Kraft and Ms. Smith 

OR Dear Mses. (OR Mss.) Kraft and Smith: 

Dear Mrs. Ford and Mrs. Dress1er 

OR Dear Mesdames Ford and Dress1er: 

Dear Mrs. Onstott， Ms. Egger， and Miss Preiss1: 

TO A WOMAN AND A MAN 

Dear Ms. Feder and Mr. Conway: 

Dear Mr. Kraft and Miss Smith: 

Dear Mr. and Mrs. Ford: 

TO SEVERAL PERSONS 

Dear Mr. Conway， Mrs. Kraft， Ms. Feder， Mr. Smith， and Miss Ford: 

Dear Friends (Colleagues， Members， or some other suitab1e collective teロn):

TO AN ORGANIZATION COMPOSED ENTIRELY OF MEN 

Gent1emen 

TO AN ORGANIZATION COMPOSED ENTIRELY OF WOMEN 

Mesdames: OR Ladies: 

TO AN ORGANIZA TlON COMPOSED OF MEN AND WOMEN 

Gentlemen: OR Ladies and Gentlemen: OR Gentlemen and Ladies: 

NOTE: For greater forma1ity， some writers use 堕工主主~ in p1ace of Q竺r.

上掲の表は WilliamA. Sabin， The Gregg Reference Manua1， Fifth Edition， 

New York: Gregg Division/ McGraw-Hill Book Company， 1977， pp.251， 252. 

に基づいて作成した

Persona1 Letterに用いられる Sa1utationとしては， Forma1ityの度合に応じ

て，その範囲はさ らに広くなる.次表には， Fami1y Nameに代えて FirstName 

(時には NickName)で呼びかける極めて Intimateな Re印 iverに対して用

いるものも含まれている
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FORMS OF SALUT ATION USED IN PERSONAL LETTERS 

Formal Sir: 

To Mr. Robert Smith To Mrs. Elizabeth Ford * 
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My dear Smith: 

Dear Smith; 

My dear Robert: 

Dear Robert: 

Informal Dear Bob 

Madam 

My dear Madam 

Dear Madam: 

My dear Mrs. Ford: 

Dear Mrs. Ford: 

My dear Ford 

Dear Ford: 

My dear Elizabeth: 

Dear Elizabeth: 

Dear Beth: (Dear Betty:) 

*未婚の女性には Mrs.に代えて Missを あるいは既婚未婚に関係なく Ms

を用いる

この他， 特別な役職 ・地位にある人いわゆる ImportantPersonageに対する

Salutationには，多くの Variationがあるが，後章に詳述する

1. 2 Salutationの Capitalization/Punctuation/ Abbreviation 

First Wordおよび NounとTitleは常に Capitalで書き始まる.従って Dear

Sir:であ っても Mydear Sir:となり， Right Reverend and dear Sir:のように

書くのである.きわめて InformalなSalutationであっても， My very own Dar-

ling，とした Letterを見たことがある

Salutationの後に加える Punctuationは通常 Colonである. Social Business 

Correspondenceあるいは InformalPersonal Letterにおいて ，例えば Dear

Bob: Dear Betty:のようなきわめて Informalな Salutationを用いる時には，
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Colon に代えて Commaを用いてよい.

Open Punctuation Formを用いる Letterにあっては， SalutationおよびCom-

plimentary Closeの後には，なにも PunctuationMarkを加えない Letter 

Writingにはこの他，Standard Punctuation FormとClosePunctuation Form 

とがあるが，これについては拙稿“バイリンカソレ秘書教育におけるビズネス ・

イングリッシュの体系的指導プログラム(東京立正女子短期大学紀要第17号)

p.17のFormsof Punctuationを参照されたい

Salutationにおいては， Titleとして用いられる Mr.，Ms.， Mrs.， Messrs.，お

よび Dr.は Abbreviationのままとするが，その他の Title，例えば Professor，

Father， General， Captainの類はすべて Write-outすることにな っている

1. 3 Salutation 

Salutationは本来，その字義のように，書信の本文の直前に掲げて，受信

者に対する敬意あるいは親愛の情を示す“あいさつの言葉"であ った.直接

の面談 ・会話においてもそうであるように，発信者と受信者との関係に応じて，

“あいさつの言葉"には多くの種類があり ，その中から，その場に応じて，適

切なものを選ばなければならない. Communicationの視点から言うならば，

SenderとReceiverの置かれた Situationの中で， Sender側の持っている Pur-

poseとそのために用意された Messageの構成 ・内容 ・語調に対応する Salu-

tation (そして，これと組合せるべき相当の Closeとともに)を用いるように

なった.いわゆる TPO(Time， Place， and Occasion)に適った Salutationの呈

示は， Receiverに対し本文に先行して“Senderの立場 ・態度を予告する"機

能を有するに至ってくる .Personal Letterにおける Situation_-Formal， 

Less Formal， Informalの区別はもとより， Business Letterにあっても，

Friendly， Crisp， Criticalあるいは Accusingであろう Senderの姿勢を，先ず

Salutationの段階で告知する場合があるのである
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1. 4 Salutationの用法

Salutationの基本的な用法について，もっとも簡にして要を得てし、るのは，

Hodges and Whitten， Harbrace College Handbookの Letterに関する記事で

あろう

The Salutation (or greeting) should be consistent with the tone of the letter， 

the first line of the inside address， and the complimentary close 

John C. Hodges and Mary E. Whitten， 1Iarbrace College Handbook， 

6th edition， Harcourt， Brace & World， Inc.: New York， 1967， p.435. 

“Salutationは Letterの Tone，Inside Addressの初行(すなわち Receiver

ある いは Addressee) ，および ComplimentaryCloseの三者に対応し，首尾一

貫したものでなければならぬ"

Senderの Receiverに対する関係よりも ，先ず Letterの Tone (すなわち

SituationとSenderの姿勢)を第ーに掲げたところが本筋であると思うからで

ある

およそ EffectiveLetter W ritingの要諦のひとつに， Consistencyがある

これは本来， Letter Bodyの構成，表現，用語について言われるところである

が，冒頭と末尾に置く SalutationとComplimentaryCloseを含めての Consist-

encyを強調していることに注目したい.

FormalとLessFormalの別につL、ても，単に儀礼的な敬意を表する For-

malityもあれば，表面の文言は丁寧であっても，底意はどこまでも Criticalな

し、しは AccusingなLetterもあろうしさらにまた，世に言う態態無礼となる

場合 i 適切な配慮に欠けた SalutationとComplimentaryCloseの誤用によ

って生 じ得るものである.その事例については，後に ComplimentaryClose 

の用例の項で触れたい
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1. 4. I Business Letterの Salutation

ここに言う BusinessLetterとは，一般に Officeから発信される Letterの

総称であるから，Commercial Correspondenceを含み，さらに広い範囲の概

念を意味しており，個人が私宅から発信する PersonalLetterと対比される

Practicalな BusinessLetter Writing に限るならば， Salutationの用例は次の

ように集約される:

( 1) Addresseeが団体ならば， Gentlemen: (その構成員の性別に応じて

Ladies:ある L、は Ladiesand Gentlemen:を用いることもある )

( 2) Addresseeが個人であ り，これに Formalな Letterを書 くときは， 性別

に応じて

Dear Sir: あるいは

Dear Madam: 

( 3) Addresseeが個人であり，これに Informalな Letterを書くときは， 性

別に応 じて

Dear Mr. Ford: 

Dear Miss Ford: Dear Mrs. Ford: Dear Ms. Ford: 

“My dear" Category，すなわち Mydear Mr. Ford:ほかの使用については，

なによりもその Formalityが DearSir:とDearMr. Ford:の中間にあること，

すなわち， Dear Sir:よりは LessFormalであることを承知 しなければならぬ

し， 儀礼的な敬意を示すというよりも ，Senderの Receiverに対する姿勢を示

す場合が多レのである いわば “お りレってお願いのすじがございます.

と改ま ったものの言い方を予告する用例 もあれば， Collection Letterの Last

Stepである Ultimatumに掲げるときには，Notice， Inquiry， Appealと手順を

踏んでも，なおはかばかしい応答のない相手に対して Criticalあるいは Accus-

ingな強い姿勢を示す，ひらきなおった表現ともなるのである
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“My dear" Category Salutationの誤用は，なにもわが国の学生に限らない

英語を母国語とする人たちの聞においても少くないようである.そうでなけれ

ば，学生用の参考書に一項を掲げて，わざわざ解説を加える必要はあるまい

Dear and My dear. One inconsistency of English usage is the fact that， 

although My dear would seem to be a more intimate form of address than 

Dear， just the opposite is the case. You address a friend， Dear Jim， but an 

acquaintance， My dear Mr. Jones 

Afred Stuart Meyer， Letters for All Occasion， New York: Barnes & Noble， 

lnc.， p.l0 

1. 4. 2 Personal Letterの Salutation

Personal Letterとは個人が私宅から発信する Letterの総称であり， Office 

から発信する BusinessLetterと対比する PersonalLetterは Receiverの種

類と Formlityの程度によって，その Arrangementを異にする三つの分野に大

別される

( 1 ) Personal Business Letter は ReceiverがOfficeで、あり， Printed Letter-

headの代わりに SenderのAddressを DateLineの上に加えるほかは，ほと

んど一般の BusinessLetterに類似する .Date Lineの次に InsideAddressが

続き，時には AttentionLineをはさんで， Salutationの順となり，次には，こ

れまた時により SubjectLineをはさんで LetterBodyに入る .Complimentary 

Closeの後には SignatureとTypedNameが続くが， Business Letter におけ

るTypedOrganization Name (あるし、は FirmName)とOfficialTitleは，も

とよりその要がない. ldentification lnitialsも無用であるが， Enclosure Nota-

tionとCCDirectionは必要に応じ加えてよく， Post Scriptを書きそえ ること

もあろう

Salutationの種類とその用法は，ほとんど BusinessLetterとかわるところ
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がない 僅かに，きわめて親密な関係にある個人に対しては， Personalな内容

とはいえない. Businesslikeな用向きを内容とする Letterをその OfficeAd-

dressに宛る場合などに，例えば通常の DearMr. Ford:よりも， Dear Robert: 

あるいは DearBob:のように， Surnameではなく， First Nameあるいはその

Diminutive，時には NickNameや PetNameで呼びかけた方がふさわしいこ

とがあろう.こうした Salutationに加える Punctuationとしては， Colonは重

かろうから Commaに代えて良いが，このいわば破格の用法には，充分に

TPOを考慮して，“場ちがい"にならぬよう注意しなければなるまい.

( 2) Formal Personal Letterは Receiverも個人であり，その私宅に宛てる

が， Formalに呼びかけるべき関係と状況にある相手に対して， Personalな内

容を述べる Letterをいう.その ArrangementはPersonalBusiness Letterとは

大きく異なる Sender's AddressとDateLineの後に Salutation，Letter Body 

と続き， Attention Lineや SubjectLineの入ることはない. Complimentary 

Close， Signature， Typed Nameの次に InsideAddressを置く.時により P回 t

Scriptを加えることはあるが，それ以外の Parts(Identification Initials， Enclo-

sure Notation， CC Notationの類)は用いない. Formal Personal Letterにお

ける Salutationの種類と用法は， Business Letterの場合と同様であるが，

Addresseeは個人に限定されるから，次のようになる

Sir 

My dear Sir 

Dear Sir: 

Madam: 

My dear Madam: 

Dear Madam: 

My dear Mr. Smith: My dear Mrs. Smith: 

Dear Mr. Smith: Dear Mrs. Smith 

このうち Sir:(Madam:)および Mydear Sir: (My dear Madam:)は，きわめ

て Formalな場合，例えば GovernmentOffにials，Members of the Armed Ser-

vices，あるいは Dignitariesに宛てる Letterに限ればよかろうし， Situationに
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応じる使い分けの目安としては

Dear Sir: (Dear Madam:)は“初めまして"

My dear Mr. Smith: (My dear Mrs. Smith:)は

“おり入って，お話 (お願L、)がございます"

Dear Mr. Smith: (Dear Mrs. Smith:)“その節はどうも

と考えれば大過なかろ う

( 3) Informal Personal Letterは Informalに呼びかけるべき関係と状況にあ

るReceiverに宛てる Letterであり，そのPartsは少 く，従 ってArrangement

も簡単となる. Date， Salutation， Letter Body， Complimentary Closing， Signa-

tureの順に進み，その他のPartsは，Post Scriptを除き加わることはない.

Salutationも当然、 Formalなものを用いることはな く，Receiverとの親近の

度合いに応じて，選択の範囲はかなり広 くなる.次に男性に対する Addressee

の場合を示すが，女性の場合もこれに準じる.

Dear Mr. Smith 

My dear Robert: 

Dear Robert: 

Dear Bob: 

Bob dear 

Dearest Bob: 

Bob dearest: 

Bob， dearest 

あるいはまた，日常話 しかけているよ うに，時には NickNameを用いて，

例えば，

Dear Slim: Dear Chubby: 

もあり得るし

Dear Aunt Dottie: Dear Uncle Davy: 
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Dear Aunt Hanni and Uncle Toni 

といった表現も，よく見るところである さらには人名を省いた，

Dear Daughter: Dear Son 

My Darling: My very own Darling: 

Sweetheart! 

と続く. First Nameで呼びかける Salutationでは，Colonに代えて Comrna

を附けることが多いし， 時には ExclamationMarkがふさわしい場合もある

こうした多様な SalutationのTPOに応じた用法については，いちいちに解説

を加える必要はあるまい.

Complimentary Close 

2. 1 Complimentary Closeの種類

Letter Writingにおいて， Body of the Letterの直後に加える Complimentary

Closeには，およそ次の種類がある

Personal in Tone More Formal in Tone 

Sincerely， Yours truly， 

Cordially， Y ours very truly， 

Sincerely yours， Very truly yours， 

Cordially yours， Very sincerely yours， 

Respectfully yours， 

Y ours respectfully， 

Faithfully yours， 

Entirely Informal 

Affectionately， 

Affectionately yours， 

Yours， 

Always yours， 
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Yours always， 

Y ours devotedly， 

Yours gratefully， 

Yours ever， 

Ever yours， 

Forever yours， 

As ever， 

Yours， as ever， 

Your loving son (daughter， nephew， etc.)， 

Your loving grandmother (grandfather)， 

Your affectionate Godfather， 

Love， 

With love， 

Much love， 

With much love， 

Lots of love， 

All my love， 

With all my love， 

With all my sympathy， 

Always your friend， 

Always your good friend， 

Best wishes， 

With best wishes， 

Best regards， 

Warmest regards， 

Sincerest regards， 

See you in April (May， June， etc.)， 

q
t
u
 



2. 2 Complimentary Closeの Capitalization/Punctuation 

Complimentary Closeの FirstWordは常に Capitalで書き 出すが， Second 

Word以下はすべて SmallLetterのままとする 但し前掲の表にふく まれる

Complimentary Closeの中にある Godfatherや Aprilのように，常に Capitalize

す る Word に対してはこの限りでな~ '. 

Complimentary Closeは終りに Commaを加える Salutationの場合と 同 じ

く， Open Punctuation Formを用いる Letterでは， No Punctuationとするの

は当然である

2. 3 Complimentary Closeの機能

Complimentary Close は本来，その字義のように，書信の本文の末尾を結ん

で，受信者に対する 敬意あるいは親愛の情を示す Sentenceある L、は Clause

の独立したものである その名残りは今日もなお，高位高官に宛てた Extreme-

ly Formalな LetterのComplimentaryCloseに見ることが出来る

1 have the honor to remain， 

Most respectfully yours， 

これは u.S. Presidentに宛てた BusinessLetterの 2行書き Complimentary

Closeであり ，また

1 have the honor to remain， 

Your Majesty's most humble and devoted subject， 

は TheQueenに宛てる Letterのそれである

今日のComplimentaryCloseは Salutationと首尾あい応じて， 書信の Salu-
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tation， Sender側のPurposeあるいは LetterのToneを伝える機能，ない しは

FormalityのGradeを示す役割を持っていることは，さきに“Salutationの機

能"の項に述べた通りである

2. 4 Complimentary Closeの用法

2. 4. 1 Business Letterの ComplimentaryClose 

PracticalなBusinessLetter Writingに限るならば， Complimentary Closeの

用例は次のように集約される

( 1) SalutationがGentlemen:Dear Sir:あるし、は DearMadam:ならば，

Truly Categoryすなわち，

Truly yours， 

Yours truly， 

Very truly yours， 

Yours very truly， 

を用いればよい

( 2) Salutationが DearMr. Ford: (Dear Mrs. Ford:， etc.)ならば， Sincerely 

あるいはCordiallyCategoryのうちでVeryを含まぬもの，すなわち，

Sincerely yours， 

Yours sincerely， 

Cordially yours， 

Yours cordially， 

を用いるのが通常であるが， Letterの Toneが Friendlyというよりは，

Crispあるいは Criticalな場合には Tru1yCategoryと組合わせて，その姿

勢を確認するものである

Truly yours， 
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( 3) Salutationが Mydear Mr. Ford: (My dear Mrs. Ford:， etc.)ならば，

Letterの Toneにより TrulyCategoryとSincerelyCategoryを使い分ける

すなわち， Friendlyであれば，

Sincerely yours， 

Yours sincerely， 

を用い， Criticalあるいは Accusingな場合には，

Truly yo町 s，

Yours truly， 

Very truly yours， 

Yours very truly， 

として， Senderの姿勢を示す結びとする .さきに“ Salutationの用法"で

述べた CollectionLetterの Ultimatumあたりは，当然 Verytruly yours，と

するのである また複数あるいは団体を Addresseeとする BusinessLetter 

の Salutationはほとんど一律に Gentlemen:(Ladies)に限定されるから，

SenderとReceiverとの関係， Letterの Toneを示す役割は，もっぱら

Complimentary Closeが担うことになる.すなわち， 通常のTrulyCategory 

と組合わせる代りに，Sincerely Categoryのものを用いれば， Friendly Tone 

となり ;Letter Bodyの Wordingと Styleが Colloquialならば， Cordially 

Categoryの Closingで結ふ‘のが相性がよい.こ うした指導は初心者には容

易に理解 し難いであろ うが，すくなくとも知識としては示しておきたいもの

である

2. 4. 2 Personal LetterのComplimentaryClosing 

( 1) Personal Business LetterのDefinitionとArrangementについては，
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“1. 4. 2 Personal Letterの Salutation"の項において述べたので，

重複を避け，省略する

Salutationとの組み合せについては， Business Letterの場合と 同様で

ある.すなわち，

Gentlemen: 

Dear Sir: (Dear Madam:) 

に対しては，一般に TrulyCategoryを対応させるが，TPOに応じ，Sin-

cerely Categoryあるいは CordiallyCategoryを選ぶべき場合のあること

は前に述べた通 りである

My dear Mr. Ford: (My dear Mrs. Ford:， etc.) 

Dear Mr. Ford: (Dear Mrs. Ford:， etc.) 

との組み合せには，Sincerely Categoryを中心に， SituationとLetterの

Toneあるレは Wordingや Styleに応じて，より重い TrulyCategoryか，

より軽い CordiallyCategoryを用いる.選択に迷う時には，この Salutation

に対する Standardである SincerelyCategoryのままでよい.なまじ Ad-

dresseeに充分に敬意を表 したつもりで，不用意に Verytruly yours，なん

てやろうものなら，Messageの内容によ っては，“し、 ったい何をト ンガッ

テレるんだいつ"という意外な反応を与え，丁寧どころか却って失礼な結

果に終ることもあるのを知らねばな らない

( 2) Formal Personal Letterの DefinitionとArrangementについては，

‘1. 1. 2 Personal Letterの Salutation"との重複を避け，省略する

Salutationとの組み合わせ，あるいは一貫性については，Personal Business 

Letterの場合と 同 じであ って，

Gentlemen: Dear Sir: Dear Madam: 

に対しては，

Truly Categoryを標準とするが， Sincerely Categoryさらには Cordially
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Categoryを用いることにより LessFormalあるいは MoreFriendlyな姿

勢を示すことが出来る

My dear Mr. Ford: (My dear Mrs. Ford:， etc.) 

Dear Mr. Ford: (Dear Miss Ford:， etc.) 

に対しては，

Sincerely Categoryを標準とし，時により TrulyCategoryある し、は Cor-

dially Categoryを組み合わせて Senderの姿勢を明らかにすることの出来

ることは，すでに繰り返し述べてきた通りである

Truly ・Sincerely・Cordially以外の Categoryについては， Sincerelyと

ほぼ守備範囲の重なる FaithfullyCategory (英国では今日でも使用される

ことが多しうまでは別として， Specific なSalutation，例えば Respectfully

や Devotedlyの類の使用には慎重でなければならない.

Generallyあるいは Commonlyに使用されることの少ない Salutationは

不用意に扱うときは，単なる“場違い"では相済まぬ “間違L、"さらに大

きな“無ネじ' となる危険を覚悟すべきである

( 3) Informal Personal Letterともなれば，その性格上，きわめて多様の

SalutationとComplimentaryCloseが存在しており ，従って無数の組み合

わせが考えられるが， SenderとReceiverの関係， Formalityの度合い，

Messageの内容と Wordingが明らかであれば，その選択はむしろ容易で

あろう .Complimentary Closeとしての約束事として ，First Word (2行

書きとする場合は，さらに 2行自の最初の Word)をCapitalizeするが，

それ以外の Wordは SmallLetterのままとすること ;upen Punctuation 

Styleの Letterを除き，終りに Comma(時により ExclamationMarkあ

るいは QuestionMark)を加えることは守らねばならない

Letter Bodyの末尾に， 例えば，

Best wishes， 

See you in August， 

。。



Welcome to Tokyo ! 

のような InformalClosing Phraseが出来るときは，これは変り型の Com-

plimentary Closeと考えて，通常の ComplimentaryClose Positionに置し、

てもよく ;Letter Bodyの終りにこの InformalなComplimentaryCloseを

続け. RegularなComplimentaryCloseを定位置に添えるか;Letter Body 

のLastLineから 1行あけて，この ClosingPhraseを SeparateLineに書

き，さらにRegularなComplimentaryCloseを定位置に置く，以上三種の

方法のいずれかを採ればよいのである

3. Important Personageに対する SalutationとComplimentaryClose 

周知のように，今日の英語では“冠詞"および“代名詞"がきわめて簡略化

されており， 一人称代名詞は単数の Iと複数の we，二人称代名調は複数ともに

you Iこ集約されている .他のヨーロッパ語では， しかく単純で、はない 例え

ば英語ともっとも親近関係にあるドイツ語の場合，二人称代名調には，単数に

敬称の Sieと愛称の duがあり，書き言葉としては duよりも FormalなDuが

加わる.さらに複数にも敬称のSie (これは単複同形)と親称の ihrと準親称

の Ihrがあ って， 合計 5語を 6様に使い分けねばならない.きわめて Inforrnal

な英語の ComplimentaryCloseのひとつYoursに対応するドイツ語の Briefgrus

は従って，

Ihr Dein dein Euer euer 

の別があるが，発信者が女性の場合には，語尾を変化して，

Ihre Deine deine Euere euere 

とするから，合計十種に分れる.なおドイツ語の Briefgrusには Punctuation

を加えなし、

わが国では中世以降， 書信の形式 ・作法については身分の地位に対応する厳

密な規定があった.公卿社会から武家社会，さらには町人社会に至っても，い

わゆる士農工商を初めとする重層化した階級制度さらには長幼，性別も加わっ
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て，書信の礼法を一層複雑化する そのため，いわゆる往来ものをはじめ，各

種の書札礼が LetterWriting Manualとして重用された.もとより今日の英文

書信とは，その構成要素， 1I頃序配列に異同があるが， SalutationとCompli-

mentary Closeに相当するものが早くから二重に存在し，機能 してし、たのであ

る

“群書類従"巻第百出入~第百四十五消息部には平安季世，すなわち11世紀

の半ばに成立した藤原明衡の“雲州消怠"をはじめ“貴嶺問答"各種の往来物

(十二月往来，新十二月往来，異制庭訓往来，雑事往来，尺素往来，釈氏往来，

山密往来)，さ らには“書札礼" “書札作法抄 “細川家書礼抄>> “大館常

輿書札抄"などが収めてあり，こうした Manualを通じてわが国中世より近世

に至る書信の作法を窺 うことが出来る

書信の構成はおよそ，

差出書

充書 (あてがき)あるいは充所(あてどころ)

事実書あるいは用件書

日付

の四者より成る

“差出書"は発信者の役職名と氏名であるが，その下に小さく 書き加えた

“下付(したづけ)が，第一のComplimentaryCloseに相当する すなわち，

これによって受信者に対する敬意を表わすのであるが，発信者と受信者との主

として身分 ・地位上の関係をさらには TPOに応じて，

上奉行 状講文 敬白

などを使い分ける

“充書"は受信者の役職名 ・氏名を書くが，その上部に書き加えた“上所

(じようしょ )"が“下付"に対応する第ーの Salutationに相当する ，受信者

の身分 ・地位に応じて，

進上 謹今上 謹上 拝上 拝進
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などを使い分ける.“充書"にはこの他 その下部右脇に加える“脇付(わき

づけ)"がある. 今日の書信に見られる

御中 侍史 机下 玉案下

の類は，その後身である

“事実書"は書信の本文であり，これはさらに

書出し 中書き 書留め (書止め)

の三部より成るが，この“書出し"が第二の Salutationであり ，“書留め"が

Complimentary Closeであることは，容易に理解されよう

“書出し"には

御状拝見，わざと言上致し候 急度申入候

のような文章表現が後には固定して，

拝啓 謹啓 拝呈 急啓 復啓 拝啓 冠省 前略

とな って現在に至っている

“書留め"はこれに反して，早くから固定していたことは，

恐憧謹言 恐々謹言 誠恐謹言 頓首々々謹言 謹言 頓首

恐憧敬白 執達如件 如件 敬白 敬具 不宣 不備

不具 不一 再拝

などの文言が“書札礼"ほかに見えていることでも窺える. (“書札礼"て‘は，

漢文体のこともあって，“書留め"を“奥札書"と称 している.)

“書札礼"には，当然ながら，書信作成に関する各種の礼法と規定が詳述し

である. 例えば第ーの Salutationに相当する “上所"については， 一項を設

けて

上所事

進上謹々上. 恐礼也. 謹上

等同之礼. 謹奉. 処凡卑之詞也.

と示しているが如きである

時には“書札作法抄"のよ うに，世人の誤用を批判しながら，

一 誠 恐誠憧頓首某言上ナド書事，皆公家，書札也.武家ヤウ ニテハ

不可書.

η
L
 



将亦恐憧敬白 恐々敬白ト云.敬白 ノ字在家ヨリ 出家ノ 方へ書也 又出家卜

出家トハ申ニ不及.出家ノ人ノ方ヨリ在家，人 ヲウヤマヘパトテ， 敬白 ト宮

支尤僻立也能々覚悟スベキ也.

と戒めている.当時の僧侶には，こうした無教養な者が多かったのであろうか

こうした Manualの中で，編者が書き加えた Commentは，時により，ほほ

えましいも のがある.もと より これも度が過ぎては目障りになろうけれども，

次のような例はいかがであろうか. Complimentary Closeの用法を示 した記事

の中で発見した ところである

1n the Complimentary Close， do not capitalize any word except the first. 

‘Y ours very respectfully " is co汀 ect--not“Yours Very Respectfully， " not 

'Yours very Respectfully ";“ Y ours respectfully "ーnot“YoursRespectfully." 

Never use the word respectively for respectfully. Perhaps in your case出e

warning is entirely unnecessary， but the mistake is so frequently made， and 

so serious， when it is made， that it should be mentioned here 

Alfred Stuart Myers， .1etters for All Occasion~ ， New York: Barnes & Noble， 

1nc.， 1964， p.35 

“大館常輿書札抄"には，守備範囲の広い“上所" (第一の Salutation)であ

る “謹上"を受信者に応じて Calligraphicallyに指蓄と行 ・草書に書き分ける

方法のあることを示しているのは興味深い

謹上と書事，まへにも申ごとく上中下へわたりての書やうなり.いかに

もしんに書ハ上手へ遺分也.ちと草に書は同輩への分也. いかにもさうに書

ノ、下手へ遺分也

“上所"と“書止め"の組み合わせについては，発信者と受信者との身分 ・

地位に応じて厳密な規定があ った. 例えば“書札礼"には，まず発信者と受信
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者の身分をその官職と位階に応じて十数種に分類している

大臣 (従一位，正一位，従二位)

大納言 (正三位)

中納言 (従三位)

参議 (従三位)

蔵人頭 (従三位)

四位殿上人 (正四位，従四位)

五位殿上人 (正五位，従五位)

地下四位諸大夫 (正四位，従四位)

地下五位諸大夫 (正五位，従五位)

五位下北面 (正五位，従五位)

六位下北面 (正六位，従六位)

医道 ・陰明道 (五位に準じる)

僧正 (従三位に準じる)

法印 ・法務 ・僧都 (四位に準じる)

法眼 ・律師 (五位に準じる)

九僧 (六位に準じる)

例えば，従三位中納言某より，上位の大臣に呈する書信は“書止め"に，

言上如件. 某恐憧謹言

として“上所"は用いない.それは“書止め"の中に“言上"とい う，きわめ

てFormalな敬辞が含まれているからである

この発信者が，位階を同じくする参議某に宛てる書信では，“書止め"に，

恐々謹言

として，さ らに“上所"には，

謹上

と添えることにな っている

こうした規定は単なる空文ではなく，当時実際に厳守されていたことは，稀
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に誤用はあるものの，現存する中世・近世の書信に照して明らかである

現代の英語圏社会において，今日もなお，いわゆる ImportantPersonageに

対する書信には，その官職 ・地位に応じて使い分けるべき SalutationとCom-

plimentaηCloseの厳格な規定の残っていることは，意外であるとともに，興

味深い 次に掲げる表は ThePresidentあるいは TheQueen に始まる米 ・英

の ImportPersonageに用うべき SalutationとComplimentaryCloseとを整理

したものであるが，これはまさに，“米英版書札礼"の感を覚えるところである

Table 1 Salutation for Addressing Important Personage 

Personage Personal Letters Business Letters 

The President Dear Mr. President Sir 

The Vice-Presid巴nt Dear Mr. Vice President S江

ThSeu Chief JCuostulCrt 巴， Dear Mr. Chief Justice; Sir 
preme 

Cabinet Members Dear Mr. Secretary S江

or or 
Madam Secretary Madam 

Attorney General Dear Mr. Attorney General S江

UnSlteerld a States Dear Senator Ford 。S汀

tor or 
Madam 

The Speaker of the Dear Mr. Speaker Sir 
House of 
Representatives 

L4EUHmomRbueteseperd red o記Sftntathtaee ts Ives 

Dear Mr. Ford Sir 
or 

Moar dam 
Dear Mrs FoMrd ISS 
or Ms 

AmUbnaitsesd adSor t of the Dear Mr. Ambassador S江

ates or or 
Dear Madam Ambassador Madam 

AmbassadoCr OoIIf n a Dear恥む Ambassador Excellency 
Foreign Country or 

Dear Madam Ambassador 

Consul of the Dear Mr. Ford Sir 
United States or or 

Dear Mrs F，oMrd ISS， Madam 
or恥1s

Governor of a Dear Governor Ford S江

State or 
Madam 
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生虫旦些 Personal Letters Business Letters 

Mayor D巴arMayor Ford Sir 
or 
Madam 

Federal Justice Dear Judge Ford Dear Sir 
or 

Dear Madam 

Lawyer Dear Mr. Ford Dear Sir 
or 

Deoar r Madam Dear Mrs F，oMrd iss， 
or Ms 

The Pope Your Holiness Your Holiness; 

Most oHr oly Father ， 

Cardinal Dear Cardinal Ford Your Emin巴nce

ArchbishoCpa ， Dear Archbishop Ford Your Excellency 
Roman Catholic or 

MoSs汀t reverend 

BISChaotph，oRlic oman Dear Bishop Ford Most Revrend 
Sir 

Abbbot Dear Father Abbot RIgAhb t Reverend 
bot 

Mosignor Dear Monsignor Ford RIgMhot n Reverend 
slgnor 

Priest Dear Father Ford Reverend Father 

MeRmelblge1r0s us of Order 
Dear Sister Agness D巴arSister 

or or 
Dear Brother Adams D巴arBrother 

BISEhpoipsc ，Protestant Dear Bishop Ford Ri~可 Reverend
opal 

ClePrrgoyt man， Dear Mr. Ford Dear Sir 
estant 

CleLrugtyhmeraann ， Dear Pastor Ford Dear Sir 

Rabbi Dear Rabbi Ford Dear S汀

UnPivroefressitsy or Dear Professor Ford Dear Sir 
or or 

Dear Dr. Ford Dear Madam 
or 

Dear Mrs./Miss/Ms. Ford 

Physician/Dentist Dear Dr. Ford D巴arSir 
or 

Dear Madam 
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Table 2 Complimentary Close for Addressing Important Personage 

Personage Business Letters Personal Letters 

The President Respectfully yours， 1 have the honor to 
or re町laffi，

Sincerely your s， Most respectfully 
yours， 

The Vice-President Sincerely yours， Very truly yours， 
or 

R巴spectfullyyourss， 

The Chlef JCuostulcrt e， Sincerely yours， Very truly yours， 
Supreme or 

Respectfully yours， 

Cabinet Members Sincerely yours， Very truly yours 

Attorney General Sincerely yours， Very truly yours 

United States Sincerely yours， Very truly yours 
Senator 

ThHRe eopuSrspee esaeoknf etar t of the 
Sincerely yours， V巴rytruly yours 

lves 

Members of the Sincerely yours， Very truly yours 

UHnouitsee d oSf tates 

Representatives 

Ambassador of the Sincerely yours， Very truly yours 
United States 

Ambassador of a Sinc巴relyyours， Very truly yours 
Foreign Country 

Consul of the Sincerely yours， Very truly yours 
United States 

Governor of a Sincerely yours， Very truly yours 
State 

Mayor Sincerely yours， Very truly yours 

Federal ]ustice Sincerely yours， Very truly yours 

Lawyer Sincerely yours， V巴rytruly yours 

The Pope Your mぽ humble Your Holiness" most 
servant， humble servant 
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Pers旦笠E Business Letters Personal Letters 

Cardinal Your humble servant， 1 have the honor to 

Yoruer π1Eamm， merlce'S 

humble servant 

ArchbishoCpa ， Your obedient servant， 1 have the honor to 
Roman Catholic 

Yoruer π1oabme， dient servant， 

BIsRhoompa， n Catholic 
Respectully yours， 1 have the honor to 

or 
Yoru巴r町1oabuel，dient servant， Faithfully yours， 

Abbot Respectfully yours， 
I Yohruaer v汀e1Oabltneh， de lehnot nor to or 

Faithfully yours， servant， 

Monsignor Respectfully yours， 

I YorRueemrvs a巴fmrae，lntRhdfIguMhllt oyn， signor， or 
Faithfully yours， 

Priest Faithfully yours， 
I YorFueamrs tahfienar，i， trhefvuel卜rend 

y， 

MeRrenlbig巴irosusof Order 
Faithfully yours， Respectfully yours， 

BISEhpolpSC ，ProtEStant Sincerely yours， Respectfully yours， 
opal 

ClePrrgoytemsatna ， 
Sincer巴lyyours， Very truly yours， 

nt 

CleLrugtyhmeraan n ， 
Sincerely yours， Very truly yours， 

Rabbi Sincerely yours， Very truly yours， 

LJIPllvroefre slt y Sincerely yours， Very truly yours， 
ssor or 

Sincerely， 

Physician!Dentist Sincerely yours， Very truly yours， 
or 

。Sincerely，

ヴ

t
q
L
 



Table 1， 2は

Elizabeth L. Post， The New Emily Post's Etiquette， New York; Funk & Wag-

nalls， 1975. 

William A. Sabin， The Gregg Reference Manua1， New York: Gregg Division/ 

McGraw-Hi1l Book Company， 1977. 

ほかを参照して作成した

この表に見るように，米国の場合では今日， Respectfullyおよび Faithfully

Categoryの ComplimentaryClose は，その対象をほとんど聖職者に限ってし、

ることを知れば，世俗人に対しては，まずはその使用を控えた方がよいのであ

る

前に引用した“書札作法抄"における“敬白"の用法と ，まさにその軌をー

にするわけであ って，“在家ヨリ 出家ノ方へ書也"であることは，まことに興

味深い

続いて英国における ImportantPersonageに対する SalutationとCompli・

mentary Close用法の一部を整理すれば，およそ次の通りとなる
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Personage 

The Queen 

Table 3 Salutation for Addressing Important Personage 

Official Letters Social Letters 

Madam， Dear and Honoured 
May it please your Majesty. Madam 

Members of the Sir， 

Royal Family or 

Madam 

Duke 

Duchess 

m
 

2
u
 

d
 

γ1
・

9
u

円以

M
r
 

r
〉

r

a
〈

a

ρ
LV

ρ

L

 

n
u
n
u
 

My Lord Duke， 

or 

My dear Lord Duke， 

Will your Grace， &c 

My dear Duke 

Madam， 

Will your Grace kindly 

allow， &c， or 

Will your Grace permit， &c 

My dear Duchess 

Personag巴

Table 4 Complimentary Close for Addressing Important Personage 

Social Letters 

The Queen 

Official Letters 

1 have the honour to remain， Your Majesty's most 

Your Majesty's most humble humble and obedient 

and devoted servant. servant 

Members of the 1 remain， Sir (or Madam)， 1 remain， Sir (or Madam)， 

Royal Family Your Royal Highness's most Yours faithfully， 

obedient servant 

。lke 1 have the honour to be. 1 am Your Grace 

Your Grace's most obedient Yours faithfully， or 

servant Yours truly， or 

Yours sincerely 

Duchess 1 have the honour to remain， 1 am Your Grace， 

Your Grace's obedient Yours faithfully， or 

servant Yours truly， or 

Yours sinc巴rely

Ay
 

n，
L
 



以下 ，Marquess， Marchioness， Earl， Countess， Viscount， Visεountess， 

Baron， Baroness， Baronet， Wife of Baronet， Knight， Wife of Knight， Esquire， 

Wife of Esquireと続くから，なかなか容易でない さらに， THE CLERGY， 

THE ARMY， THE NAVY， THE AIR FORCE， THE BAR， THE GOVERN-

MENTの順に進んで行く，全体として， Sentenceあるいは Phrase仕立ての

長 4 しい SalutationとComplimentaryCloseが多く， FaithfullyをTrulyと同

列あるいは上位に置いて用いる例も少くない

Table 3は主として， TheComplete Guide to Letter-Writing， London & New 

York: Frederick Warme & Co.， Ltd.， 1965を参照して作成した.

Army， Navy， Air Forceの Officerに対する Salutationは， Official Letter 

では一様に Sirあるいは DearSir (今日では Madam，Dear Madamもあろう.)

に集約されるが，これが SocialLetterとなれば，上級将校と下級将校では差

別があ って，例えば陸軍の場合，

Dear General Green， 

Dear Colonel White， 

Dear Major Black， 

Dear Captain Brown， 

に対して， Lieutenant Fordに宛てる Salutation~.こは ，

Dear Mr. (Miss or Mrs. or Ms.) Robinson， 

としなければならず，ご丁寧にも Footnoteで

This commissioned rank has no military title， 

と断つであるのが目についた.さらに爵位を有する場合もあって， 一層複雑化

しているのであるが，こうした事例はまたわが国の“書札礼"にも見えている

位階は従二位であっても，男IJに役職を持っていない公卿を“散二位"と呼ん

で，その序列は参議とならび，従三位の中納言の次，同じく従三位の蔵人頭の

上に置くとし、うが如きである
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くおわりに〉

SalutationとComplimentaryCloseの機能と用法は， 時とと もに集約化され，

簡単となった.NOMA (National Office Management Association)のSimplified

Letterに至っては SalutationとComplimentaryCloseの両者を，思し 、切り よ

く廃止 して ，Letter Bodyの前には Allcapitalizeした SubjectLineを，後に

は同じく AllCapsのOrganizationNameを置 くようにした.Business Letter 

の分野では，これでも充分に通用するかも知れないが，NOMA Letterの普及

度は，未だそれほど高くない.Personalあるいは SocialLetterの世界では，

SalutationとComplimentaryClose は，これからも存在理由があろうし，あら

しめたいものである.これはまた， 日本語の書信についても 同様であると考え

ている
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鼻音の発音に関する日・英語の比較研究

息の流出の仕方との関連について

中岡典子

o.はじめに

日本人学習者の英語の発音には、母国語からの干渉が強力に働いている。し

かし、これは単に話す場面、聞き取りの場面をふやせば解決するというような

問題ではない。学習者の多くは，自分が日本語の音声の枠組みを崩す事なく英

語の発音をしようとしていることに無自覚である。練習量をふやすだけでは干

渉を取り除くことにはならない。

この干渉問題については、“破裂音の発音に閲する日・英語の比較研究:息

の流出の仕方のちがい"で、破裂音の比較研究を進める中ですでに論じた。1)

本論文では、同じ観点に立ち、日英語の比較研究の一環として、鼻音を取り上

げる。英語の鼻音の発音は他の発音に比べてそれほど難しいものとは思われて

はいない。しかし、実際には聞き取り、発音の両者においてかなりの トラ プル

を引き起こしている。またト ラブルを引き起こすまではいたっていなくて

も、違和感のある発音になっている場合がある。

鼻音における干渉の実態を調べ、日英語の比較の中で、それぞれの言語の特

徴と、干渉を引き起こしている原因を追及する。原因を明らかにすることがで

きるならば、 干渉問題を解決する道はおのずと聞かれるだろう 。

1. 日本人学習者の舟音の発音の問題点

次の 1)-4)の単語、語句、文を日本人学習者が発音すると、 誤解は生じ

ないにしても、英語を母国語とする者にと ってはかなり違和感のある発音とし

て聞こえがちである。しかも、 学習者本人は自分では正確に発音しているつも
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りなので、そのことになかなか気がつかない。問題となっているのは下線部の

中の鼻音の発音である。

1) [t nJ [d nJ bUl包旦 cerw旦 ea民且 frigh猛旦 sho也旦

hi.dd阻 Wl血且 gol~且 suQd阜且ly forbiQd呈且

2) [n sJ pnn♀阜 lice出阜 dan♀阜 suspeill$;_ sente皿呈

3) [0 ] a) sing hang bring long thi盟

b) singing h~ing bri盟i虫 si望er hanger 

c) ki旦S so盟? nngs le旦th stre堕th

[n11IVll 
aruceman an....alm bee且Jllive

[wJ ni皿.Q'cl邸 k caIl.!magme ca且」止se
[ y] 

11L盗me in your bag mai~ork 

ten year宮

古le陀 wasno sign_♀f rain when.11eft my house. 

τl1e cheese was eaten....away by ra凶

Women....and weather are not to be trust巴d

2. 日本語の轟音と英語の興音の相違点

1 )音連鎖にかかる制約の相違

英語の鼻音と日本語の鼻音とでは、第 lに音韻上働く制約の違いが大きい。

英語の音節構造は多種多i憾で、子音速結が多様に一音節内でおきる。また音節

内に限らず、 音節境界を越え、単語の境界を越えてどこにでも現れるという特

徴がある。従って、鼻音の音連鎖に対する制約は特にない。

一方、日本語の音節構造は単純で、音速鎖に制約が多くかかるという特徴が

ある。日本語の音節は時間単位のモーラ (mora)である。全ての子音と母音に

対しそれによる制約が働く 。従って、鼻音にもその制約が働く 。モーラには、

母音、子音+母音、半母音+母音、子音+半母音+母音、援音、促音の 6種類

がある。鼻音は普通の子音として必ず母音あるいは半母音の前に現れて l音節

を構成する。したがって、普通の子音として働いている場合には、接音をのぞ

いて他の子音の前後にくることも語尾に現れることもない。促音 (Q)と援
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音 (N) の2つだけは、子音単独で l音節を構成する。この撮音は鼻音でで

きている。援音はこのように単独で音節を構成するので、特殊な鼻音として

“syllabic nasal"とも呼ばれる。 語中、語尾にはくるが語頭にくることはなく、

撮音が連続することも、促音と隣り合わせになることもない。

2)継続侮音と非継続侮音

鼻音は口腔内に閉鎖があるかどうかによって、継続鼻音か非継続鼻音かの2

種類に分けられる。非継続鼻音の場合は唇、歯茎、軟口蓋などの位置で口腔内

の息の流れを唇、舌を使って止め、息を鼻から出して発音し、次の音に続くと

きそれぞれの位置で止められていた息が急に口から流れ出る。継続鼻音の場

合、口腔内は閉鎖されず、息は鼻腔だけでなく口からも流れ出ており、次の音

の息の流れとつながっている。2)

英語には継続鼻音はない。一方日本語には継続鼻音と非継続鼻音の両方があ

る。 “千円"と“千年"を発音して、その時の舌の位置を比較すると、 “千

円"の場合の“千"の援音「ん」の鼻音が継続鼻音であることがわかる。また

“千円"と発音中に鼻をつまんでみれば、その鼻音が消えないということで口

からも息が流れている鼻音であることが確認できる。ちなみに、継続鼻音を母

国語に もたない英語話者には、この“千円"が発音しにくく、彼らの発音は

“せんねん"あるいは“せねん"と聞こえ誤解が生じやすい。司

3)継続働音と非継続侮音の音響上の特徴

鼻音の種類によ って、反共鳴は異なった周波数に現われる。反共鳴とは鼻音

に特有に現れる音響上の特徴である。鼻腔と口腔が連結して声道が分岐する

ことで、ある周波数の音が選択的に吸収され、その部分の成分がうすく弱まる。

反共鳴の周波数は、鼻音を発音するときの口腔内の体積に関係するので、 [mJ

と[n ]では、 [m]の周波数の方がやや低 <700-8∞ヘルツ、[nJは1000

ヘルツである。しかし[DJには口腔の共鳴室がないので、反共鳴はおきな

い。継続鼻音の場合、前後の母音を変えるとそれに伴って反共鳴の現れる周波

数はさまざまに変化する。前後の母音の口腔の形と体積の変化にしたがって、
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継続鼻音を発音するときの口腔の形と体積が変化するからであり、このことは

スペクトログラムによって確認されている。吋

継続鼻音のスペク トログラムは、前後の音が変われば同音と は思えぬほど多

様に変化する。それにもかかわらず非継続鼻音と混同することなく同ーの鼻音

として聞き分けられるのは、前後の音との連続性という 音響上の特徴があるか

らである。 r千円」の場合、鼻音の部分で前母音のフォルマントが多少変化し

ながらなだらかに後続母音のフオ lレマン トに連続している。それに対し、 「千

年Jの場合、非継続鼻音 [nJのスペクトログラムには前後の母音のフォルマ

ントとの聞に断層的な切れ目が確認できる oS) 

音響上、継続鼻音が前母音の口腔の形を引き継 ぐ鼻音であることが確認され

たので、前母音の鼻母音として [vJ表記すると、他の鼻音との違いを学習

者に印象づけることができる。

4) 掬音の分布の相違

英語には継続鼻音はない。 また非継続鼻音の [mJ [0]の調音点は日本

語と同じであるが、英語の [nJは日本語と違って歯茎にある。また日本語で

は [nJの異音として[i'iJがある。

また非継続鼻音の場合、調音点がどこにあるかを素性の違いであらわせば、

以下のようになる。

po
 

q
J
 



5)働音の同化の相違

英語の鼻音の調音点は後続子音の調音点に同化する。

[m] [n] [D I 

tenmen ten students 

ind巴戸ndent

un1ucky 

ten girls 

impossible 

U且balance

lnConsls低nt

U且clear

この後続音への同化は次の規則でまとめられる。この規則は英語に限らず言

語に一般的にみられるものである。

英語の鼻音の同化 [ +nasal]→ [;::l/一[に:::]
一方日本語では、普通の子音としての鼻音には母音が続くだけで、 音節境界

を越えても後ろに子音は続かない。鼻音の後ろに子音が続くのは披音 (N)の

場合だけである。この接音の場合にのみ鼻音は後続音に同化するが、その同化

は英語より複雑である。

援音は後続音の影響を受け、後続音が口腔内に閉鎖を持つ [t] [g]など

の場合は [-continuant]の素性をもっ非継続鼻音になる。後続音が閉鎖を持たな

い母音、半母音、摩擦音などの場合にはいcontinuant]の素性をもっ継続』込音

になる。 非継続鼻音となった場合の援音は、後続子音の調音点の素性に同化

し [m] [n] [n] [0]になる。 以下の例で「千Jの撮音「んjの調音

点の違いを参照してほしい。

非継続鼻音:千枚 [semmむ]千頭 [sento:] 千兆 [sentfo:]千回 [seokaiI 

継続鼻音の場合は後続音の[+continuant]以外の属性にも同化する。また前母

音にも同化し、前母音の鼻母音化ともなっている。言い換えれば、継続鼻音は
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前母音から後続音への連続的移行の過程における強い鼻音化である。前母音の

鼻母音化を強調して、簡略化して記述すると以下のようになる。

継続鼻音: 千円[ぉeeeJ 千億 [seゐkuJ 千話 [seewaJ 千聾 [seeso:]

三円 [saaeeJ 四億 [yoookuJ 電話 [deewaJ 金策 [kiisaku]

これらを踏まえると、日本語の接音 (N)の同化は2つの規則にまとめられるJ

日本語の鼻音の同化 N → [αomill/ー |α11
~ anterior 日制terior

-conunuant I I -conunuant 

N → [Vl l/Vlー[+…ntJ 
+nasal 

3. 連結部における轟音の発音のし方の遣い

日本人学習者の英語の鼻音の発音で問題になったものは、いずれも鼻音+子

音の連結、語境界を閥にはさむ鼻音と母音、あるいは鼻音と半母音の連結であ

る。これらの音連結の聞こえの違いの原因を、日英語の鼻音の発音の過程を比

較する中で検討する。

1) [t nJ [d nJについて

この場合、英語では[t J [d Jの破裂音は聞こえない。一方、日本人学習

者の英語の発音の場合、 [d J [t Jの破裂音がはっきり聞き取れるか、ある

いは破裂音の後に余分な母音が聞きとれることが多い。この違いは息の解放の

しかたに原因がある。

英語の母国語話者の発音では、破製音+鼻音の子音連結の場合 [tJ [d J 

の破裂音は息を口から解放せず、舌はそのままの位置において鼻音[nJ につ

なぎ、息は鼻から解放する。 したがって破裂音に特有な息の破裂は聞こえず、
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[t n] [d n]は lつの音のように聞こえる。

日本人学習者が英語音の[t n] [d n]を発音し ようとする場合、 [ t ] 

[d]の破裂音で歯茎に舌をおいて息をとめるが、 [n Jの発音の前に舌を歯

茎から離し、口から息を解放したのち [nJの発音につなぐ。あるいは[ta] 

[d a]というように母音を関に入れることで、 一度息を口から解放した後で

鼻音 [nJを発音する。

2) [n s Jについて

この場合、英語と日本語では聞こえの上で微妙な違いが聞き取れる。しかし、

日本人の場合、指摘されても聞こえの違いを認識することは少ないようである。

英語話者の場合はどうなのだろうか。多少なまった発音程度にしか意識するこ

とはないのかもしれないが、英語話者の発音ならば、 princeもprintsも聞こえ

は同じになる。日本人学習者の場合は 2つを区別して発音 し、 当然聞こえも異

なってくる。η

この違いは日本人が継続鼻音を発音しているためにおきている。日本語の撞

音は摩擦音の前で、継続鼻音となる。したがって、日本入学習者が英語の鼻音

を発音する場合も [s]の前で、継続鼻音を無意識の うちに発音する傾向があ

る。英語の[nJは非継続鼻音であり、音響上違う特質をもっている鼻音なの

で、聞き取りの上で違和感が残る。

3) ~について

英語では ng部分を発音するにあたって、 [ 9 Jの破裂音が聞こえない場

合もあれば、次の場合のように聞こえる場合もある。

d) congress finger longest single language 

語末の ng (sing/hang/bring/1ong)は [0]と発音され、 [0 1の後に [g]の

音 は現 れない 。動詞に接尾語 -erあるいは ーlngがついた場 合

(singing/hanging/bringing)は、語中でも [g]は現れない。例えば動詞に噂er

がついた smgerでは [gJの音は現れないが、形容詞に -erがついた longer
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では[9]が現れる。語中の ngでは普通、上記の d)の例のように[D 9 ] 

と発音され[9]が現れる。 しかし、語中であるが [9]が現れない場合

(kings/songs/length)もある。

日本人の英語学習者の場合、 ngのすべての場合に[0]の後ろに[9] 

の破裂音が聞こえる。 したがって上記の d)の発音にはなんら問題は起きて

いない。 この ngの発音において、どのような違いが2つの言語の間にある

のだろうか。

英語の場合 ngが語末にくると、口は閉じられ息は鼻から流出する。舌はそ

の位置においたままで、口から息を解放することはない。町その後に、更

に ingが続いているのが singingの場合である。この場合の後の母音 [i]

は特殊な母音で、聞こえも普通の母音とは違う 。口は聞いているものの口から

の息の流出はなく、その後に鼻音が続いている。このことは両唇を閉じ、』みを

つまんで口と鼻からの息の流れを止めても、。侯の奥の声帯部分でこの特殊な母

音が聞こえることで確認できる。従って singingのngは2つ共 [0]の発音

の後に口からの息の開放はない。

語中でも[9]が現れないのは、 ngの後ろに摩擦子音が続いている場合で

ある。 [0]で口からの流出が止められた息は、摩擦音となって口腔内のせ

ばめから気流をともなって流れ出る。つまり、口から息が破裂的に解放される

ことはない。d)では ngのあとに流音、母音、半母音が続いている。この場

合、口にためられていた息は後続音に続くときに一度に破裂的に解放され、

[ 9 ]の音が聞き取れる。以上をまとめると、英語では ngの発音で [0] 

の後に[9 ]の破裂音が聞き取れるか否かは、後続音に続くときに口からの破

裂的な息の解放があるかどうかによる。

次に日本語の場合の ngの特徴について考えてみる。日本語の[0 ]は擢

音 (N)が後に [kJ [9]を従えたときに現れる鼻音である。これに閲して

は非継続鼻音の同化規則が英語と同じように働くので、特に指導する必要は

ない。しかし、日本語の場合は音節構造上の制約が働くので、音連結の種類は

限られてくる。擬音に続く [kJ [9]の子音の後にはかならず母音が続く 。

このため日本語の ngでは、 [ 0 ]で止められていた息はその後必ず破裂的
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に口から流出して、母音につながれ [g]の音が現れる。

したがって日本人には、日本語には存在しない息の流出のしかた、すなわち、

語末の ng、 ng +i n gそして ng+摩擦音の場合に、息を口から破裂的に

解放しないで流出するしかたがわからない。そこで、日本語の単一な息の流出

のしかたを英語にそのまま適用させてしまう。その結果、どんな場合でも ng

があれば [D]の後で息を口から破裂的に解放して[g]を発音するのである。

4)語末が [n] で、 語境界(#)をはさんで母音で始まる語 (aniceman!been 

aliv巴)が続くとき、英語では[n] と母音が連結されて一語のように発音され

る。しかし、日本人の発音はそうなりにくい。

英語には非継続鼻音しかない。後末の [n]は語境界で息継ぎをしない。普

通の速度の発音であるなら、閉じ句の中で単語の境界にポーズを置いて発音す

ることは不自然であるからだ。非継続鼻音 [n]は、舌を歯茎につけて口腔内

に息をためているが、語境界で息を解放せず、次の単語の母音に続くとき舌を

離して破裂的に息を流出する。

日本語では語末にくる鼻音は援音しかない。援音は後に母音が続くとき継続

鼻音となる。したがって、英語を発音するときも、日本人は英語の非継続鼻音

[n]を母音の前では無意識の内に継続鼻音で発音してしまう傾向がある。ほ

とんどの日本人は継続鼻音と非継続鼻音の区別があるという認識すら全くない

ので、自分ではあくまで[n]を発音していると思っている。したがって個別

に学習.して覚えても、応用する力とはならないのが普通である。

例えば an..1L♀rangeで非継続鼻音 [n] と母音の連結の発音の仕方を覚えて

も、 ten.丘♀ranges，a rotte.旦i♀range，a fallen.丘♀rangeでその発音を応用すること

はなく、やはり継続鼻音で発音してしまうという傾向が強い。 また、 an# ice-

manとa# nice man及び an# aimとa# narneを区別するには、 anicemanとan

aimで[n] と母音を連結してはいけないと思い、ポーズを入れるか、継続鼻

音で発音する傾向がある。

半母音 [j]あるいは [w]が続くときも、日本人は[n]の代わりに継続

鼻音を発音する。したがって、意味上のトラブルは起きないが音声に違和感が
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残る。また、日本人は単語や語句だけを発音する時は、ポーズをいれてゆっく

り区切って発音するため、それが本来耳障りな発音かどうかということが、

英語話者に気づかれないこともある。しかし、英語の文章を日本人が普通の速

度で読み上げると、このことがはっきりする。

4. 音連結における轟音の息の流出の相違

これまでの議論を、息の流出の仕方の違いという観点にたってまとめる。各

音について息の流出の違いが一見してわかるように、次のような図式を便宜上

用いる。必ずしも十分な図式とはいえないが、口腔内が閉鎖されているのか、

息を口から解放しているのか、せばめから気流をともなって息を流出している

のか、鼻腔から息が流出しているのかということの日英語の相違が比較しやす

くなる。

母音 口腔にどこも妨げられず息が流出する。

破裂音 (1)町こかが蜘…、肺とめ 一〈→
られ、その後破裂的に息が口から流出する。

摩擦音

流音

(2)口腔のどこがが閉鎖されているが、とめら

れた息は解放されることはない。

口腔内のせばめから気流をともなった息が

流出する

[1]の場合、舌を歯茎にあて完全な閉鎖

を作るが、舌の両側の空気の通り道は聞か

れていて息は流れている。

[r]の場合、舌はどこにも接触しておら

ず、せばめもつくらないが、舌の形が息の

流れを妨げている。しかし空気の通り道は

開かれていて、息は流れている。

-42-
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__!c_三→口腔内は閉鎖されているが、鼻腔から息が

流出している。

非継続鼻音

一一死三三→

v v 

鼻腔から息が流出しているが、口腔内に閉

鎖はなく、前母音と同じ形をしていて、息

は口からも流出している。

継続鼻音

。
口は開いているものの、口からの患の流出

はない。しかし喉の奥の声帯部分で、この

音が聞こえる。

特殊なきこ

えの母音

日本語と英語の息の流出の違いを図式を使ってまとめると、以下のようにな

る。

日本語話者の息の流れ英語話者の息の流れ

..IE.三二
n 

~く→

)0=→ 

〉竺ニ

[tn] / [dn] 

例

[ns] 

____!E_ζ一

二__/一一一一
v V s 

継続鼻音

pnnce 

〉デニ?一

内

4u
an宅

仔1



英語話者の息の流れ

a)語末で

〉T
b)の場合

例 singing

y-~ニ

c)摩擦音の前で

例 kings

F→一 一

日本語話者の息の流れ

アテ-

〉亡く→ι ー
z 

d)側音，母音，半母音の前で(日本語と英語は同じ)

例 congress

)e=-<二

γ己〈ご→ y己〈ご→

1J~ hanger 

F{→ y-~→ 
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[n] # Vowel 

アニモ〉=一 一一Je.三三二一「、一一一
→→→/ ー一一

d n a 1 

例叩 #icernan 

d a a i s 

5. まと め

日本人の英語の鼻音の発音における母国語からの干渉を解決するには、次の

3点の認識と、音連結にあたっての息の流出のしかたの習熟訓練が必要であ

る。

1)日本語には継続鼻音と非継続鼻音があるが、英語には非継続鼻

音しかない。日本語では母音、半母音、摩擦音の前で継続鼻音

を使うので、英語を発音するときもそうしてしまう傾向がある。

2)英語の破裂音には息を解放する発音のしかたと解放しない発音

のしかたがある。後続音が摩擦音、閉鎖音、非継続鼻音、そし

て語尾の場合、破裂音は口腔内に閉鎖を作るだけで息を破裂的

に解放しない。 日本語には息を解放する破裂音しかないので、

英語でも後続音の種類にかかわらず息を破裂的に解放させる傾

向がある。

3)破裂音+非継続鼻音、非継続鼻音+摩擦音、語尾に あらわれる

非継続鼻音+破裂音、非継続鼻音+破裂音+摩擦音、非継続鼻

音#母音 (半母音)の音連結における息の流出のしかたは、日

本語にはないものである。

i主)

1)中岡典子(1992)，p58-80参照

2) この鼻音の存在を、音響上の音声記録を用いて最初に実証したのは兼弘正雄である。

彼はカイ モグラフを用いて実証した。

F
内

d
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3)これについては英語話者で日本語を学習している人の媛音「ん」の発音 をスペク

トログラムで分析し確認している。村木正武・中岡典子 (1990) “援音と促音"参照。

4)服部四郎 (1956)参照、大塚高信監修 (1982).p748~749参照

5)前後の母音を a， i， u， e， 0 と変化させて継続鼻音の在り方の変化をスベク

トログラムで実証した。 また後ろが半母音の場合、摩擦音の場合についても調べて

ある。 村木正武・中岡典子 (1990)参照

6) 向上 p143~146. p.1 56~ 157 

7 ) 向上 p. 1 53~ 1 56

8) 日本語でも IN Iの異音として語末では [D]の発音をする方言がある。しかし、

それはあくまで [g]をともなわない場合の発音でしかない。
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太田朗 (1959) r米語音素論1， 研究社

大塚高信 (1966) r米会話発音教本1， 南雲堂

大塚高信・中島文雄監修(1982) r新英語学辞典1， 研究社

兼弘正雄 (1936) r日英両国話発音差異の笑験的研究上 研究社

清水克正 (1983) r音声の調音と知覚1， 篠崎書林

域生f百太郎 (1977) “4章現代日本語の音韻" 橋本万太郎編 『日本語の音韻1.

岩波書庖

杉藤美代子 (1989) “音節か拍か 一長音・援音・促音ーペ杉藤美代子編 『講座日

本語と日本語教育第2巻日本語の音声・音韻(上)1，

明治書院

中岡典子 (1992) “破裂音の発音に関する日・英語の比較研究:息の流出の

仕方の違い".r東京立正女子短期大学紀要j第20号，

服部四~II ・山本謙吾・藤村錆(1956) “母音の鼻音化と鼻音.. r小林理学研究所報告j

6巻 4号

村木正武・中岡典子 (1990) “援音と促音¥杉藤美代子編 『講座日本語と日

本語教育第3巻日本語の音声 ・音韻(下)J.明治書院

三浦種敏監修(1979) r新版聴覚と音声J.電子通信学会

-4 6-



五

141 

あ
・
い
・
だ

の

詩

学

サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ベ
ケ
ッ

ト
の
『
名
づ
け
え
ぬ
も
の
』

山
田

田
津
子

動
詞
は
主
語
を
救
え
る
か
?

『
名
づ
け
え
ぬ
も
の
』
は
、
語
り
手
が
お
れ
の
物
語
の
生
成
を
賭
し
て
独
白
し
つ
，
つ
け
る
小
説
で
あ
る
。
こ
の
賭
け
は
す
こ
ぶ
る
簡
単

に
見
え
る
。
だ
が
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
通
常
、

わ
れ
わ
れ
が
自
明
で
あ
る
と
し
て
す
ま
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は

少
し
も
自
明
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
語
り
手
は
、
「
お
れ
」
が
だ
れ
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
語
っ
て
い
る
の

が
だ
れ
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ど
う
や

っ
て
お
れ
の
物
語
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
か
っ
、
果
た
し
て
こ
の
賭

け
金
に
払
戻
し
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
つ

お
れ
が
生
成
す
る
一
瞬
を
志
向
し
て
移
し
い
言
葉
が
吐
か
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
の
小
説
は
、
言
葉
の
旅
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
か
つ

て
ニ
|
チ
ェ
は
、
「
意
識
に
問
わ
ず
し
て
肉
体
に
問
え
」
と
言
っ

た
が
、
た
と
え
肉
体
に
問
う
た
と
し
て
も
何
も
答
え
て
く
れ
は
し
な
い
。

「
言
葉
に
問
わ
ず
し
て
沈
黙
に
問
え
」
と
言

っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。
「
沈
黙
雷
の
ご
と
し
」
と
は
い
え
、
そ
の
ざ
わ
め
き
ゃ
轟
き
は
決
し
て



発
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
言
葉
は
い
ず
れ
も
沈
黙
と
無
に
く
っ
つ

い
た
無
用
な
じ
み
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
、
し
か
し
、

「
わ
れ
わ
れ
に
は
言
葉
し
か
な

い
」

と
ベ
ケ
y

ト
は
言
う
。
こ
の
冷
徹
な
認
識
は
、
言
葉
を
対
象
化
し
て
眺
め
た
も
の
で
も
、

術
敵
し
た
も
の
で
も
な
い
。

言
葉
の
地
平
を
生

き
て
生
き
抜
い
た
末
に
聞
か
れ
て
く
る
荒
野
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
無
用
な
」
に
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
反

転
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
不
要
で
あ
る
、
ま
さ
し
く
そ
の

こ
と
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
、
と
い
っ
た
ど
ん
で
ん
が
え
し
な

ど
ど
こ
に
も
仕
掛
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ど
こ
か
ら
も
デ
ウ
ス

・
エ
キ
ス

・
マ
キ
ナ
(
機
械
じ
か
け
の
神
)
は
降
り
て
こ
な
レ
。
し
た
が

っ

て
、
こ
の
言
葉
の
旅
は
、
き
わ
め
て
困
難
な
、
レ
う
な
ら
ば
、
隠
れ
家
も
な
け
れ
ば
岩
陰
と
て
な
い
場
所
に
留
ま
り
つ
つ
紡
僅
し
つ
，
つ
け

る
こ
と
で
し
か
な
い
。
だ
が
こ
れ
を
な
し
う
る
の
は
、
た
だ
凄
ま
じ
い
明
視
力
の
み
で
あ
る
。
ご
ま
か
し
の
予
定
調
和
を
案
出
し
て
脱
出

を
は
か
ろ
う
と
す
る
精
神
に
は
決
し
て
な
し
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
ど
こ
に
つ
い
ま
だ
れ
が
ワ
い
ま
い
つ
?
聞
い

っ
こ
な
し
。
お
れ
、
お
れ
と
言

っ
て
お
け
。
わ
か
り
っ
こ
な
し
。
こ
う
い

う
の
は
、
聞
い
、
と
か
、
仮
説
、

そ
う
称
し
て
お
け
。
続
け
て
い
く
ん
だ
、
ど
ん
ど
ん
続
け
る
ん
だ
、
そ
う
い
う
の
は
ど
ん
ど
ん
と
称

し
て
お
け
、
そ
う
い
う
の
は
続
け
る
と
称
し
て
お
け
。
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
ら
ん
あ
る
日
、
お

っ
出
て
き
た
ぞ
、
あ
る
日
、
内

で
た
だ
じ

っ
と
し
て
い
た
、
内

っ
て
ど
こ
だ
、
外
へ
出
て
い
く
か
わ
り
に
、
昔
の
よ
う
に
、
外
へ
出
か
け
て
い
っ
て
、
昼
と
夜
を
で
きわ

る
だ
け
遠
く
で
過
ご
す
か
わ
り
に
、
遠
く
な
か
っ
た
。
た
ぶ
ん

こ
ん
な
具
合
に
始
ま

っ
た
ん
だ
ろ
う。

お
ま
え
は
単
に
、
そ
れ
と
も
理

け由
も
な
く
、
休
ん
で
い
る
ん
だ
ぐ
ら
い
に
思

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
、
時
期
が
く
れ
ば
動
け
ば
い
い
や

っ
て
、
そ
し
て
お
ま
え
は
す
ぐ
に
わ

か
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
お
ま
え
自
身
が
萎
え
果
て

二
度
と
な
ん
に
も
で
き
な
い

っ
て
。
そ
れ
が
ど
う
や

っ
て
起

っ
た
か
な
ん
て
か
ま
う
も
ん

五

三

(

川

)



(
問
)

か
。
そ
れ
、
そ
れ
と
言
っ
て
お
け
、
何
だ
か
わ
か
ら
ん
け
ど
。
こ
と
に
よ
る
と
お
れ
は
と
う
と
う
あ
っ
さ
り
例
の
事
に
屈
し
ち
ま
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
な
。
だ
け
ど
お
れ
は
な
ん
に
も
し
な
か
っ

た
ぜ
。
お
れ
は
し
ゃ
べ
っ
て
レ
る
よ
う
だ
、
そ
れ
は
お
れ
じ

ゃ
な
い
、
お

れ
の
こ
と
を
、
そ
れ
は
お
れ
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
o
a
-
-

お
れ
の
状
況
で
、
ど
う
や

っ
て
進
ん
で
レ
く
の
か
っ
た
だ
ず
ば
り
ア
ポ
リ
ア

で
い
く
か
?
口
を
突
い
て
出
る
や
い
な
や
、
あ
る
い
は
早
か
れ
遅
か
れ
、
無
効
化
さ
れ
る
よ
う
な
肯
定
と
否
定
で
い
く
か

?

一

般

的
に
言
っ
て
。
ほ
か
の
方
便
だ

っ
て
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
望
み
は
全
く
絶
た
れ
て
し
ま
う
。
だ
が
望
み
は
全
く
絶

た
れ
て
い
る
ん
だ
。
少
し
で
も
先
に
い
く
、
少
し
で
も
先
を
続
け
る
ま
え
に
述
べ
た
て
て
お
か
な
く
ち
ゃ
、
お
れ
は
ア
ポ
リ
ア
と
言
っ

て
い
る
が
何
の
こ
と
や
ら
わ
か
ら
な
い
。
判
断
を
差
し
控
え
る
な
ん
て
無
知
以
外
に
あ
り
う
る
ん
だ
ろ
う
か
?
わ
か
ら
な
い
。
う
ん

や
う
う
ん
に
関
し
て
は
ち
が
う
ん
だ
、
そ
い
つ
ら
は
お
れ
が
や

っ
て
く
う
ち
に
お
れ
の
と
こ
ろ
に
戻

っ
て
く
る
だ
ろ
う
、
そ
し
た
ら
ど

う
や

っ
て
、
鳥
の
よ
う
に
、
そ
い
つ
ら
み
ん
な
に
例
外
な
く
ウ

ン
コ
を
ひ

っ
か
け
て
や
る
か
。
事
実
は
ど
う
や
ら
、
お
れ
の
状
況
で
事

実
に
つ
い
て
し
ゃ
べ
れ
れ
ば
だ
が
ね
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
こ
と
を
し
ゃ
べ
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
・

・
そ
れ
で
も
お
れ
は
し

ゃ
べ
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
。
決
し
て
黙
ら
な
い
ぞ
。
決
し
て

。

(

傍

点

筆

者

三
頁
)

五
回

六
千
行
に
も
と
ど
く
と

J

ば
か
り
に
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
く
語
り
は
右
の
よ
う
に
始
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
冒
頭
部
分
が
重
要
な
の
は
、

ベ
ケ
ッ
ト
の
目
論
見
と
も
覚
悟
と
も
い
え
る
も
の
が
こ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一
体
ど
の
よ
う
な
?

こ
の
語
り
手
の
目
的
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
お
れ
の
物
語
を
し
ゃ
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
れ
は
お
れ
で
あ
る
、
と

言
い
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
語
り
手
は
お
れ
の
な
か
で
黙
し
た
ま
ま
憲
め
い
て
い
る
も
の
を
黙
ら
せ
、
つ
い
に
語
り
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
黙
る
こ
と
が
で
き
る
。
語
り
手
が
沈
黙
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

一
重
に
お
れ
の
生
成
に
か
か

っ
て
い
る
、
と
言



っ
て
よ

い
。
と
こ
ろ
が
問
題
な
の
は
、
そ
の
方
法
で
あ
る
。
「
お
れ
は
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
よ
う
だ
」
が
、
「
そ
れ
は
お
れ
じ

ゃ
な

い
」。
と

す
れ
ば
、
ま
ず
語

っ
て
レ
る
の
が
誰
で
あ
る
か
を
囲
レ
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
語
り
手
に
ど
の
よ
う
な
闘
い
こ
み
の
方

法
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
つ
自
己
同

一
の
達
成
に
至
る
ど
の
よ
う
な
方
法
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か

?

た

と
え
ば
、
場
所
か
ら
詰
め
て
い
こ
う
と
し
て
も
、
内
が
と
こ
な
の
か
わ
か
ら
な

い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
外
が
ど
こ
な
の
か
わ
か
る
わ

け
が
な

い¥
ア
ポ
リ
ア
と
言

っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
ケ
リ
の

つ
く
問
題
で

は
あ
る
ま
い
。
語
り
手
は
、
さ
し
あ
た

っ
て
の
手
が
か
り
と
し
て
、

「
お
れ
」
と
い
う
任
意
の

一
点
を
取
る
。
し
か
し
未
だ
恋
意
的
な

一
点
を
、
も
し
も
お
れ
の
物
語
で
充
満
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
語

り
手
は
は
じ
め
て
、
お
れ
は
お
れ
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
つ
い
に
黙
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が

わ
れ
わ
れ
は
通
常
、

右
の
語
り
手
と
は
違
っ
て
、
主
語
が
自
明
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
て
レ
る
。
そ
の
場
合
で
さ
え
自
分
の
顔
を
直

接
に
は
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
鏡
に
映
し
て
見
る
ほ
か
な
い
よ
う
に
、
主
語
は
自
体
的
に
在
る
の
で
は
な
く
、
媒
介
さ
れ
て
到
来
す
る
。

語
り
手
は
、
他
に
良
い
方
法
が
見
つ
か
ら
な

い
ま
ま
、
こ

の
や
っ
て
く
る
主
語
の
媒
介
装
置
と
し
て
、
肯
定
と
否
定
、

言
い
替
え
る
な
ら
、

肯
定
に
至
る
否
定
の
検
証
に
乗
り
だ
し
て
行
く
。
と
い
う
か
そ
の

つ
も
り
に
な
る
。
ま
ず
、
「
お
れ
が
何
で
な
い
か
」、
を
言
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
そ
の
後
に

「何
で
あ
る
か
」
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
例
外
な
く
ウ
ン
コ
を
ひ

っ
か
け
て

や
る
か
」
と
言
う
よ
う
に
、
早
晩
そ
れ
ら
に
対
し
て
無
効
を
宣
言
す
る
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
さ
ら
に
は
、

判
断
停
止
な
ど
「
無
知
以
外

に
あ
り
う
る
」
の
か
?
と
徹
底
し
て
根
源
的
な
聞
い
を
発
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
に
こ
そ
、
ベ
ケ
ッ
ト
の
目
論
見
、
な
い
し
は
覚
悟

と
い

っ
た
も
の
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
右
に
引
用
し
た
冒
頭
部
分
が
わ
れ
わ
れ
に
、
あ
の
ヴ
ェ

l
卜

l
ヴ
ェ
ン
第
五
交
響

曲
の
導
入
部
分
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
衝
撃
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
目
論
見
は
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来

二
千
五
百
年
余
り
、
西
欧
の
な
か
に
脈
々
と
生
き
つ
づ
け
、
と
り
わ
け
、
近
代
を
堅
固
に
仕
立
て
上
げ
て
き
た
当
の
も
の
を
瓦
解
さ
せ
ず

(
別
)

五
五



五
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に
お
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
私
は
、
ベ
ケ
グ
ト
の
言
葉
の
旅
へ
と
分
け
入
る
ま
え
に
、
少
し
ば
か
り
迂
路
を
取

っ
て
、
肯
定
と
否
定
、
言
い
替
え
る
な
ら
、

「
i
で
あ
る
」
、

「
1
で
な
い
」
が
、
少
な
く
と
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
場
所
を
検
証
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

動
詞
が

主
語
を
決
定
す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
場
所
を
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
し
く
こ
の
空
間

(
H
時
間
)
こ
そ
が
、
西
欧
近
代
を
梼
与え

て
き
た

の
み
な
ら
ず
、
モ

ダ

ニ
ス
ム
構
想
力
の
根
幹
を
支
え
て
き
た
当
の
場
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
ベ
ケ
ッ
ト
が

「
無
効
化
」
せ
ず
に
は
お
か
な
い
、
と
言
う

の
だ
か
ら
。

周
知
の
と
お
り
、
語
り
手
に
死
を
刻
印
し
た

の
は
マ

ラ
ル
メ
で
あ
る
。

純
粋
著
作
は
、
詩
人
の
語
り
手
と
し
て
の
消
滅
を
必
然
の
結
果
と
し
て
賓
ら
す
。
詩
人
は
主
導
権
を
語
群
に
、
相
互
の
不
等
性
の
衝

突
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
る
語
群
と
い

う
も
の
に
譲
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
語
群
は
、
あ
た
か
も
宝
石
を
連
ね
た
あ
の
玉
飾
り
の
上
に
お

け
る
灯
影
の
虚
像
の

一
条
の
連
鎖
の
よ
う
に
、
相
互
間
の
反
射
反
映
に
よ

っ
て
点
火
さ
れ
る
。
古
来
の
持
情
詩
の
息
づ
か
い
に
お
け
る

は
っ
き
り
と
認
知
さ
れ
得
る
呼
吸
作
用
に
取

っ
て
代
り
な
が
ら
、
或
い
は
又
、
文
章
を
熱
烈
且
つ
個
人
的
に
み
ち
び
こ
う
と
す
る
行
為

に
取

っ
て
代
り
な
が
ら
。

(松
室
三
郎
訳
「
詩
の
危
機
」

傍
点
筆
者
)

た
と
え
ば
「
力
強
い
感
情
の
自
発
的
流
露
」
(
ワ

l
ズ
ワ

l
ス
)
で
あ
る
よ
う
な
行
情
詩
は
、
時
と
し
て
詩
人
の
き
わ
め
て
恋
意
的
な

思
い
込
み
で
あ

っ
た
り
、
ま
た
そ
の
た
れ
流
し
で
あ
っ
た
り
す
る
。
マ
ラ
ル
メ
は
こ
れ
を
「
危
機
」
と
し
て
受
け
止
め
、
且
つ
、
超
克
し

よ
う
と
し
て
語
り
手
の
死
を
宣
告
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
事
物
の
現
実
に
対
し
て
、
交
換
的
に
し
か
関
係
を
持

っ
て
い
、
な
い
」
よ



う
な
語
り
の
な
か
に
、
い
わ
ゆ
る
「
純
粋
詩
」
が
立
ち
上
る
の
を
見
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
事
物
に
対
し
て
一
つ
の
灰
め
か

し
を

す
る
こ
と
、
な
い
し
は
、
或
る
何
ら
か
の
観
念
が
そ
れ
を
全
体
の
中
に
そ
の
一
部
と
し
て
組
み
入
れ
る
で
あ
ろ
う
事
物
の
特
質
を
分
離
抽

出
す
る
」

(傍
点
筆
者
)
語
り
の
な
か
に
。

し
か
し
こ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

レ
の
は
、

マ
ラ
ル
メ
に
あ

っ
て
は
死
が
単
な
る
犬
死
で
は
な
レ
と
レ
う
こ

と
で
あ
る
。
語
り
手
の
死
は
、

言
葉
が
事
物
や
世
界
に
「
交
換
的
に」

関
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
完
遂
さ
れ
る
。
「
交
換
的
に
」
と
は
、
事

物
や
世
界
が
、
も
は
や
そ
れ
ら
の
い
か
な
る
痕
跡
も
見
出
せ
な
い
よ
う
な
言
葉
、
た
と
え
ば
、
紙
幣
や
振
動
数
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
湧
出
す
る
観
念
が
前
者
を
包
含
す
る
。
否
定
さ
れ
た
直
接
性
は
、
灰
め
か
し

(H
迂
路
)

の

な
か
で
、
再
び
回
収
さ
れ
る
。
「

1
で
な
い
」
に
お
い
て
、
「
ー
で
あ
る
」
が
産
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

マ
ラ
ル
メ
に
よ

っ
て
詩

が
生
成
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
場
所
で
は
、
死
と
し
て
の
否
定
性
が
も

っ
と
も
有
効
な
仕
事
を
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ぷ
な
る
ま
い
。

「
死
者
、
そ
れ
で
あ
り
た
ま
え
」
。
こ
う
呼
び
か
け
る
マ
ラ
ル
メ
が
テ
キ
ス

「
を
墓
に
み
た
て
た
と
し
て
も
少

し
し
不
思
議
は
な
い
。

同
じ
よ
う
に
、
記
号
を
あ
る
い
は
記
号
作
用
と
し
て
の
表
象
を
ピ
ラ

ミ
y

卜
に
人
た
て
、
そ
こ
に
「
再
生
産
的
構
想
力
」
を
読
ん
だ
の
は
、

近
代
的
知
の
完
成
者
、

へ
l
ゲ
ル
で
あ
る
。
「
記
号
は
見
知
ら
ぬ
人
の
魂
を
移
し
入
れ
て
保
存
し
て
い
る
よ
う
な
ピ
ラ
ミ
ッ

ト
で
あ
る
」

(
『
エ
ン
チ
ュ
ク
ロ

ベ
デ

ィ
』
四
五
八
節
)

と
、
彼
は
言
う
。
石
で
造
ら
れ
た
あ
の
巨
大
な
四
角
錐
は
、
今
な
お
、
乾

レ
た
砂
漠
の
空
に

永
遠
を
歌
い
上
げ
て
レ
る
か
に
見
え
る
。
石
灰
石
の
斜
面
か
ら
地
中
深
し
夜
間

へ
と
下
り
て
い
る
坑
道
、
あ
る
い
は
途
中
か
ら
迷
路
の
よ

う
に
上
っ
て
い
る
回
廊
、
そ
の
先
の
陪
レ
花
山
岡
岩
の
石
室
に
安
置
さ
れ
て
い
る
王
や
女
王
の
倍

l
i
か
れ
ら
は
「
現
に
あ
り
な
が
ら
消
え
」

去
っ
て
い
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
か
れ
ら
の
永
遠
の
生
を
表
象
し
て
い
る
が
、
ま
さ
し
く
か
れ
ら
の
死
に
お
レ
て
他
な
ら
な
い
。
「
自
己
自

身
の
外
面
性
」

(
H
石
)
、
す
な
わ
ち
、
自
分
で
は
な
い
、
他
な
る
も
の
、
の
な
か
で
自
分
で
あ
る
こ
と
を
成
就
す
る
。

こ
の
外
化

(
H
内

(
出
)

五
七



五

八

(

防

)

化
)
に
よ
り
、
「
ー
で
な
い
」
に
お

い
て
「
ー
で
あ
る
」
が
産
出
さ
れ
る
。
現
し
身
で
は
な
い
こ
と
に
お

い
て
過
去
が
現
に
あ
る
よ
う
な

時
聞
を
も
刻
印
す
る

に
至
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
の
表
象

(「
3
5
2
2色
。
ロ
)
が
、
再
現
前

(
お
也
2
2己
主
。
ロ
)
を
遂
行
す
る
の
に
、
死
と
し

て
の
否
定
性
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
否
定
性
が
有
効
に
働
く
記
号
作
用
が
、
「
お
れ
は
お
れ
で
あ
る
」
と
い
う
自
己
同

一
性
を
成
就
す
る
に
い
た
る
行
程
を
、

へ
l
ゲ
ル
は
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

実
体
は
、
自
己
自
身
を
措
定
す
る
運
動
、
自
己
が
他
者
と
な
る
こ
と
を
自
己
自
身
と
媒
介
す
る
は
た
ら
き
で
あ
る
限
り
で
の
み
、
実

際
に
現
実
で
あ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
実
体
は
主
観
(
体
)
と
し
て
は
純
粋
で
単
純
な
否
定
性
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
単
純

な
も
の
を
二
つ
に
引
き
は
な
す
、
つ
ま
り
対
立
さ
せ
て
二
重
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
二
重
作
用
が
二
つ
の
も
の
の
無
関
心
な
ち
が
い
と

対
立
を
更
に
否
定
す
る
。
真
理
と
は
、
こ
の
よ
う
に
自
己
を
回
復
す
る
相
等
性
も
し
く
は
他
在
に
お
い
て
自
己
自
身
へ
と
復
帰
(
反
照
)

す
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ

っ
て
、
本
源
的
な
統

一
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
直
接
的
な
統

一
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
真
理
と
は
、

自
己
自
身
が
生
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
終
わ
り
を
自
ら
の
目
的
と
し
て
前
提
し
、
始
ま
り
と
し
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
終
わ
り
に

達

し

た

と

き

に

初

め

て

現

実

で

あ

る

よ

う

な

、

円

環

で

あ

る

。

(

『

精

神
現
象
学
』
序
論
僅
山
欽
四
郎
訳
)

も
っ
と
も
単
純
化
し
て
言
う
な
ら
、
同

一
性
と
は
、
非
同
一
性
の
同

一
性
で
あ
る
。
最
初
か
ら
あ
る
の
で
は
な
く
、
お
れ
は
、
お
れ
に

対
し
て
レ
る
「
お
れ
で
は
な
い
」、
す
な
わ
ち
「
他
な
る
も
の
」
、
で
は
な
い
も
の
と
し
て
現
成
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
『
精
神
現
象
学
』
の

ほ
と
ん
ど
下
図
と
し
て
『
初
期
神
学
論
集
』
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
二
重
の
否
定
性
が
自
/
他
の
あ
い
だ
を
「
媒
介
す
る



神の代理人

(神ではない)

人の子

イエス(記号)

他

能記

は
た
ら
き
」
は
、
イ

エ
ス
の
化
身

(
5
2
3白
2
0
ロ)
の
写
し
絵
で
あ

る
(
上
図
参
照
)
。
死
を
賭
し
て
闘
う
運
動
は
、
円
環
を
閉
じ
る
こ

と
が
で
き
、
あ
い
だ
は
回
収
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ん
と
役
立
つ
否

定
性
で
あ
る
こ
と
か
。

記
号
と
い
う
も
の
が
移
行
の
場
で
あ
り
、
十
全
な
現
前
の

二
つ

の
契
機
の
聞
に
渡
さ
れ
た
タ
ラ

ッ
プ

で
あ
る
以
上
、
記
号
は
一
つ

の
現
前
か
ら
他
の
現
前

へ
の
臨
時
的
な
〔

官
2
3
2
5
H
見
る
た

め
の
〕
回
付
と
し
て
し
か
機
能
し
な
い
。
タ

ラ
ッ
プ
は
再
び
揚
げ

ら
れ
〔

Z
Z
Z巾
(止
揚
さ
れ
)
〕
う
る
。
記
号
の
過
程
〔
胃

2
2

(審
級
)
〕
は
一
つ
の
歴
史
を
も
っ
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
記
号
作

用

〔的ぷ
3
5
2
t
oロ
〕
は
把
握
さ
れ
た
歴
史
で
さ
え
あ
る
。

す
な

わ
ち
根
源
的
現
前
と
、
最
終
的
現
前
に
お
け
る
、
恨
源
的
現
前
の

円
環
的
再
我
有
化
と
の
聞
の
歴
史
。

絶
対
知
の

〈
自
己

へ
の
現
前
〉
、

ロ
ゴ

ス
に
お
け
る
、
絶
対
的
概
念
お
け
る

〈
自
己
の
も
と
に
あ
る
〉
の
意
識
は
、
迂
回
の
時
間
と
記
号
の
時
間
の
間
し
か
自
分
自
身
か

ら
分
離
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う。

そ
の
と
き
に
は
、
記
号
の
時
聞
は
回
付
の
時
間
で
あ
る
。
記
号
は

〈
自
己
へ

の
現
前
〉

を
記
号
し
、
現
前
を
現
前
自
身

へ
と
回
付
し
、
み
ず
か
ら
の
臨
時
性

〔
ugig-。ロ
(見
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
貯
え
)
〕
の

|記号作用 |

~一一~、

'-一一___./

世界

-
L
 

4

三一"

神

自

所

+字架上の死

(現し身ではない)

五
九

134 



六

O

(m)

円
環
性
を
組
織
つ
け
る
。
久
し
い
以
前
か
ら
、
失
わ
れ
た
現
前
の
運
動
は
す
で
に
み
ず
か
ら
の
再
我
有
化
の
過
程
を
か
か
わ
り
合
い
に

さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

。

(

ジ

ャ
ッ
ク

・
デ
リ
、
タ
「
竪
坑
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
」
高
橋
允
昭
訳
)

記
号
の
旅
は
、
デ
リ
ダ
が
い
う
よ
う
に
、
迂
路
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
故
郷
に
帰
還
す
る
限
り
で
の
迂
路
で
あ
る
。
い
う
な

ら
ば
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
記
号
の

〈
1
で
な
い
〉
は
、
最
終
的
に

〈
ー
で
あ
る
〉
に
回
収
さ
れ
る
。
終
わ
り
と
い
う
自
的
、
す
な
わ

ち
「
最
終
的
現
前
」
は
、
始
ま
り
、
す
な
わ
ち
「
根
源
的
現
前
」
と
な

っ
て
見
事
に
円
環
を
閉
じ
る
。
そ
の
「
聞
の
歴
史
」
(
傍
点
筆
者
)
、

す
な
わ
ち
、
動
詞
の
物
語
が
、
主
語
を
現
成
さ
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
閉
じ
ら
れ
た
円
環
の
な
か
に
世
界
は
在
る
。
マ
ラ

ル
メ
が
、
「
こ
の

世
界
に
お
い
て
、
す
べ
て
は
一

巻
の
書
物
に
帰
着
す
る
た
め
に
存
在
す
る
」
と
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
た
所
以
が
こ

こ
に
あ
る
。

媒
介
さ
れ
た
知
の
戦
略
と
し
て
の
記
号
の
旅
は
、

ニ
l
チ
ェ
の
い
う
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
俗
流
プ
ラ

ト
ン
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、

ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
形
而
上
学
の
全
領
野
を
覆

っ
て
き
た
、
と
い
え
る
。
そ
れ
も
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

以
来
と
い
う
よ
り
は
、
あ

の
ホ
メ

l

ロ
ス

以
来
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
オ
デ
ュ
セ
ウ
ス
の
旅
路
は
、
た
と
え
十
数
年
に
わ
た
る
妨
害
(
H
否
定
)
に
出
会
っ
た
に

し
ろ
、
故
郷
イ
タ
ケ
l
に
帰
還
し
、
妻
、
ベ
ネ
ロ
ベ

イ
ア
の
求
婚
者
た
ち
を
倒
し
て
再
び
同

一
性
を
掌
中
に
す
る
限
り
で
の
迂
路
迂
路
で

あ
っ
た
。

だ
が
果
た
し
て
記
号
は
円
環
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
つ
右
に
述
べ
た
歴
史
は
、
単
に
線
的
な
時
間
で
起
っ
て
き
た

こ
と
で

は
な
い
。

記
号
自
身
の
、
所
記
/
能
記
の
あ
い
だ
の
歴
史
な
の
で
あ
る
。
男
た
ち
が
案
出
し
、
実
に
、
二
千
数
百
年
を
超
え
る
年

月
を
か
け
て
彫
琢
し
て
き
た
構
想
力
内
部
の
歴
史
な
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
こ
の
構
想
力
は
、

反
転
の
論
理
や
変
革
の
思
想
と
な
っ
て
、

今
日
に
至
る
ま
で
社
会
や
制
度
や
交
通
の
枠
組
を
塗
り
替
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
芸
術
を
産
み
出
し
て
き
た
。
人
工
頭
脳
や
ヴ
ァ

l
チ



ユ
ア
ル

・
リ
ア
リ
テ
ィ
で
さ
え
、
そ
の
申
し
子
で
あ
る
、
と
言

っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
今
、
こ
の
よ
う
な
近
代
的
知
の
構
想

力
に
、
た
だ
「
生
産
的
」
と
い
う
形
容
詞
を
王
冠
と
し
て
か
ぶ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ほ
ん
と
う
に
世
界
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
?

へ
ケ
ッ
ト
文
学
が
分
け
入
ろ
う
と
し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
、
知
の
領
野
で
あ
っ
た
、
と
い

っ
て
よ
い
。
右
に
述
べ
て
き
た
構
想
力

は
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
人
の
子
に
名
づ
け
る
こ
と
の
特
権
を
保
証
し
、
隠
喰
の
構
築
を
支
え
て
き
た
揺
る
ぎ
な
き
底
石
で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
底
石
だ
け
は
疑
わ
れ
る
こ
と
か
ら
免
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
疑
う
精
神
だ
け
は
疑
い
え
な
い
も

の
と
し
て
。

2 

あ
い
だ
の
奪
取

ベ
ケ
ッ
ト

は
、
奇
妙
な
言
い
方
だ
が
、
あ
い
だ
の
作
家
で
あ
り
、
劇
作
家
で
あ
る
。
『
ゴ
卜

ー
を
待
ち
な
が
ら
』
は
、
二
人
の
浮
浪
者

が
ゴ
ト
l

の
や
っ
て
来
る
の
を
今
日
か
明
日
か
と
「
待
つ
」
あ
い
だ
の
芝
居
で
あ
っ
た
。
「
待
つ
」
と
は
、
坂
部
恵
に
よ
れ
ば
、
「間

・
つ」

で
あ
る
。
三
部
作
と
称
さ
れ
て
い
る
最
初
の
作
品
、
『
モ
ロ
イ
』
は
、
モ
ロ
イ
と
モ

l
ラ
ン
、
追
う
者
と
追
わ
れ
る
者
の
あ
い
だ
の
小
説

で
あ
る
。
『
マ
ロ
ウ
ン
は
死
ぬ
』
は
、
死
に
至
る
あ
い
だ
の
物
語
で
あ
る
。
最
後
の
作
品
、
『
名
づ
け
え
ぬ
も
の
』
も
、
む
ろ
ん
、
そ
の
例

外
で
は
な
い
。

動
詞
が
主
語
を
決
定
す
る
記
号
作
用
の
ト
ポ
ス
は
、
自
己
が
自
己
と
し
て
生
成
す
る
磁
場
で
も
あ
る
。

自
己
は
そ
の
ま
ま
で
は
自
己
と

は
成
り
え
な

い
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
自
己
が
生
成
す
る
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
他
者
を
必
要
と

六

一

(
印
)



六

二

(

印

)

す
る
。
他
者
が
他
者
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
て
初
め
て
自
己
は
自
己
と
成
り
う
る
。
『
名
つ
け
え
ぬ
も
の
』
は
、
い
う
な
ら
ば
、
他
者
と

(H
と
し
て
)
の
あ
い
だ
の
物
語
で
あ
る
。
だ
が
、
果
た
し
て
こ
の
他
者
と
し
て
の
あ
い
だ
は
、
自
己
に
と
っ
て
の
否
定
的
契
機
と
な
る

こ
と
が
で
き
、
自
己
は
自
己
の
固
有
性
を
獲
得
し
て
自
己
へ
と
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
そ
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な

磁
力
作
用
が
働
く
と
い
う
の
だ
ろ
う
?

ベ
ケ
ッ
ト
は
こ
こ
に
、
し
ゃ
べ
る
「
巨
大
な
ボ
l
ル
」
と
化
し
た
お
れ
を
登
場
さ
せ
る
。

こ
こ
は
広
大
無
辺
の
場
所
か
も
し
れ
な
い
し
、
「
直
径
十
二
フ
ィ
ー
ト
ぐ
ら
い
」
の
と
こ
ろ
、
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
頭
蓋
の
な
か
か
も
し

れ
な
い
。
内
壁
、
い
や
、
地
べ
た
と
思
い
こ
ん
で
い
る
の
は
、
な
に
か
の
液
体
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
お
れ
は
自
由
に
な
り
た
が

っ

て
い
る
。
し
ゃ
べ
る
の
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
、
溜
る
「
命
の
誕
」
を
た
ら
す
自
由
。
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
も
、
お
れ
は
お
れ
で
あ
る
こ
と

で
充
満
し
て
い
る
よ
う
な
沈
黙
の
自
由
。
だ
が
そ
の
ま
え
に
「
例
の
学
課
」
を
や
り
お
お
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
れ
が
ど
ん
な
ぐ
あ

い
だ

っ
た
か
、
お
れ
が
だ
れ
な
の
か
、
つ
ま
り
、
お
れ
の
物
語
を
し

ゃ
べ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
お
れ
が
こ
の
「
学
課
」
を
こ
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
あ
の
先
生
と
か
い
う
お
方
が
お
れ
に
下
し
た
「
刑
罰
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
な
ん
で
だ
か
わ
か
ら
な
い
。

で
も
ど
う
や

っ
て
や
れ
ば
よ
い
の
か
っ
こ
れ
ま
で
も
お
れ
に
は
大
勢
の
頼
れ
る
仲
間

(
8
5冨
ロ
ヱ

.か
い
た
。
マ
ー
フ
ィ

ー
、
モ
ロ
イ
、

。
だ
が
い
つ
だ

っ
て
嘱
さ
れ
て
き
た
。
今
度
こ
そ
編
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

マ
ロ
ウ
ン

マ
フ

l
ド
。
や
つ
の
先
に
ほ
か
に
も
大
勢
い
た
ぜ
。
自
分
を
お
れ
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
た
や
つ
が
。
マ
フ

l
ド
が
前
任
者
た

ち
よ
り
う
ま
く
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
や
つ
の
肖
像
画
、
片
脚
だ
け
残

っ
て
い
る
立
像
を
仕
上
げ
る
ま
え
に
、
い
い
か
、
お
れ

の
代
理
と
し
て
存
在
す
る
や
つ
は
脚
な
し
の
恵
だ
、
こ
れ
で
決
ま
り
だ
、
頭
に
丸
鉢
の

つ
け
て
尻
を
土
挨
の
な
か
に
、
干
の
乳
房
を



持
つ
大
地
母
神
テ
ル
ス
さ
ま
の
う
え
に
ど

っ
か
り
、
こ
う
言
っ

て
や

っ
た
方
が
や
つ
に
は
柔
ら
か
に
響
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
ま
っ
た

く
い
い
思
い
つ
き
だ
、
他
の
手
足
も
ど
ん
ど
ん
も
い
で
い

っ
て
、
そ
う
す
り
ゃ
い
つ
か
、
十
五
代
も
経
れ
ば
、
お
ま
え
は
き
っ
と
本
物

の
お
ま
え
に
見
え
は
じ
め
る
さ
、
通
行
人
た
ち
の
あ
い
だ
で
ね
、
そ
れ
ま
で
は
マ
フ

l
卜
、
こ
い
つ
は
漫
画
だ
ね
。
や
つ
が
言
い
は
る

よ
う
に
、
や

っ
ぱ
り
お
れ
た
ち
が
同

一
人
物
だ
と
し
た
ら
ど
う
な

ん

だ

っ

も

っ
と
も
お
れ
は
違
う
と
思
う
ね
、
:
・
・
ほ
う
ら
お
れ
た

ち
は
面
と
向
か
い
あ

っ
て
い
る
。
マ
フ
ー
ド
と
お
れ
、
お
れ
の
言
う
よ
う
に
、
お
れ
た
ち
が

二
人
だ
と
し
て
も
だ
。
お
れ
は
や
つ
を
見

た
こ
と
が
な
い
、
お
れ
に
は
や
つ
が
見
え
な
い
、

(
傍
点
筆
者

三
七
頁
)

右
の
条
り
が
示
す
よ
う
に
、
お
れ
は
マ
フ

l
ド
を
「
代
理
」
に
立
て
る
。
「
代
理
」

(〈お
φ
話
一広
広
『
)
と
は
、
こ
の
場
合
、
お
れ
か
ら
出

て
お
れ
の
代
り
を
す
る
、
な
い
し
は
、
お
れ
に
対
す
る
者
の
謂
い

で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
、
自
己
内
他
者
で
あ
る
。
お
れ
は
、
で
き
る
こ

と
な
ら
、
こ
の
他
者
を
他
者
と
し
て
描
き
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
た
と
え
「
漫
画
」
に
な
ろ
う
と
も
、
「
や

つ
の
肖
像
画
」
を
揃
き

き
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
暁
に
は
、
お
れ
は
マ
フ
ー
ド
で
は
な
い
、
と
か
、

マ
フ
ー
ド
で
あ
る
と
か
言
う
こ
と
が
で
き
る
運
び
に
な

る
。
そ
れ
こ
そ
万
々
歳
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
が
お
れ
の
物
語
の
は
じ
ま
り
と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ど
う
で
あ
ろ
う

か
、

マ
フ

l

ト
は
変
幻
自
在
で
、
す
で
に
し
て
定
か
な
ら
ぬ
「
仲

・
間
」
で
あ
る
。
だ
と
し
た
ら
、
他
者
を
他
者
と
し
て
対
象
化
す
る

(
H
ま
え
に
立
て
る
)
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が

っ
て
眺
め
ま
わ
す
こ
と
も
、
ま
し
て
や
、
語
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
わ
け
が
な
い
。
お

れ
に
で
き
る
こ
と
は
、
た
だ
こ

の

「
仲

・
間
」
へ

と
関
わ
り

つ
つ
、
し

ゃ
べ
り
つ
‘
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
、
マ
フ
ー
ド
に
関

わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
お
れ
の
物
語
を
始
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待
を
こ
め
て
。

し
ャ
ベ
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
、
お
れ
の
す
)
物
語
の
な
か
で
は
、
歩
き
つ
づ
け
る
こ
と
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
、
と
言
っ

て
よ
い
。

六
三
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六

回

(

問

)

お
れ
は
「
老
衰
性
の
壊
痘
」
が
即
で
片
脚
を
失
く
し
て
し
ま
い
、
松
葉
杖
を
つ
き
な
が
ら
、
「
隠
れ
穴
」
を
求
め
て
さ
ま
よ
い
歩
い
て

い
る
。
マ
フ

l
ト
が
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
、
お
れ
を
お
ホ
モ
だ
ち
に
し
て
し
ま
い
そ
う
な
、
そ
ん
な
時
も
あ

っ
た
。
と
に
か
く
歩
き
つ
，つ

け
る
、
と
い

っ
て
も
せ
い
ぜ
レ
で
十
歩
ぐ
ら
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
レ
。
お
れ
が
マ
フ
ー
ド
だ
と
思
い
こ
ん
で
し
γ

た
頃
は
地
球
を
一
周
し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
も
真

っ
直
ぐ
に
進
む
こ
と
な
ど
と
て
も
無
理
。
ど
ん
ど
ん
狭
ま

っ
て
い
く
螺
旋
を
描
い
て
、
最
後
に
は
に

っ
ち
も
さ

っ
ち
も
い
か
な
く
な
る
か
、
逆
に
果
て
し
な
く
広
が

っ
て
い
く
嫁
旋
を
辿

っ
て
終
わ
り
が
な
く
な
る
か
だ
。
片
脚
を
置
い
て
き

た
の
は
、
「
ジ
ャ
ワ
の
海
岸
沖
か
、
腐
肉
の
臭
い
を
放
っ
ラ
フ
レ

シ
ア
が
赤
く
咲
く
ジ
ャ

ン
グ
ル
か
、
イ
ン
ド
洋
か
」
、
な
ん
で
も
そ
の
あ

た
り
だ
、
家
族
に
会
お
う
と
内
陸
に
向
か
う
。
気
が

つ
く
と
だ
だ
ぴ

ろ
レ
中
庭
に
い
た
。
高
い
塀
に
固
ま
れ
、
真
中
に
は
丸
匡
根
の
あ
る

円
形
の
窓
な
し
小
屋
が
あ
り
、
両
親
や
女
房
、
八
、
九
人
の
が
き
が
ひ
し
め
き
あ

っ
て
い
た
。
お
れ
が
外
で
ぐ
る
ぐ
る
回

っ
て
い
た
ら
、

内
で
は
家
族
が
逆
方
向
に
回

っ
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
覗
き
穴
か
ら
代
る
代
る
お
れ
の
見
張
り
番
を
し
、
少
し
ず

つ
近
づ
い
て
く
る
の
を

確
認
す
る
と
、

み
ん
な
で
お
祈
り
を
し
て
眠
る
の
で
あ
る
。

マ
フ

ー
ド
が
言
う
の
に
は
、
お
れ
は
結
局
、
家
族
に
は
会
わ
な
か

っ
た
。
機

詰
の
ポ

ツ
リ
ヌ

ス
菌
に
や
ら
れ
て
み
ん
な
中
毒
死
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
だ
。
漂
い
来
る
腐
臭
に
た
ま
ら
な
く
な

っ
て
お
れ
は
引
き
返
し
た

ら
し
い
。
だ
が
実
際
は
、
片
腕
も
失
く
し
た
(
こ
れ
も
マ
フ

l
ド
の
情
報
だ
が
て
お
れ
は
不
器
用
な
旋
回
を
続
け
て
と
う
と
う
家
族
の

死
骸
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
ら
ば
る
顔
や
腹
に
ぶ
す
ぶ
す
松
葉
杖
を
突
き
刺
し
な
が
ら
、
「
行

っ
た
り
来
た
り
」
し

た
あ
げ
く
、
次
の
旅
に
向
か

っ
た

死
骸
だ
の
軌
道
だ
の
空
だ
の
大
地
だ
の
の
こ
と
は
も
う
い
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
す
べ
て
お
れ
に
は
伺
の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。

や
つ
ら
が
お
れ
に
語

っ
て
い
た
ん
だ
、
お
れ

に
説
明
し
て
い
た
ん
だ
、
お
れ
に
述
べ
た
て
て
い
た
ん
だ
、
こ
う
い

っ
た
こ
と
す
べ
て
が



何
の
こ
と
か
、
何
に
見
え
る
か
、
す
べ
て
が
何
の
た
め
か
何
千
四
も
、
何
千
回
も
関
連
づ
け
て
、
そ
れ
で
と
う
と
う
お
れ
が
ま
る
で
わ

か
っ
た
よ
う
な
ふ
り
を
し
は
じ
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
・

・お
れ
の
し
ゃ
べ
る
こ
と
や
、
お
れ
の
し
ゃ
べ
る
て
だ
て
な
ん
て
、
み

ん
な
や
つ
ら
か
ら
出
て
い
る
の
さ
・
今
お
れ
が
し
ゃ
べ
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
は
お
れ
の
こ
と
だ
、
た
と
え
や
つ
ら
の
言
葉
で
し
な

き
ゃ
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
出
発
点
に
な
る
、
沈
黙
に
向
か

っ
て
気
違
い
沙
汰
を
お
し
ま
い
に
す
る

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に

な
る
、
し
ゃ
べ
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
気
違
い
沙
汰
の
ね
、
お
れ
に
関
係
の
な
い
こ
と
し
か
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
し
か
、
お
れ
が

誰
で
あ
る
か
、
ど
こ
に
い
る
か
を
お
れ
に
言
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
お
し
ま
い

に
で
き
る
唯
ひ
と

つ
の
仕
方
で
お
れ
が
し
な
き
ゃ
な
ら
な

レ
こ
と
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
お
れ
の
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
や
つ
ら
が
お
れ
に
し
こ
た
ま
詰
め
こ
ん
だ
こ

と
し
か
し
ゃ
べ

れ
な
い
な
ん
て

。

五

一

1
ニ
頁
)

(
傍
点
筆
者

「
お
れ
は
海
を
呑
み
干
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
だ
と
す
れ
ば
海
は
あ
る

っ
て
わ
け
だ
」
と
云
う
よ
う
に
、
カ
タ
チ
な
き
海
の
よ
う
な

お
れ
に
カ
タ
チ
を
与
え
る
べ

く
お
れ
は
し
ゃ
べ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
「
他
人
の
言
葉
し
か
な
い
」
。
お
れ
の
な
か
で
言

葉
の
他
有
化
が
生
じ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
こ
う
言
っ

た
だ
け
で
は
お
そ
ら
く
充
分
で
は
な
い
。
お
れ
の
な
か
で
発
症
し
て

し
ま

っ
て
い
る
の
は
ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
反
転
と
も
い
う
べ
き
事
態
で
あ
る
。
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
の
は
確
か
に
お
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
し

ゃ
べ
る
こ
と
は
す
べ
て
マ
フ

l
ド
と
そ
の

一
味
の
管
轄
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
「
こ
の
逝
る
た
わ
ご
と
を
指
揮
し
て
い
る
の
は
や
つ
ら
だ

よ
、
こ
う
い

っ
た
息
苦
し
い

つ
ぶ
や
き
を
お
れ
に
し
こ
た
ま
詰
め
こ
ん
だ
の
も
や

つ
ら
さ
。
そ
れ
で
み
ん
な
そ

っ
く
り
そ
の
ま
ま
出
て
い

く
の
さ
、
お
れ
は
い
か
に
も
聞
こ
え
て
く
る
や
つ
ら
の
言
葉
を
た
だ
吐
き
出
す
だ
け
さ
、
相
も
変
わ
ら
ぬ
例
の
酸

っ
ぱ
い
教
え
を
ね
、
ち

っ
と
だ
っ
て
変
え
ら
れ
や
し
な
い
。
お
お
む
だ
よ
、
や
つ
ら
が
ぶ
ち
あ
た

っ
て
い

る
の
は
、
お
お
む
だ
よ
」
(
傍

点

筆

者

)
。
だ
と
す
れ

六

五

(

削
)



六

六

(

印

)

ば
、
お
れ
が
お
お
む
で
あ
る
、
と
お
れ
の
場
所
で
言
っ
て
い
る
の
も
や
つ
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
お
れ
は
、
お
お
む
で
あ
る

と
も
、
お
お
む
で
な
い
と
も
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
お
れ
は
何
も
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
さ

え
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
二
重
否
定
は
へ

l
ゲ
ル
的
文
脈
で
の
肯
定
に
は
決
し
て
な
ら
な
レ
。
先
に
引
用
し
て
お
い
た
冒

頭
部
分
で
、
肯
定
や
否
定
に
「
ウ

ン
コ
を
ひ
っ
か
け
て
や
る
か
」
と
予
見
し
て
い
た
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
た
、

と
言
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
お
れ
は
「
仲

・
間
」

の
マ
フ
ー
ド
と
関
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
で
き
う
る
こ
と
な
ら
、
お
れ
と
マ
フ

l
ド
を
区
別
し
て
、

と
い
う
こ
と
は
、
聞
を
間
と
し
て
画
定
し
、

マ
フ

l
ド
の
物
語
を
語
り
お
お
し
、
お
れ
の
物
語
の
き

っ
か
け
を
掴
み
た
レ
と
思

っ
て
い
た
。

今
も
そ
の
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
し
ゃ
べ
る
に
つ
れ
て
お
れ
に
出
来
し
て
く
る
の
は
、
ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
反
転
で
あ
っ
た
。

お
れ
が
マ
フ
ー
ド
の
物
語
を
語
っ
て
お
れ
の
物
語
の
は
じ
ま
り
を
見
出
す
は
ず
の
、
ま
さ
に
そ
の
場
に
お
い
て
、

マ
フ

l
ド
と
そ
の
一
味

が
お
れ
の
物
語
を
語
り
は
じ
め
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
「
お
れ
に
関
係
の
な
い
こ
と
」
ば
か
り
で
あ
る
。
お
れ
は
依

然
と
し
て
そ
こ
か
ら
の
剰
余
と
し
て
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

だ
が
ら
と
い
っ
て
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
お
れ
は
し
ゃ
べ
る
の
を
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

次
の
旅
に
出
て
:
・
・
と
う
と
う
し
ま
い
に
は
、
お
れ
は
四
つ
ん
這
い
で
地
面
を
こ
ろ
げ
ま
わ
り
な
が
ら
進
む
よ
う
に
な
る
。
そ
の
せ
い

か
手
足
は
す

っ
か
り
も
が
れ
、
も

っ
と
も
真
中
の
足
は
別
だ
が
、
「
ビ
リ
ケ
ン
頭
の
胴
体
」
だ
け
と
な
っ
て
、
今
で
は
屠
殺
場
に
近
い
路

傍
の
聾
の
な
か
に
「
花
束
の
よ
う
に
」
投
げ
込
ま
れ
て
レ
る
。
週
に

一
度
、
筋
向
か
い
の
焼
き
肉
食
堂
の
お
か
み
さ
ん
が
お
れ
を
聾
か
ら

出
し
、
聾
底
の
お
が
屑
を
取
り
替
え
て
く
れ
る
。
お
ま
け
に
、
雪
の
ち
ら
つ
く
日
な
ど
は
シ

l
卜
を
そ

っ
と
か
ぶ
せ
て
く
れ
る
で
は
な
い

か
。
お
れ
が
彼
女
の
庖
の
看
板
に
役
立

っ
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
聾
に
貼
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
せ
い
か
、
お
れ
は
提
灯
で
照
ら
さ



れ
、
聾
ご
と
台
の
上
に
乗
せ
て
も
ら

っ
て

い
る
。
だ
が
、
お
れ
の
か
ら
だ
は
ど
ん
ど
ん
ち
ぢ
こ
ま

っ
て

い
る
ら
し
い
。
首
伽
を
絞
め
ら
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
ま
だ
首
も
動
か
せ
る
し
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
る
こ
と
く
ら
い
は
で
き
る
。
も

っ
と
か
ま

っ
て
ほ
し
い
と
、
首
ご
と
聾

に
ぶ
つ
け
た
り
、
自
を
閉
じ
た
り
開
け
た
り
し
て
、
し
き
り
と
お
か
み
さ
ん
に
信
号
を
送
る
の
だ
が
、
ど
う
も
よ
く
は
わ
か
っ
て
も
ら
え

:
、

。

，ず
ん
'
しお

れ
の
存
在
の
第
三
の
証
人
も
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
お
れ
の
話
は
突
如
と
し
て
「
尻
切
れ
と
ん
ぼ
」
に
な
る
。
マ
フ

l
ド
の
仕
業
ら
し

い
。
又
し
て
も
、
ラ
ン
ボ
!
の
言
う
「
お
れ
は
ひ
と
り
の
他
者
で
あ
る
」。

か
つ
て
ラ
ン
ポ
ー
が
、

ErsHCロ釦己門『叩
・3

と
言

っ
た
の

は
、
彼
も
ま
た
ベ
ケ
ッ
ト
作
品
の
お
れ
を
見
舞
う
ト
ポ
ロ
ジ
ー
の
反
転
に
ぶ
ち
あ
た
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
?
む
ろ
ん
こ
れ
は

私
の
臆
見
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ラ
ン
ボ
ー
は

J
m
翼民的

5

2門『巾・
3

と
は
言

っ
て
い
な
い
。

一
人
称
の

mg凹
で
は
な
く
て
、
三

人
称
の
何回円

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
他
者
の
動
詞
で
あ
ろ
う
。
お
れ
の
場
に
他
者
が
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
お
れ
は
他
者
を
動
詞

ょ
う
も
な
い
。

お
れ
は
、
ま
ず
も

っ
て
「
お
れ
で
は
な
い
人
物

会}戸市

Q
S
E
E
-
む
さ
き
同
)
に
つ
い
て
、
ま
る
で
お
れ
が
彼
で
あ
る
か
の
よ
う
に
」
、

そ
の
次
に
「
お
れ
が
彼
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
お
れ
と
い
う
人
物
(
§
巾

Q
g
z
z
hむ
き
)
に
つ
い
て
」
し
ゃ
べ
る
手
筈
で
あ
っ
た
。
事
実

そ
の
つ
も
り
で
し
ゃ
べ
り
つ
づ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
お
れ
は
お
れ
の
代
理
と
し
て
マ
フ

l
ド
を
立
て
、
ま
る
で
や
つ
で
あ
る
か
の
よ
う

に
振
舞

っ
て
き
て
、
客
体
化
で
き
る
か
な
と
思
う
や
否
や
、
た
ち
ま
ち
場
の
反
転
に
見
舞
わ
れ
、
お
れ
は
代
理
の
代
理
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

お
れ
は
マ
フ
ー
ド
で
な
い
、
と
も
、
あ
る
、
と
も
言
え
た
義
理
で
は
な
い
。
結
果
は
、
「
人
聞
が
こ
う
で
あ

っ
て
あ
あ
じ
ゃ
な
い

っ
て
こ

と
が
い

っ
た
い
マ
フ
ー
ド
に
な
ん
の
関
係
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
?
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
お
れ
の
物
語
は
、
「
仲

・
間
」
の
「
仲
・

間」

化

と
し
て
遠
ざ
か
る
ば
か
り
で
あ
る
。

七

126 
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/

(

悶
)

こ
の
動
詞
ょ
う
も
な
い
「
仲
・

間
」
は
、
「
言
葉
の
問
題
」
、

「
声
の
問
題
」

|
|
声
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が

ー
ー

で
あ
り

つ，つ
け

る
。
依
然
と
し
て
主
語
以
前
で
あ
る
お
れ
は
、
「
主
語
な
ん
て
ど
う
だ

つ
て
い
い
や
」
と
言
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
も
ま

た
な
い
。
事
実
、

マ
フ

l
ド
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
、
さ
ら
に
別
の
代
理
を
立
て
る
。
ワ
|
ム
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
り
別
の
や
つ
が
今
も
お
れ
を
追

っ
掛
け
て
い
る
か
.と
う
か
す
ぐ
に
わ
か
る
さ
。
だ
が
た
と
え
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
も
ど
う

っ

て
こ
と
は
な
い
、
や
つ
は
お
れ
を
捕
ま
え
な
い
だ
ろ
う
、
お
れ
は
や

っ
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
、
や
つ

っ
て
ワ

l
ム
の
こ
と
さ
、

誓

っ
て
も
い
い
が
、
も
う
ひ
と
り
の
や
つ
は
お
れ
を
捕
ま
え
な
か

っ
た
、
お
れ
は
や
っ
か
ら
解
放
さ
れ
な
か

っ
た
、
そ
い
つ
は
過
去
の

話
、
現
在
ま
で
の
ね
、
お
れ
は
捕
ま
ら
な
い
男
、
解
放
さ
れ
な
い
男
、
ポ
l
ト
の
横
木
の
あ
い
だ
を
這

っ
て
、
燦
然
た
る
輝
き
を
約
束

す
る
新
た
な
日
に
向
か

い
、
救
命
帯
を
ま
と
い
っ
け
、
難
破
を
懇
願
し
て
い
る
。
三
番
目
の
釣
り
糸
が
天
か
ら
錘
を
垂
ら
し
て
い
る
、

そ
い
つ
は
あ
の
お
方
お
れ
の
魂
さ
ま
用
だ
、
あ
の
お
方
の
居
場
所
が
わ
か

っ
て
い
り
や
と
う
の
昔
そ
い
つ
に
ひ

っ
か
け
て

い
た

の
に
。

こ
れ
で
お
れ
た
ち
は
四
人
に
な
る
、
互
い
に
た
む
ろ
し
て
。
わ
か

っ
ち
ゃ
い
る
さ
、
お
れ
た
ち
が
百
人
い
た
と
し
て
も
百

一
人
目
が
て

足

な

の

さ

。

お

れ

た

ち

に

は

い

つ

も

お

れ

が

欠

け

て

い

る

の

さ

。

(

七

二
頁
)

マ
フ
l
ド
が
「
お
れ
を
捕
ま
え
」
て
い
た
ら
、
非
同

一
性
の
同

一
性
が
完
遂
し
、

マ
フ
ー
ド
と
お
れ
の
あ
い
だ
の
「
と
」
は
回
収
さ
れ
、

お
れ
は
「
解
放
さ
れ
」
る
。
お
れ
は
マ
フ
ー
ド
で
あ
る
か
ら
だ
。
お
れ
は
、
述
語
の
マ
フ

l

ド

(宮釦
}
5
o
e
、
す
な
わ
ち
、
人
間
性

(冨曲ロ
Y
O
O
門む

と
い
う
本
性
の
な
か
に
「
溶
け
て
し
ま
う
」
(
へ

|
ゲ

ル
)
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
と
き
お
れ
の
物
語
は
完
成
し
、
は
じ
め
て

お
れ
は
主
語
と
し
て
生
成
す
る
。
お
れ
は
マ
フ

l
ド
と
い
う
迂
路
を
経
て
、
自
己
へ
と
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
、
円
環
を
閉
じ
る
こ
と
が



で
き
る
。
表
象
は

(吋与『巾印

g
g
z
g
)
は
再
現
前

(Z，胃
2
2
g巳
O
ロ)
を
遂
行
し
、
お
れ
は
し
ゃ
べ
る
の
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
沈

黙
の
休
息
に
憩
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
そ
う
ま
く
は
い
か
な
い
。
「
マ
フ

|
ト
の
話
を
今
ま
で
以
上
に
う
ま
く
わ
か
り
や
す

く
話
し
は
じ
め
る
た
め
に
は
、
ワ
l
ム
に
つ
い
て
話
そ
う
と
す
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
い
う
わ
け
で
、
ワ
l
ム
に
と
り
か
か
る
。
だ
が
ど
う

や
ら
結
果
は
同
じ
こ
と
に
な
る
よ
う
だ
。

マ
フ
ー
ド
/
お
れ

マ
フ
l
ト
と
お
れ
/
お
れ

マ
フ

l
ド
と
ワ

l
ム
と
お
れ
/
お
れ

マ
フ

l
ド
と
ワ

l
ム
と

X
君
と
お
れ
/
お
れ

マ
フ

l
ド
と
ワ

l
ム
と

X
君
と

Y
君
と
お
れ
/
お
れ

マ
フ

l
ド
と
ワ

l
ム
と

X
君
と

Y
君
と

e
e

・e
-

と
お
れ
/
お
れ

容
易
に
ト
ポ
ロ
ジ
ー
が
反
転
し
て
し
ま
う
「
仲
・
間
」
と
の
あ
い
だ
を
奪
取
し
よ
う
と
す
る
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
あ
い
だ
が

n

n

 

湧
出
し
て
し
ま
う
。
い
う
な
ら
ば
「
と
」
だ
け
が
、
「
と
」

1
「
と
」
と
増
え
つ
づ
け
て
い
く
。
「
お
れ
た
ち
が
百
人
い
た
と
し
て
も
百
一

人
目
が
不
足
」
す
る
よ
う
に
、
お
れ
は
無
限
後
退
し
て
い
く
ば
か
り
で
あ
る
。
お
れ
は
生
成
し
な
い
。

木
村
敏
が
、
「
内
的
差
異
が
内
的
差
異
と
し
て
持
ち
こ
た
え
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
超
越
は
な
く
、
超
越
の
な
い
と
こ
ろ
に
自
己
は

な
い
」
と
言
う
よ
う
に
、
ベ
ケ
y

ト
の
、
動
詞
ょ
う
も
な
い
「
仲
・
間
」
の
物
語
は
、
同
時
に
、
隠
品
輸
の
消
滅
の
物
語
で
も
あ
る
。
隠
喰

と
は
、

ハ
イ
デ
カ
!
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
メ
タ
フ
ェ

l
レ
イ

ン

(
ミ
h
2
2之
、
ご

と
、
す
な
わ
ち
、
「
移
し
運
ぶ

こ
と
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
、
上
に

(g
m
g
u
。〈巾『
)
移
し
運
ぶ
(
℃
Z
5
5
H
S
弓可

)
こ
と
で
あ
る
。

六
九
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《
移
し
運
ぶ
》
と
か
比
織
と
か
い

ふ
表
象
は
、
感
魔
的
な
る
も
の
と
非
感
質
的
な
る
も
の
と
を
、
二
つ
の
自
存
的
境
威
と
し
て
分
離

し
な
い
ま
で
も
、
区
別
す
る
こ
と
の
上
に
基
づ
い
て
ゐ
る
。
感
覚
的
な
る
も
の
と
非
感
魔
的
な
る
も
の
、
自
然
的
な
る
も
の
と
非
自
然

的
な
る
も
の
と
の
こ
の
匿
別
を
皐
立
す
る
こ
と
は
、
形
而
上
撃
と
稽
せ
ら
れ
る
西
洋
的
思
惟
を
基
準
決
定
的
な
る
仕
方
で
規
定
し
て
ゐ

る
事
柄
、
さ
う
い
ふ
事
柄
の

一
つ
の
根
本
趨
勢
で
あ
る
。
感
魔
的
な
る
も
の
と
非
感
魔
的
な
る
も
の
と
の
上
記
の
区
別
が

〈事
態
に
〉

充
分
に
届
か
な
い
も
の
た
る
を
免
れ
な
い
と
い

ふ
洞
察
、
さ
う
い
ふ
洞
察
が
現
は
れ
て
来
る
と
同
時
に
、
形
市
上
翠
は
、
基
準
決
定
的

な
る
思
惟
の
仕
方
と
い
ふ
地
位
を
、
失
ふ
の
で
あ
る
。
形
而
上
回
俸
の
狭
障
さ
が
洞
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
《
比
喰
》
と
い
ふ
基
準
決
定

的
な
る
表
象
も
亦
崩
壊
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

比
喰
と
い
ふ
こ
の
表
象
は
、
言
葉
の
本
質
に
つ
い
て
の
吾
々
の
表
象
に
基
準
を
輿
へ
て

ゐ
る
。
そ
れ
故
、
比
喰
は
、
試
作
や
喜
術
的
形
成

一
般
に
属
す
る
作
品
の
解
稼
に
際
し
て
、
常
套
手
段
と
し
て
の
用
を
果
し
て
ゐ
る
。

比
喰
的
な
る
も
の
は
た
だ
形
而
上
撃
の
内
部
に

の
み
存
す
る
の
で
あ
る
。

(
『
根
嬢
律
』

辻
村
幸

ハ
ル
ト
ム
l
ト

・
ブ
フ
ナ
l
誇

傍
点
と
ル
ヒ

筆
者
)

『
名
づ
け
え
ぬ
も
の
』
を
書
き
お
え
た
ベ
ケ

ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
ぼ
く
の
作
品
の
終
盤
に
あ
る

の
は
た
だ
塵
だ
け
だ
。

・
・
:
最
後
の
作
品
、
『
名
づ
け
え
ぬ
も
の
』
で
は
崩
壊
が
徹
底
し
て
い
る
。
「
私
」
も
な
け
れ
ば
、
「
持
つ
」
も
な

い
、
「
存
在
」
も
な
い
。
主
格
も
な
け
れ
ば
、
対
格
も
な
い
、
動
調
も
な
い
。
つ

ε

つ
け
て
い
く
て
だ
て
が
な
い
」
、
と
。
お
れ
と
「
仲

・
間
」

の
マ
フ
l
ト
に
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
主
客
の
区
別
は
と
う
に
失
わ
れ
て
い
る
。
「
お
れ
の
魂
さ
ま
」
の
居
所
も
画
定
で
き
な

い
ゆ
え
に
、
「
釣
り
糸
」
に
よ
っ
て
上
へ
と
引
き
揚
げ
ら
れ
る
(
「
移
し
運
ば
れ
る
」
)
こ
と
は
つ

い
に
起
り
え
な

い
。
「
と
」
の
タ
ラ
ッ
プ



は
ど
こ
ま
で
も
揚
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

『
名
づ
け
え
ぬ
も
の
』
が
、
隠
喰
の
消
滅
を
も
告
知
し
て
い
る
の
は
、

ハ
イ
デ
カ

l
の
言
う
よ
う
に
、
精
神
と
身
体
、
意
識
と
無
意
識
、

そ
の
ほ
か
伺
で
あ
れ
、
平
板
な
区
別
が
、
生
き
た

「〈
事
態
に
〉
充
分
に
届
か
な
い
も
の
た
る
を
免
れ
な
い
と
い
ふ
洞
察
」
に
よ
る
。
し

か
し
、
ハ
イ
デ
カ

l
で
さ
え
、
三
人
称
単
数
の
動
詞
か
ら
「
存
在
」
の
概
念
を
引
き
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
言
葉
は
、
な
お
「
存
在
の

家
」
で
あ
り
え
た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、

ベ
ケ
ッ
ト
の
洞
察
は
、
異
常
な
ま
で
に
研
ぎ
す
ま
さ
れ
て
い
た
、
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
ベ
ケ
y

ト
文
学
は
、
二
五
O
O年
余
り
に
わ
た

っ
て
西
欧
を
支
え
て
き
た
土
台
を
な
し
崩
し
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
マ
ラ
ル
メ
以
来

の
、
と
り
わ
け
現
代
詩
の
拠
り
所
で
あ

っ
た
「
ポ
エ
ジ
ー
は
否
定
性
で
あ
る
」
、
あ
る
い
は
「
不
連
続
の
連
続
」
と
い
っ
た
詩
学
を
非
神

話
化
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

(
以
下
次
号
)

後
記

作
品
の
引
用
は
、

ω曲
目
ロ
巳
∞

R
Z
F
M
2言

SHき
さ

S
hh
(の
3
2
p
g
p
z
g司

J

『O
『

F
H
S∞)
に
よ
る
。七
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地
蔵
の
田
仕
事
再
考

ー
ー
福
島
県
の
鼻
取
り
地
蔵
語
を
中
心
と
し
て
|
|

手兵

谷

威

虞

は
じ
め
に

福
島
県
の
東
白
川
郡
か
ら
い
わ
き
市
周
辺
に
か
け
て
、
「
鼻
取
り
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
伝
説
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
代
掻
き
の
馬
の

鼻
取
り
を
す
る
手
伝
い
が
し
γ

な
く
て
困

っ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
少
年
が
現
れ
て
手
伝

っ
て
く
れ
る
。
こ
の
少
年
の
正
体
を
探

る
と
、
日
頃
信
仰
し
て
い
た
地
蔵
の
変
身
し
た
姿
で
あ

っ
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
こ
の
伝
説
は
日
本
各
地
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
り
、

柳
田
園
男
は
『
日
本
の
伝
説
』

の
な
か
で
、
「
伝
説
と
児
童
」
の
表
題
の
下
で
小
文
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
柳
田
が
問
題
と
す
る
の
は
地
蔵
菩
薩
と
い
う
仏
教
的
存
在
で
は
な
く
、
仏
教
の
伝
播
以
前
に
あ
っ
た
と
推
定
す
る
神
、
す
な

わ
ち
童
形
で
出
現
す
る
「
道
祖
神
」
や
泥
を
ぶ
つ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
水
に
つ
け
ら
れ
て
降
雨
を
願

っ
た
り
す
る
雨
乞
い

の
神
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
柳
田
園
男
の
論
理
で
は
、
「
地
蔵
菩
薩
」
が
出
現
し
て
、
凹
仕
事
を
助
け
る
と
い
う
伝
承
の
必
然
性
を
説
明
し
き

っ
て
い

る
と
は
思
え
な

い
。
な
ぜ、

こ
の
地
方
で
は
馬
の
鼻
綱
を
と

っ
て
代
掻
き
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
の
が
、
変
身
し
た
地
蔵
菩
薩
な
の
で

(m
)
 



四

169 

あ
ろ
う
か
。

具
体
的
な
地
蔵
菩
薩
と
い
う
存
在
が
民
衆
に
選
び
と
ら
れ
た
理
由
は
、
仏
教
以
前
と
い
う
超
歴
史
的
な
解
釈
で
は
解
決
の
つ
か
な
い
問

題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
第

一
の
目
標
は
、
伝
承
を
分
析
す
る
中
で
回
仕
事
の
手
伝
い
を
地
蔵
菩
薩
が
引
き
受
け
る

必
然
性
に

つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
回
仕
事
を
手
伝
う
河
童
に
ま

つ
わ
る
伝
承
と
比
較
し
な
が
ら
、

地
蔵
が
選
ば
れ
て
く
る
理
由
を
論
じ
る
。

さ
ら
に
、
鼻
取
り
地
蔵
な
ど
の
伝
承
が
保
持
さ
れ
た
基
盤
と
し
て
の
社
会
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
い
。
特
定
の
「
家
」
に
ま
つ
わ
る
伝

承
と
し
て
、
地
蔵
が
姿
を
変
え
て
出
現
し
田
植
え
を
助
け
た
の
は
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
柳
田
は
こ
の
よ
う
な
伝
承

の
成
立
基
盤
と
な
る
社
会
の
特
徴
に

つ
い
て
は
十
分
に
論
じ
て
は
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
の
第
二
の
論
点
と
し
て
、
自
界
取
り
地
蔵
伝
承
の

伝
承
母
体
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
に
加
え
て
、
稲
作
農
耕
の
一
過
程
と
し
て
の
回
備
え
に
、
鼻
取
り
地
蔵
が
活
躍
す
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
水
田
稲
作
に
関
連
し
て
、
仏
教
が
関
与
し
て
く
る
の
は
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

田
植
え

と
い
う
農
耕
過
程
の
中
に
、
地
蔵
菩
薩
の
利
益
が
生
じ
る
と
説
明
し
た
の
は

一
体
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
契
機
か
ら
広

め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
の
第
三
の
論
点
と
し
て
、
東
北
地
方
に
お
け
る
稲
作
と
仏
教
信
仰
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

E 

ね
ぎ
を
嫌
う
地
蔵
と
事
を
嫌
う
河
童

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
中
石
井
地
区
の
柵
に
あ
る
青
砥
家
の
地
蔵
は
馬
の
鼻
取
り
を
手
伝

っ
て
く
れ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。
こ
の
伝



承
で
特
徴
的
な
の
は
、
仕
事
が
終
わ

っ
て
か
ら
出
さ
れ
た
食
事
に
ね
ぎ
が
出
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
地
蔵
の
変
身
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
た

の
で
、
そ
れ
以
後
ね
ぎ
は
作
れ
な
い
家
例
と
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る。

こ
の
伝
説
の
概
要
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
昔
青
砥
家
で
は
田
植
え
を
す
る
の
に
人
手
が
な
く
、
田
の
代
を
傾
く
馬
の
鼻

取
り
を
す
る
入
手
さ
え
も
な
か

っ
た
。
す
る
と

一
人
の
少
年
が
現
れ
て
、
馬
の
白
界
竹
を
取
っ
て
泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
働
い
た
。
夕
食
に
な

り
「
ね
ぎ
」
の
雑
炊
が
出
さ
れ
た
(
ね
ぎ
の
ぬ
た
が
出
さ
れ
た
と
も
言
う
)
。
こ
の
少
年
は
食
べ
た
後
、
帰
る
途
中
で
腹
が
痛
み
だ
し
、

坂
道
で
ね
ぎ
雑
炊
を
吐
き
な
が
ら
登

っ
た
。
こ
の
様
子
に
気
付
い
た
村
人
が
少
年
の
後
を
つ
け
る
と
、
車
問
砥
家
の
地
蔵
堂
の
前
で
倒
れ
て
、

姿
を
消
し
た
。
鼻
取
り
地
蔵
と
し
て
深
く
信
仰
す
る
事
と
な

っ
た
が
、
ね
ぎ
を
作
る
と
一
族
の
間
で
不
幸
が
起
こ
る
の
で
、
青
砥
一
族
で

は
ね
ぎ
を
作
ら
な
い
家
例
と
な

っ
た
。
後
に
我
満
平
に
移
転
し
た
青
砥
家
は
、
長
屋
門
に
こ
の
地
蔵
を
杷

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
夜
に

こ
の
地
蔵
が
盗
み
出
さ
れ
て
、
雨
乞
い
の
た
め
か
久
慈
川
の
河
原
に
投
げ
出
さ
れ
て
、
無
惨
な
姿
で
見
つ
か
っ

た
。
地
蔵
を
組
末
に
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
菩
提
寺
の
龍
光
寺
に
納
め
て
、
「
地
蔵
田
」
か
ら
取
れ
る
米
で
餅
を
作
り
、
毎
年
六
月
二
四
日
に
祭
り
を
し

た
。
こ

の
臼
に
は
多
少
の
雨
が
降

っ
た
と
い
う
。
こ
の
地
蔵
に
は
、
「
花
採
地
蔵
」
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ね
ぎ
が
地
蔵
の
禁
忌
食
物
と
な

っ
て
い
る
事
と
、
そ
の
た
め
に
、
青
砥

一
族
は
ね
ぎ
を
作
ら
な
い

と
い
う
家
例
を
設
定
し
た
事
で
あ
る
。
仏
教
の
僧
侶
の
聞
で
も
、
ね
ぎ
の
よ
う
な
香
り
の
強
い
野
菜
は
禁
じ
ら
れ
る
事
が
あ
る
。

地
蔵
菩

薩
へ
の
供
物
と
し
て
は
、
ね
ぎ
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
作
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
矢
祭
町
で
は
、
家
例
と
し
て
禁
忌
作
物
と
な

っ
て
い
る
も

の
が
こ
の
ね
ぎ
の
他
に
も
見
ら
れ
る
。
青
砥

一
族
の
家
例
の
由
来
と
し
て
の
機
能
を
、
こ
の
地
蔵
伝
説
が
持

っ
て
い
た
事
は
注
目
に
値
す

る
で
あ
ろ
う
。

同
郡
棚
倉
町
大
字
下
山
本
の
「
韮
地
蔵
」
は
、
ま
さ
に
「
韮
」
と
い
う
禁
忌
食
物
が
主
題
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
稲
刈
り
の
人

(
別
)

五



二
六

(

叩
)

手
も
足
り
な
か

っ
た
と
き
、
家
々
の
田
を
訪
れ
て
手
伝

っ
て
く
れ
る
年
輩
の
男
が
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
家
で
昼
食
に
韮
の
雑
炊
を
出

す
と
、
そ
の
男
は
腹
が
痛
く
な

っ
た
と
言
っ
て
、
帰

っ
て
行

っ
た。

心
配
し
た
村
人
が
男
の
後
を
つ
け
て
行
く
と
、
途
中
で
食
べ
た
も
の

を
吐
き
な
が
ら
歩
い
て
行
き
、
山
の
麓
で
急
に
姿
が
消
え
た
。
そ
こ
に
あ

っ
た
古
ぼ
け
た
地
蔵
の
口
に
韮
が

つ
い
て
い
た
の
で
、
地
蔵
が

姿
を
変
え
て
村
人
を
助
け
た
事
が
わ
か

っ
た
。

こ
の
地
蔵
を
韮
地
蔵
と
呼
ん
で
、
信
仰
し
た
と
言
う
。

こ
の
伝
承
で
は
、
年
輩
の
男
に
姿
を
変
え
た
地
蔵
が
、
稲
刈
り
の
手
伝
い
を
し
た
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
蔵
の
口
に

韮
が
つ
い
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
正
体
を
知
る
事
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
採
集
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
は
、
食
物
禁
忌
や

栽
培
に
つ
い
て
の
禁
忌
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い

っ
た
点
で
は
、
「花
採
地
蔵
」
の
伝
承
と
は
展
開
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
回
仕
事
の
手
伝
い
を
す
る
存
在
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
河
童
」
の
伝
承
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
千
葉

徳
爾
は
「
田
仕
事
と
河
童
」
で
、
田
仕
事
を
手
伝
う
河
童
に
よ

っ
て
繁
栄
し
た
「
家
」
と
、
そ
の
河
童
が
嫌
う
食
物
を
与
え
た
た
め
に
手

伝
い
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
。

千
葉
が
最
初
に
取
り
上
げ
た
資
料
は
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
富
山
村
の
『
熊
谷
家
伝
記
』
に
記
載
さ
れ
た
、
天
龍
村
福
島
の
金
国
家
に
ま

つ
わ
る
河
童
の
伝
承
で
あ
る
。
天
文
三
年
(
一
五
三
四
)
午
九
月
下
旬
に
何
処
か
ら
と
も
知
れ
ず、

二
十
歳
程
の
男
が
現
れ
て
、
家
来
に

負
け
な
い
ほ
ど
「
麦
代
耕
し
」
に
働
い
た
。

食
物
に
は
好
き
嫌
い
を
言
わ
ず
、
と
く
に
麦
飯
が
好
物
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
事
の
冷
汁

が
出
さ
れ
る
と
に
お
い

を
嫌

っ
て
、
麦
飯
も
食
わ
ず
に
帰

っ
て
行

っ
た
。
翌
年
も
九
月
に
な
る
と
麦
代
耕
し
に
現
れ
た
が
、
十
二
月
二
十

日
の
夜
の
夕
食
に
い
た
ず
ら
で
事
を
入
れ
た
汁
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
口
に
い
れ
た
男
は
血
を
吐
き
な
が
ら
消
え
去
っ

た
。

男
の
通
っ
て
い
る
聞
は
食
膳
に
魚
が
添
え
ら
れ
て

い
た
が
、
こ
れ
も
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
千
葉
に
よ
れ
ば
、
琴
は
魚
を
取
る
と
き
に
河

に
流
す
毒
で
あ
り
、
若

い
男
、か
こ
れ
を
嫌

っ
た
の
は
水
界
の
精
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
だ
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
水
の
中
か
ら
来
た
者



と
の
交
渉
が
思
レ
が
け
な
い
事
情
で
断
絶
し
、
魚
と
い
う
恩
恵
も
無
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
て
と
れ
る
と
し

て
L
る。

ま
た
、
こ
の
『
熊
谷
家
伝
記
』
に
は
、
こ
の
男
の
正
体
が
記
載
さ
れ
て
い
ず
、
「
家
」
と
の
交
渉
の
開
始
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
河

童
の
し
く
じ
り
に
よ
る
報
恩
と
い
う
伝
承
が

一
般
的
な
の
で
あ
る
。
こ
の
周
辺
部
の
伝
承
で
は
、
「
カ
ワ
ラ
ン
ベ
」
が
田
植
え
の
手
伝
い

を
し
た
り
、
回
仕
事
の
農
具
を
貸
し
て
く
れ
た
り
、
膳
や
椀
を
用
立
て
て
く
れ
た
り
す
る
が
、
事
の
汁
を
食

っ
て
か
ら
は
出
て
こ
な
く
な

る
の
で
あ
る
。

千
葉
が
問
題
に
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
は
「
水
界
の
精
」
と
特
定
の
家
筋
と
に
交
渉
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
の
「
家
」
に
対

す
る
思
恵
は
「
水
界
の
精
」
の

一
方
的
な
恩
恵
が
よ
り
古
い
形
態
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
を
気
持
ち
の
悪
い
現
象
と
し
て
人
聞
が
河

童
と
絶
縁
す
る
た
め
に
、
河
童
の
嫌
う
食
物
を
与
え
た
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
中
部
山
岳
地
帯
に
分
布
す
る
理
由
と
し
て
、
冷
水
掛
り
な
ど
の
田
に
は
適
し
な
レ
山
間
部
の
開
田
事
情

と
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
水
の
不
十
分
な
地
域
に
お
い
て
水
田
を
開
く
た
め
に
、
水
界
の
霊
力
に
依
存
せ
ざ
る

を
得
な
か

っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
河
童
へ
の
供
物
を
供
え
る
伝
承
と
し
て
、
「
村
」
の
主
だ

っ
た
「
家
」
で
あ
る
開
発
地
主
と
し
て
の

「
草
分
け
」
に
、
こ
の
伝
承
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
と
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
千
葉
は
こ
れ
ら
の
三
遠
信
国
境
地
幣
と
共
通
す
る
河
童
伝
承
が
、
九
州
や
南
島
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

そ
の
基
盤
と
な
る
社
会

・
経
済
的
な
特
徴
を
小
規
模
な
湧
水
田
に
依
存
す
る
、
草
分
け
百
姓
と
そ
の
従
属
的
な
家
族
に
よ
る
農
業
経
営
と

い
う
、
古
典
的
な
家
族
に
求
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
河
童
を
妖
怪
化
せ
ず
、
神
と
し
て
信
仰
す
る
態
度
を
維
持
さ
せ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
と
そ
の
周
辺
部
に
み
ら
れ
る
、

地
蔵
の
回
仕
事
の
伝
承
と
食
物
禁
思
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
の
千
葉
が

二
七

(

胤

)



(
問
)

指
摘
す
る
開
発
地
主
と
河
童
の
伝
承
と
の
関
係
と
類
似
の
伝
承
と
見
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
伝
承
の
基
本
的
な
構
造

は
、
「
異
界
」
の
存
在
が
回
仕
事
を
手
伝
い
、
特
定
の
「
家
」
の
繁
栄
を
助
け
る
。
し
か
し
、
そ
の
関
係
は
「
異
界
」
の
存
在
の
禁
思
に

触
れ
た
時
に
断
絶
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
田
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
存
在
は
地
蔵
で
も
河
童
で
も
、
神
H

「
異
界
」
の
存
在
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
伝
承
の
構
造
の
中
で
は
置
換
が
可
能
だ

っ
た。

そ
う
い

っ
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
他
地
級
で
伝
承
さ
れ
る
「
地
蔵
」
の
回
仕
事
の
モ
チ
ー
フ
と
、
「
河
童
」
の

田
仕
事
H

水
界
の
霊
力

の
モ
チ
ー
フ
は
変
換
が
可
能
で
あ
り
、
地
蔵
と
河
童
は
置
換
が
可
能
で
あ

っ
た
と
レ
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
置
換
を
可
能
に
し
た
の
は
、

小
規
模
な
開
発
領
主
と
し
て
の
「
家
」
と
い
う
社
会
的
な
基
盤
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う。

代
後
き
の
馬
の
鼻
取
り
を
、
変
身
し
た
地
蔵
が
引
き
受
け
る
と
い
う
伝
承
に
つ

い
て
は
、
河
童
の
回
仕
事
伝
承
と
の
比
較
か
ら
、
山
間

部
の
開
発
地
主
の
「
家
」
と
水
界
の
霊
力
と
の
交
渉
に
由
来
す
る
伝
承
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
認
め
る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
福
島
県

東
白
川
郡
に
分
布
す
る
「
鼻
取
り
地
蔵
」
諮
の
地
蔵
が
韮
や
葱
を
嫌

っ
た
の
は
、
「
異
界
」
の
神
と
の
交
渉
の
断
絶
に
至
る
経
過
を
説
明

す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
禁
忌
食
物
と
し
て
の
「
家
」
の
伝
承
に
よ
っ
て
、
「
村
」
に

お
け
る
「
家
」
の
特
別
な
地
位
を
も
明
ら
か
に

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
東
北
地
方
の
山
間
部
に
お
け
る
湧
水
田
等
の
小
規
模
の
水
田
開
発
は
「
大
家
族
的
」

な
「
家
」
に
依
存
し
て
い
て
、
そ
の

こ
と
を
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
承
は
物
語
っ
て
い
た
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
従
属
的
な
家
族
を
含
み
込
ん
だ
、
同
族
団
的
な
労
働
に
よ
っ
て
水

田
耕
作
が
営
ま
れ
る
と
と
も
に
、
「村
」
に
お
け
る
支
配
的
な
「
家
」
と
し
て
の
位
置
を
示
し
て
い
た
と
言
え
る。

こ
の
伝
承
の
中
で
、
代
掻
き
を
行
う
動
物
が
馬
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
牧
を
多
く
有
し
て
い
た
東
北
地
方
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
馬
で
あ
る
が
放
に
「
鼻
取
り
」
と
い
う
労
働
を
も
生
み
出
し
て
い
た
。
牛
は
お
と
な
し
い
動
物
で
あ
る
が
、
馬
は
対
照
的
に
扱

/¥ 



い
に
く
い
家
畜
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
子
供
が
扱
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
子
供
を
救
う

地
蔵
の
出
現
が
待
た
れ
た
。

地
蔵
の
田
植
え
の
伝
承
に
、
河
童
の
伝
承
と
類
似
す
る
結
末
が
生
じ
る
の
は
、
馬
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

名
馬
を
産
ま
せ
る
の
は
水
界
の
霊
的
存
在
と
す
る
信
仰
が
広
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
広
が

っ
て
い
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
馬
に

い
た
ず
ら
し
た
河
童
が
逆
に
馬
屋
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
結
果
、
人
間
に
魚
を
贈

っ
た
り
、
田
植
え
の
手
伝
い
を
し
た
り
す
る
と
い
う
モ

チ
ー
フ
が
日
本
の
各
地
に
も
見
ら
れ
る
。

+
忽
や
韮
を
嫌
う
伝
承
は
河
童
に
由
来
す
る
と
見
て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
伝
承
は
信
仰
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た。

地
蔵
の
田
植
え
の
モ
チ

ー
フ
は
、
千
葉
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
レ
た
ず
ら
で
人
聞
を
困
ら
せ
る
妖
怪
に
零
落
す
る
以
前
の
、
「
神
」

に
近
レ
信
仰
が
表
出
し
て
レ
る
伝
承
で
あ
る
。

E
 
泥
に
ま
み
れ
て
働
く
地
蔵

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
の
大
字
堤
(
旧
堤
村
)
の
延
命
山
地
蔵
院
普
賢
寺
に
あ
る
「
鼻
取
り
地
蔵
」
の
伝
承
は
、
寺
の
境
内
に
杷
ら

れ
た
事
も
あ
っ
て
、
住
職
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
「
沖
の
鼻
取
地
蔵
菩
薩
略
縁
起
」
と
い
う
縁
起
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鼻
取
り
地
蔵

は
大
同
二
年
(
八

O
七
)
弘
法
大
師
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た

二
体
の
仏
像
の

一
体
で
あ
る
と
さ
れ
、
高
野
山
の
麓
の
紙
屋
村
と
い
う
所
に
あ

っ
た
が
、

一
体
は
摂
津
の
六
甲
郡
森
部
村
に
移
さ
れ
、
残
り
の

一
体
が
延
命
山
に
安
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
地
蔵
は
鎌
倉
時

代
の
武
将
で
あ
る
鎌
倉
権
五
郎
景
政
の
守
り
本
尊
で
あ

っ
た
と
さ
れ
、
源
義
家
に
従

っ
て
後
三
年
の
役
に
参
加
し
た
権
五
郎
景
政
が
堤
村

二
九

(

刷

)
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に
定
住
す
る
と
き
に
紀
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
村
人
の
崇
敬
を
受
け
て
い
た
が
、
永
禄
年
間
(
一
五
五
八

1
一
五
七

O
)
に
貧
し
い
百
姓
が
い
た
。
信
仰
心
が
篤
く
、
こ
と

に
沖
の
地
蔵
尊
を
信
心
し
て
レ
た
。
あ
る
年
、
こ
の
男
の
妻
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
一
人
で
馬
を
使
っ
て
田
を
耕
し
て
い
る
と
、
一
五

1
六
才
の
小
僧
が
や

っ
て
き
て
馬
の
鼻
づ
ら
を
取

っ
て
上
手
に
鼻
取
り
を
し
て
く
れ
た
。

仕
事
が
終
わ

っ
た
日
に
、
沖
の
地
蔵
様
に
お
参

り
に
行
く
と
、
お
地
蔵
様
の
顔
が
鼻
取
り
の
小
僧
に
よ
く
似
て
い
て
、
足
に
は
泥
が
つ
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
「
略
縁
起
」
に

(9
)
 

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
略
縁
起
は
天
保

一
五
年
(
一
八
四
四
)
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

略
縁
起
の
性
格
上
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
が
、
霊
験
護
的
な
記
述
だ
け
で
、
禁
忌
作
物
に
な
っ
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
、

ま
た
、
地
蔵
田
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
と
い

っ
た
点
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
地
蔵
菩
薩
は
、
普
賢
寺
か
ら
長
慶
寺
へ
移
さ
れ
、
さ

ら
に
普
賢
寺
に
一戻
さ
れ
た
と
言
う
。
し
た
が

っ
て
、
寄
進
さ
れ
た
凹
な
ど
は
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
多
く
の
変
化
を
経
て
き
た
仏
像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
仏
像
が
傷
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
泥
を
つ
け
ら
れ
た
り
、

水
に
つ
け
ら
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

同
郡
鮫
川
村
の
戸
倉
に
も
同
様
の
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
戸
倉
村
に
源
右
衛
門
と
い
う
百
姓
が
住
ん
で

い
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に

代
掻
き
を
す
ま
せ
よ
う
と
焦
っ
て
い
た
が
、
日
も
暮
れ
か
か
り
馬
も
動
か
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
途
方
に
く
れ
て
い
る
と
、
ど
こ
か
で

見
た
こ
と
の
あ
る
子
供
が
近
寄
っ
て
き
て
、
馬
の
鼻
面
に
手
を
か
け
て
、
鼻
取
り
を
始
め
た
。
す
る
と
、
瞬
く
聞
に
代
掻
き
は
片
づ
い
て

し
ま

っ
た
。
家
で
夕
飯
を
食
べ
て
行
く
よ
う
に
言
う
と
、
子
供
は
ど
こ
へ
と
も
な
く
姿
を
隠
し
て
し
ま

っ
た
。
地
蔵
堂
に
行
く
と
、
地
蔵

の
足
が
泥
土
で
汚
れ
て
い
た
の
で
、
子
供
の
正
体
が
地
蔵
で
あ
る
と
わ
か

っ
た
。
こ
の
地
蔵
を
鼻
取
り
地
蔵
と
呼
ん
で
レ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
話
が
他
の
伝
説
と
共
通
し
て
い
る
の
は
、
突
然
出
現
し
た
少
年
の
鼻
取
り
の
技
術
が
、
異
常
に
憧
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。



自
界
取
り
と
い
う
作
業
は
、
子
供
達
に
と

っ
て
か
な
り
難
し
い
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。
馬
を
操
る
こ
と
、
馬
鍬
押
し
と
調
子
を
合
わ
せ
る

こ
と
な
ど
や
、
泥
ま
み
れ
の
田
の
中
で
の
作
業
と
レ
っ
た
こ
と
は
決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
伝
承
で
は
、

出
現
し
た
少
年

は
異
常
に
優
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
た
だ
の
少
年
で
は
な
い
こ
と
が
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
わ
き
市
に
伝
え
ら
れ
る
伝
説
で
は
、
代
掻
き
を
手
伝
う
子
供
の
苦
労
が
話
の
中
心
に
お
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
き
市

永
崎
の
鼻
取
り
地
蔵
に
つ
レ
て
伝
え
ら
れ
る
伝
説
は
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

昔
、
永
崎
の
地
蔵
さ
ま
の
下
の
田
で
、
百
姓
、
馬
使
っ
て
土
起
こ
し
て
い
た
ん
だ
と
、
そ
ん
と
き
、
馬
の
鼻
取
り
し
て
い
た
子
供

こ
と
怒

っ
て
ば
か
り
い
た
ん
だ
。
「
下
手
だ
、
下
手
だ
」
と
。

こ
の
子
供
っ
ち
ゃ
最
上
者
で
も
あ

っ
た
ん
だ

っ
ぺ
。
ぶ
ん
な
ぐ

っ
た
り
、
文
句
言
っ

た
り
し
た
ん
で
、
泣
い
ち
ゃ

つ
た
ん
だ
と
。

そ
こ
ん
と
こ
さ
、
何
処
か
ら
来
た
ん
だ
か
知
ん
ね
け
ん
と
も
、
顔
か
た
ち
の
良
え
、
年
の
頃
十
二
、

一二
歳
の
小
僧
が
鼻
取
り
し
て

や
っ
か
ら
と
言
っ

て
、
し
て
け
た
ん
だ
と
。

い
や
い
や
な
ん
と
も
上
手
で
あ
っ
た
っ
ち
。
終
わ
っ
た
っ
け
、
す
ぐ
姿
消
え
ち
ゃ
っ
た
と
。
回
お
こ
し
も
で
き
た
ん
で
、
百
姓
帰

つ
ぺ
と
し
て
、
な
ん
の
気
な
し
に
地
蔵
さ
ま
見
た

っ
け
、
顔
さ
泥
、
い
っ
ぺ
え
く
っ
つ
か

っ
て
い
た
と
。

子
供
の
難
儀
見
て
、
地
蔵
さ
ま
鼻
と
り
し
て
け
た
ん
だ

っ
ぺ
。
そ
ん
で
こ
の
地
蔵
さ
ま
こ
と
、
「
鼻
と
り
地
蔵
さ
ま
」
と
言
う
よ

う
に
な

っ
た
ん
だ
と
。
(
江
名
、
田
中
マ
ツ
)

こ
こ
で
言
う
「
最
上
者
」
は
、
労
働
力
と
し
て
貰
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
買
い
取
ら
れ
た
子
供
で
あ

っ
た
ろ
う
。
鼻
取
り
に
使
わ
れ
た
子

(
問
)



三

二

(

山山)

供
の
哀
れ
さ
を
よ
り
強
め
て
い
る
と
も
思
え
る
。
い
わ
き
市
平
大
字
下
大
越
の
古
江
道
に
あ
る
「
代
掻
き
地
蔵
」
も
、
ま
た
こ
の
よ
う
な

伝
承
を
伝
え
て
い
る
。

藤
兵
衛
は
怒
り
ん
ぼ
う
な
人
で
あ

っ
た
。
二
一

・
三
歳
の
子
供
が
鼻
ど
り
を
や

っ
た
。
そ
の
鼻
ど
り
ゃ
ん
の
、
「
そ
れ
押
せ
、
そ

れ
引
け

っ
て
、
そ
れ
ね
ん
ち
ゃ
う
」
怒

っ
て
ば

っ
か
り
い
る
も
ん
だ
か
ら
、

一涙
流
し
て
、
子
供
い
ゃ
ん
な

っ
ち
ゃ

っ
て
、
あ
か

つ
て

き
ち
ゃ
っ
た
ん
だ

っ
て
。
そ
し
た
ら
、
ど
こ
の
子
供
だ
か
わ
か
ん
ね
け
ど
、
士
了
三
歳
に
な
る
女
の
子
が
や

っ
て
き
て
、
そ
の
鼻

ど
り
や
っ
て
や
っ
べ
っ
て
、
(中
略
)
「
そ
れ
押
せ
」
っ

て
言
う
ベ
と
思
う
聞
に
押
し
ち
ま
う
し
、
「
引
け
」
と
言
う
べ
と
思
う
ど
引

い
ち
ま
う
、

一つ
も
言
う
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ス
に
そ
の
田

一
枚
掻
い
だ
。
そ
う
し
て
消
え
ち
ゃ

っ
た
。
(
中
略
)
地
蔵
さ
ま
が
首
か

(ロ
)

ら
下
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
っ
て
言
う
ん
だ
ね
。
(
根
岸
、
坂
本
喜
孝
)

こ
の
資
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
蔵
の
変
身
し
た
子
供
が
女
性
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
管
見
に
入
る
限
り
で
は
、
観
音
菩
薩
な
ら

ば
と
も
か
く
、
地
蔵
菩
薩
の
女
性
へ
の
変
身
は
多
く
は
な
い
。
こ
の
地
蔵
菩
薩
に
つ
い
て
は
咳
を
直
し
て
く
れ
る
と
も
言
い
、
念
仏
講
中

が
八
月
二
四
日
の
祭
り
に
供
養
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
結
論
的
に
言
え
ば
、
稲
作
の
労
働
を
助
け
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
「
代
掻
き
」
と
い
う
農
耕
技
術
と
マ
ン
ガ
(
馬
鍬
)
と
い
う
農
具
の
問
題
で
あ
る
。
和
歌
山

県
有
田
郡
清
水
町
杉
野
原
と
久
野
原
に
は
、
御
田
打
と
い
う
芸
能
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
な
か
に
牛
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
こ

(日
}

の
場
合
の
牛
は
回
起
こ
し
に
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
山
陰
地
方
の
花
田
植
に
は
、

実
際
に
牛
が
登
場
し
て
回
の
代
掻
き
を
す
る
。

西
日
本
で
は
、
牛
が
農
耕
に
使
役
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
あ
る
。
広
島
県
比
婆
郡
東
城
町
塩
原
や
同
郡
比
婆
町
の
「
大
山
供
養
回



植
え
」
な
ど
で
は
、
死
ん
だ
牛
馬
の
供
養
が
神
宮
と
僧
侶
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
後
に
、
牛
に
よ
る
代
掻
き
と
早
乙
女
の
田
植
え
が
行
わ
れ

る
。
牛
に
よ
る
代
掻
き
に
は
馬
鍬
は
使
わ
れ
ず
、
凹
を
踏
ま
せ
て
な
ら
す
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
を
「
綱
が
き
」
と
い
う
。
綱

(U
)
 

が
き
の
技
術
が
代
掻
き
の
出
来
具
合
を
決
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

近
世
の
農
村
に
関
す
る
『
地
方
凡
例
録
』
に
は
、
寛
政
年
間
に
甲
州
の

一
代
官
が
馬
の
代
わ
り
に
牛
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
失

敗
し
た
実
例
が
記
載
さ
れ
て

レ
る
。
そ
の
理
由
は
、
馬
が
田
の
隅
々
ま
で
歩
レ
て
き
れ
い
に

回
を
掻
く
の
に
、
牛
は
早
々
に
角
を
廻
る
た

め
二
重
の
手
聞
が
か
か
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
掻
き
残
し
た
部
分
を
補
う
の
に
、
賃
鍬
と
称
し
て
人
を
雇
う
た
め
に
費
用
は
よ
け
い
必
要

で
あ

っ
た
と
い
う
。
し
た
が

っ
て
、
回
を
な
ら
す
に
は
牛
を
使
う
よ
り
も
、
口
取
り
の
必
要
な
馬
の
方
が
効
率
的
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
代
官
の

一
方
的
な
施
策
に
対
す
る
反
発
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
事
実
と
し
て
馬
が
卓
越
し
て
使
役
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

東
日
本
に
は
牧
が
多
く
お
か
れ
、
馬
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
当
然
の
事
と
も
言
え
よ
う
。

新
潟
県
の
蒲
原
平

野
で
は
、
牛
に
よ
る
代
償
き
は
昭
和
三

O
年
に
始
ま

っ
て
い
る
と

い
う
。
そ
れ
以
前
は
馬
に
よ

っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
牛
に
撃
を

引
か
せ
て
回
起
こ
し
を
す
る
牛
耕
が
始
ま
り
、

そ
れ
に
と
も
な

っ
て
牛
に
よ
る
代
後
き
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
考
古
学
的
な
研
究
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
福
島
県
相
馬
市
の
大
森
A
遺
跡
に
弥
生
時
代
の
水
田
遺
構
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
水
田
に
は
人
間
の
足
跡
と
共
に
牛
の
足
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
代
掻
き
の
際
の
足
跡
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い

が
、
馬
鍬
も
福
岡
県
か
ら
福
島
県
に
い
た
る
範
囲
で
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
弥
生
時
代
に
は
牛
に
よ
る
代
掻
き
が
成
立
し
て
い
た
こ
と

(げ
)

が
推
定
で
き
る
。
牛
に
よ
る
耕
作
が
先
行
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
馬
が
使
役
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
東
日
本
の
畜
産
事
情
の
特
徴

か
ら
く
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

160 



三
四

(

印

)

代
経
き
に
使
用
さ
れ
る
馬
鍬
の
形
態
は
弥
生
時
代
の
そ
れ
か
ら
、
平
安
時
代
に
鉄
の
歯
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、

明
治
時
代
ま
で
は
基
本
的
な
変
化
は
な
い
。

地
域
毎
に
歯
の
角
度
や
歯
の
数
に
は
違
い
が
あ
る
が
、
根
本
的
な
変
化
は
少
な
い
。
人
力
を

つ
か

っ
た
「
振
り
馬
鍬
」
と
い

っ
た
土
を
砕
く
た
め
の
道
具
な
ど
も
見
ら
れ
た
し
、
江
戸
時
代
の
文
献
に
は
回
転
式
の
歯
を
持

っ
た
「
車

馬
鍬
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
回
起
こ
し
用
で
あ

っ
た。

田
植
え
の
前
に
水
を
は

っ
た
田
で
使
用
す
る
馬
鍬
に
は
基
本
的
な
変

化
は
な
か

っ
た。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
噌
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
農
耕
技
術
と
し
て
の
牛
馬
に
よ
る
代
掻
き
と
そ
の
道
具
と
し
て
の
馬
鍬

が
、
回
遊
び
ゃ
御
回
行
事
な
ど
の
儀
礼
に
登
場
す
る
事
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
農
耕
技
術
と
し
て
の
代
掻
き
は
儀
礼
の
場
で
確
認
さ
れ
な
が

ら
伝
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
蔵
の
鼻
取
り
と
い
う
伝
承
も
、
こ

の
儀
礼
に
よ
る
伝
承
同
様
に
、
農
耕
技
術
の
伝
承
を
意
図
し
た
も
の
で

あ
り
、
稲
作
を

一
般
化
さ
せ
る
に
あ
た

っ
て
仏
教
の
果
た
し
た
役
割
も
小
さ
く
は
な
い
の
で
は
無
か

ろ
う
か
。

ち
な
み
に
、
伯
番
大
山
の
信
仰
圏
に
は
い
る
中
国
山
地
の
大
山
供
養
回
植
え
な
ど
で
は
、
大
山
の
智
明
権
現
が
勧
請
さ
れ
る
。
東
城
町

塩
原
の
大
田
植
え
に
お
け
る
僧
侶
の
表
白
文
に
よ
れ
ば
、
「智
明
権
現
」
は
大
日
如
来
の
化
現
、
地
蔵
菩
薩
の
黍
迩
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
大
日
如
来
も
し
く
は
地
蔵
菩
薩
の
化
現

・
垂
迩
で
あ
る
智
明
菩
薩
の
名
の
下
で
、
牛
に
よ
る
代
掻
き
と
い
う
農
耕
技
術
が
伝
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
変
身
し
た
地
蔵
菩
薩
が
代
掻
き
を
手
伝
う
と
い
う
伝
承
モ
チ
ー
フ
が
成
立
し
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。

N 

地
蔵
の
供
養
と
地
蔵
田

現
在
で
は
、
稲
作
は
ご
く
当
然
の
食
料
生
産
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
稲
は
上
納
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、



米
は

一
般
の
人
々
の
日
常
の
食
事
に
は
使
用
さ
れ
な
か

っ
た
。
せ
レ
ぜ
い
、
婚
姻
儀
礼
や
葬
式
、
あ
る
い
は
正
月
を
は
じ
め
と
す
る
年
中

行
事
な
ど
の
ハ
レ
の

日
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た。

そ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
地
蔵
の
田
仕
事
は
単
に
労
働
の
援
助
と
い

う
、
現
世
利
益
的
な
信
仰
の
領
戚
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町
の
鼻
取
り
地
蔵
に
は
以

下
の
よ
う
な
伝
承
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

地
蔵
堂
の
供
田
の
田
主
が
、
田
摘
準
備
の
代
か
き
を
し
よ
う
と
馬
を
つ
れ
て
き
た
が
、

一
人
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
困
り
き
っ

て
い
た
。
そ
の
時
伊
勢
参
り
の
道
中
だ
と
言
う
白
装
束
の
僧
が
通
り
か
か
り
ま
し
た
。
手
を
合
せ
て
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
「
よ
し

き
た
」
と
道
中
持
参
の
杖
を
馬
の
鼻
竿
に
さ
し
だ
し
て
、
代
か
き
を
手
伝

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
代
か
き
も
無
事
終
り
田
植
え
ま
で
終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

(中
略
)
振
返

っ
て
見
る
と
、
旅
僧
の
姿
が
見
え
な
い
。

あ
す
の
朝
に
な
っ
て
田
ん
ぼ
に
行

っ
て
み
る
と
、
衣
を
ま
と
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
が
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。

(中
略
)
国
主
は
地
蔵
様
を
背
負

っ
て
帰
り
、
水
で
洗

っ
て
き
れ
い
に
清
め
、
地
蔵
堂
を
建
て
て
、
そ

の
中
に
柁
り
、
あ
っ
く
信
仰

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
鏡
石
町
の
成
田
地
区
の
伝
承
で
、
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
代
後
き
の
人
手
に
困

っ
て
い
た
の
が

「
地
蔵
堂
の
供
田
の
田
主
」
だ

と
レ
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
地
蔵
聞
の
所
有
者
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う。

す
な
わ
ち
、
地
蔵
の
供
養
の
た
め
に
寄
進
さ
れ
、
耕
さ
れ

た
田
が
あ
り
、
そ
れ
を
耕
し
て
奉
仕
す
る
者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
矢
祭
町
の
中
石
井
の
鼻
取
り
地
蔵
同
様
に
、
地
蔵
の

た
め
の
供
田
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

五
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そ
れ
で
は
、

地
蔵
の
供
田
の
耕
作
の
た
め
に
、
自
ら
姿
を
変
え
て
労
働
力
を
提
供
し
た
地
蔵
菩
薩
と
は
、

一
体
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
自
ら
に
奉
仕
さ
せ
る
た
め
に
自
ら
の
労
働
力
を
提
供
し
た
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
蔵
菩
薩
の
霊
験
諌
と
し
て

は
、
地
蔵
の
出
現

が
先
行
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
地
蔵
の
霊
験
が
地
蔵

へ
の
祭
犯
を
生
み
出
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
供
養
の
回
を
提
供
す
る
こ
と

に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

福
島
市
の
五
老
内
町
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
鼻
取
り
小
僧
」
の
伝
承
は
、
こ
の
典
型
的
な
事
例
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
市
兵
衛
と
い
う
百
姓
が
田
値
え
の
支
度
が
で
き
ず
に
困

っ
て
い
る
と
、
小
僧
が
馬
の
手
綱
を
取

っ
て
、
鼻
取

り
を
し
て
く
れ
た
。
あ
ざ
や
か
な
鼻
取
り
の
手
際
で
仕
事
も
進
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
小
僧
は
「
き
ょ
う
は
よ
く
働
い
た
も
の
だ
。
つ
か
れ

が
ど
う
と
で
て
き
た
わ

い
。
だ
が
お
昼
の
鐘
の
鳴
る
前
に
戻
ら
な
く
て
は
、
お
い
ら
も
鐘
の
音
と
い
っ
し
ょ
に
地
蔵
さ
ん
に
な
る
の
だ
か

ら
」
と
思
い
な
が
ら
、
疲
れ
の
た
め
に
寝
て
し
ま

っ
た。

(中
略
)
迎
え
に
来
た
市
兵
衛
が
見
て
い
る
前
で
、
小
僧
は
姿
を
消
し
、
鼻
取

り
地
蔵
に
な

っ
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
事
例
で
見
る
限
り
で
は
、
鼻
取
り
小
僧
の
消
滅
(
死
を
思
わ
せ
る
)
が
鼻
取
り
地
蔵
の
信
仰
を
導
き
出
し
て
い
る
。
地
蔵
菩
薩
は

六
道
を
経
巡

っ
て
、
衆
生
を
救
う
の
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
自
界
取
り
小
僧
は
衆
生
を
救
う
た
め
に
出
現
し
、
自
ら
の

消
滅
を
以
て
霊
験
を
示
し
、
鼻
取
り
地
蔵
と
し
て
紀
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ

の
事
例
は
特
殊
な
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
地
蔵
菩
薩
が
人
4

を
救
う
た
め

に
、
自
ら
を
傷
つ

け
、
苦
悩
す
る
存
在
、
す
な
わ
ち
「
代
受
苦
」
を
実
践
す
る
存
在
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、

他
の
事
例
で
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
は

な
レ
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
韮
雑
炊
を
食
べ
て
、
吐
き
苦
し
み
な
が
ら
地
蔵
堂
へ
の
坂
を
登
る
小
僧
は
、
そ
れ
自
体
苦
悩
す
る
民
衆
的

仏
教
者
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
こ
そ
、
人
々
は
地
蔵

へ
の
供
養
を
重
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。



だ
が
こ
こ
で
は
、
わ
れ
わ
れ
は
地
蔵
の
本
願
に

つ
い
て
論
ず
る
の
を
中
止
し
よ
う。

仏
教
信
仰
の
中
で
地
蔵
信
仰
が
占
め
る
位
置
に
つ

い
て
は
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で

は
民
衆
的
視
点
か
ら
理
解
す
る
意
味
で
、
よ
り
現
世
利
益
的
で
は

{M) 

あ
る
が
、
田
植
え
の
手
助
け
を
す
る
地
蔵
か
ら
問
題
を
展
開
さ
せ
て
み
よ
う
。

田
仕
事
を
助
け
る
地
蔵
に
は
、
「
地
蔵
田
」
な
る
名
称
の
供
田
、
も
し
く
は
免
田
が
あ

っ
て
、
こ
れ
が
地
蔵
菩
薩
や
そ
れ
を
紀
る
寺

・

堂
に
献
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
「韮
地
蔵
」
や
「
ね
ぎ
を
嫌
う
地
蔵
」
と
い
っ

た
テ

1
7
が
持
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に

一
つ
の
推
定
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
地
蔵
田
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
供
田
や
免
田
は
、
神
田
な
ど
の
神
社
の
祭
杷
用
の

固
と
同
様
に
「
ケ
ガ
レ
」
を
嫌
う
田
で
あ
り
、
韮
や
葱
は
そ
の
た
め
に
忌
避
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
定
に

過
ぎ
な
い
。
神
社
の
祭
柁
の
費
用
に
宛
て
ら
れ
る
神
田
な
ど
の
他
に
も
、
地
蔵
の
回
や
寺
に
献
げ
ら
れ
た
田
な
ど
に
つ
い
て
も
、
よ
り
詳

細
な
調
査
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
地
蔵
の
田
槌
え
」
と

い
う
モ
チ
ー
フ
に
関
す
る
研
究
は
こ
と
さ
ら
新
し
い
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、

一
地
域
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
も

な
い
。

柳
田
園
男
、
中
山
太
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
研
究
者
が
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
柳
田
に
し
ろ
、
中
山
太
郎
に
し
ろ
、

地
蔵
の
田
植
え
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
地
蔵
の
体
に
泥
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
点
に
注
目
し
て
い
る
。
泥
を
地
蔵
の
体
に
塗
り
付
け
た

り
、
味
噌
を
塗

っ
た
り
、
あ
る
い
は
地
蔵
の
体
を
縛

っ
た
り
し
て
、
祈
願
す
る
と
い
う
方
式
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
地
蔵
の
田
植
え
の

モ
チ
ー
フ
は
そ
の
祈
願
の
形
式
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
山
太
郎
は
、
田
植
え
を
す
る
早
乙
女
が
そ
ば
を
通
る
者

に
ま
で
泥
を
打
ち
掛
け
る
習
俗
が
あ

っ
て
、
本
来
、
白
備
え
に
際
し
て
行
わ
れ
た
「
祝
儀
」
が
地
蔵
に
泥
を
つ
け
る
習
慣
と
な
り
、
田
植

え
の
地
蔵
の
モ
チ
ー
フ
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

る。

柳
田
は
泥
を
つ
け
た
り
、
味
噌
を
塗

っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
の
雨
を
呼
ぶ
、
雨
乞
い
と
し
て
行
わ
れ
た
の

三
七
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で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
秋
田
県
北
秩
田
郡
北
浦
町
野
村
の
「
寝
地
蔵
」
は
「
常
に
は
横
に
し
て
あ

っ
て
、
雨
乞
い
の
時
だ
け
こ
れ

を
立
て
て
、
石
に
田
の
泥
を

一
面
に
塗
り
ま
す
、
そ
う
す
る
と
き

っ
と
降
る
と
い

っ
て
お
り
」
、

「
恐
ら
く
泥
で
汚
す
と
、
洗
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
か
ら
雨
が
降
る
の
だ
と
、
思

っ
て
い
た
」
が
、
こ
れ
は
道
祖
神
に
対
す
る
祭
り
で
も
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
仏
教
以
前
の
信

仰
儀
礼
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
柳
田
は
こ
こ
で
も
、
彼
の
持
論
で
あ
る
道
祖
神
と
地
蔵
の
習
合
に
つ
い
て
の
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
仏
教
伝
来
以
前
に
成
立
し
た
儀
礼
が
仏
教
的
形
式
を
と

っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
教
以
前
で

あ
る
か
否
か
と
い
う
議
論
は
、
結
論
が
明
確
に
な
る
と
す
れ
ば
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
設
を
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
聞
は
、

議
論
自
体
が
不
毛
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
、
論
議
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
し
て
も
、
こ
こ
で
は
別
な
視
点
で
考
え
て
み
よ

〉円
ノ
。

中
山
太
郎
の
引
用
し
て
い
る
資
料
に
、
筑
後
国
三
瀦
郡
西
牟
田
村
大
字
流
の
正
覚
寺
の
「
水
引
地
蔵
」
の
伝
説
が
あ
る
。
大
日
照
り
で

供
田
が
荒
れ
た
の
で
、
住
職
が
祈
請
す
る
と
国
は

一
面
に
水
が
湛
え
ら
れ
て
い
た
。
厨
子
を
聞
い
て
み
る
と
、
本
尊
で
あ
る
地
蔵
の
腰
か

ら
下
が
泥
に
汚
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
八
王
子
市
元
子
安
町
の
極
楽
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
、
少
し
ば
か
り
の
免
田
の
耕
作
を
農

民
が
怠

っ
た
と
き
に
、
小
僧
と
な

っ
て
出
現
し
、
鼻
取
り
や
田
植
え
を
し
た
と
さ
れ
、

内界取
り
如
来
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
地
蔵
菩
薩
や
阿
弥
陀
如
来
が
耕
す
の
は
、
誰
の
田
で
も
な
い
、
自
ら
の
寺
に
施
入
さ
れ
る
供
田
や
免
田
で
あ

っ
た
。
す
で

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
福
島
県
岩
瀬
郡
鏡
石
町
成
田
の
鼻
取
り
地
蔵
も
、
矢
祭
町
中
石
井
の
鼻
取
り
地
蔵
で
も
寺
や
地
蔵
に
施
入
さ
れ
る

供
養
の
回
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
「
地
蔵
の
変
身
」
を
き

っ
か
け
に
供
田
や
免
田
が
用
意
さ
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
相
手
が
異
な
る
と
は
言
え
、
農
民
に
と

っ
て
は
年
貢
を
差
し
出
す
べ
き
農
地
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
供
田
や
免
田
を
耕
作
す
る
労
働
は
農
民
の
負
担
に
よ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
供
養
の
田
や
免
田
が
地
蔵
菩
薩
に
献
納
さ
れ
、
耕
作
さ
れ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
伝
承
か
寺
院
の
所
領
獲
得

の
た
め
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
仏
教
寺
院
は
荘
園
領
主
化
す
る
た
め
に
も
、
在
地
領
主
層
を
組
織
す
る
論
理
が
要
求
さ
れ
て

レ
ただ

が
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
供
養
の
閃
か
免
回
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
耕
作
す
る
農
民
達
に
と

っ
て
は
有
益
な
土
地
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
土
地
か
ら
得
ら
れ
る
米
は
、
地
蔵
菩
薩
や
寺
へ
の
供
養
と
し
て
献
げ
ら
れ
、
祭
り
に

は
農
民
の
口
に
一戻
っ
て
き
た
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
蔵
菩
薩
や
阿
弥
陀
如
来
は
農
民
に
と

っ
て
、

稲
作
の
実
り
と
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
を
直
接
保
証
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ

っ
た
。

百

地
蔵
の
霊
験
と
地
蔵
の
米
の
霊
力

速
水
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
二
一
世
紀
末
の
『
宝
物
集
』
に
は
、
地
蔵
を
信
仰
し
て
い
た
老
女
の
話
が
あ
る
。
西
坂
本
に
す
む
老
女
が
地

蔵
を
信
仰
し
て
い
た
が
、
二
反
ほ
ど
の
回
を
作
男
が
耕
し
て
く
れ
な
か

っ
た。

地
蔵
に
向
か

っ
て
、
「
も
し
人
間
な
ら
ば
、
田
植
え
を
し

て
ほ
し
い
も
の
を
」
と
訴
え
る
と
、
夢
に
若
い
僧
が
出
現
し
て
、
田
植
え
を
す
る
旨
を
告
げ
た
。
翌
朝
回
を
見
る
と
、

一
夜
の
内
に
回
植

え
が
終
わ

っ
て
い
て
、
田
に
は
鼠
の
足
跡
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
地
蔵
の
足
に
は
土
が

つ
い
て
い
た
と
い
う
。
す
で
に
こ
の
時
代
か
ら
、

足
に
泥
の

つ
い
た
地
蔵
の
説
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

柳
田
は
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
か
ら
次
の
よ
う
な
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
出
雲
の
大
社
の
農
夫
が
信
心
し
て
い
た
地
蔵
様
は
、
十

三
九

(

刷

)
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の
青
年
に
化
け
て
、
そ
の
農
夫
が
病
気
の
時
に
、
代
り
に
出
て
来
て
、
お
社
の
田
で
働
い
た
」
。
「
あ
ま
り
よ
く
働
く
の
で
奉
行
が

感
心
し
て
、
食
事
の
時
に
盃
を
一
つ
や
り
ま
し
た
。
喜
ん
で
酒
を
飲
ん
で
、
そ
の
盃
を
頭
の
上
に
か
ぶ
り
、
後
に
ど
こ
か
へ
帰

っ
て
行
き

ま
し
た
」
、
翌
日
農
夫
が
「
厨
子
の
戸
を
開
け
て
見
る
と
」
、

「
地
蔵
様
が
盃
を
か
ぶ

っ
て
、
足
は
泥
だ
ら
け
に
な

っ
て
立

っ
て
お
ら
れ
た
」

{
mU
)
 

と
い
う
。

い
ず
れ
の
説
話
で
も
、
田
の
持
ち
主
や
田
で
働
く
者
達
に
と

っ
て
、
地
蔵
は
あ
り
が
た

い
救
済
者
と
し
て
出
現
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う

な
地
蔵
の
利
益
は
、
知
り
得
る
限
り
で
も
、
古
代
末
期
か
ら
中
世
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
記
録
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
資

料
の
中
で
、
も
っ
と
も
注
意
を
惹
く
の
は
『
伯
番
国
大
山
寺
縁
起
』
や
『
大
山
寺
縁
起
』
に
見
ら
れ
る
、

地
蔵
菩
薩
出
現
の
逸
話
で
あ
ろ

円
ノ
。

す
な
わ
ち
、
備
後
の
国
の
神
石
に
地
位
の
低
い
僧
侶
が
い
た
。

地
蔵
菩
薩
に
帰
依
し
て

い
て
、
地
蔵
権
現
の
霊
地
で
あ
る
伯
番
の
大
山

に
参

っ
て
、
「生
身
の
地
蔵
」
に
会
い
た
い
と
念
じ
て
い
た
。
す
る
と
、
夢
の
中
で
下
野
の
岩
船
に
行
け
ば
会
え
る
と
の
お
告
げ
が
あ

っ

た
。
訪
ね
て
行
く
と
、
古
い
寺
の
そ
ば
に
「
柴
の
庵
」
が
あ

っ
て
、

一
人
の
僧
が
い
た
。

一
夜
の
宿
を
借
り
る
つ
も
り
で
そ
の
庵
に
泊
ま
る
と
、
夜
に
な

っ
て
訪
ね
て
く
る
者
が
あ
り
、
「
地
蔵
坊
」
と
呼
び
か
け
て
は
牛
の
鼻

取
り
や
田
植
え
の
苗
運
び
な
ど
の
手
伝
い
を
頼
ん
で
行

っ
た。

一
人
き
り
な
の
に
ど
う
す
る
の
か
と
心
配
し
て
、
翌
日
様
子
を
見
に
行
く

と
、
そ
の
僧
侶
が
あ
る
田
で
は
鼓
を
打

っ
て
嘱
し
て
お
り
、
ま
た
あ
る
里
で
は
早
苗
を
運
ん
で
い
た
。
ま
た
、
牛
の
自
界
を
取

っ
て
回
を
起

こ
し
て
い
る
所
も
あ

っ
て
、
同
じ
僧
侶
が
あ
ち
こ
ち
で
働
い
て

い
た
。
訪
ね
て
き
た
修
行
僧
は
、
こ
れ
こ
そ
地
蔵
が
「
化
現
」
な
さ

っ
た

の
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。

夜
に
な

っ
て
一戻
っ
て
き
た
庵
の
僧
侶
に
、
自
分
が
訪
ね
て
き
た
理
由
を
話
す
と
、
伯
番
の
大
山
に
こ
そ
地
蔵
菩
薩
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
の



だ
か
ら
と
、
大
山
に
帰
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
宿
の
僧
に
与
え
ら
れ
た
米
を
持

っ
て
大
山
に
向
か

っ
た
が
、
途
中
の
宿
で
米
を
炊
い
て

貰
う
と
、
こ
の
米
は
釜
に

一
杯
に
炊
き
あ
が

っ
た
。
伯
番
の
大
山
に
戻

っ
て
大
山
権
現
に
お
参
り
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
ま
る
で
下
野
で

出
会
っ
た
僧
侶
が
元
か
ら
居
た
か
の
ご
と
く
権
現
の
前
に
現
れ
た
。
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
夢
の
よ
う
に
、
そ
の
僧
侶
は

消
え
て
し
ま

っ
た
。

い
さ
さ
か
、
逸
話
の
紹
介
が
長
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
展
開
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
な
ど
に

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
下
野
の
岩
船
山
に
登

っ
た
僧
侶
は
、
庵
の
住
僧
が
山
頂
で
地
蔵
菩
薩
に
姿
を
変
え
る
の
を

目
撃
す
る
と
い
う
筋
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
で
は
、
後
に
こ
の
山
を
訪
ね
た
者
は
庵
も
見
つ
け
ら
れ
ず
、
里

(引
)

の
者
達
も
何
も
知
ら
な
か

っ
た
と
い
う
結
末
で
終
っ
て
い

る。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
地
蔵
の
変
身
、
も
し
く
は
分
身
が
農
夫
ら
の
た
め
に
、
こ
こ
ろ
よ
く
田
や
畑
に
出
て
働
い
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
縁
起
で
は
、
「
地
蔵
菩
薩
像
」
は
足
を
泥
ま
み
れ
に
し
て
は
現
れ
て
こ
な
い
。
つ
ま
り
、
庶
民
の
た
め
に
働
く
と
は
言
え
、

庶
民
の
生
活
の
レ

ベ
ル

ま
で
は
降
り
て
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「岩
船
地
蔵
」
は
、
こ
の
『
大
山
寺
縁
起
』
や
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
の
記
述
を
ど
う
受
け
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
岩
船
山
で
は
、

寛
文
十
年
(
一
六
七

O
)
付
け
の
真
名
本
「
下
野
州
岩
船
山
縁
起
」
、
及
び
延
享
元
年

(一

七
四
四
)
付
け
の
仮
名
本
「
岩
船
山
地
蔵
菩

薩
縁
起
」
(
全
五
巻
)
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
真
名
本
で
は
、
大
山
の
練
行
の
僧
侶
が
宝
亀
年
間
に
岩
船
山
を
訪
れ
て
、
生
身
の
地

蔵
に
出
会

っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
仮
名
本
は
全
五
巻
の
縁
起
で
あ
る
が
、
第
l
巻
で
は
神
代
以
来
の
山
の
由
来
を
説
明
し
、
第

二
巻
で
大
山
か
ら
の
僧
侶
の
来
訪
と
地
蔵
の
出
現
を
物
語

っ
て
い
る
。

仮
名
本
『
岩
船
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
』
で
は
、
大
山
の
僧
侶
弘
誓
坊
明
願
が
地
蔵
の
変
身
を
見
た
僧
侶
と
レ
う
こ
と
に
な
る
。
大
山
の
弘

(
印
)

四



(
印
)

誓
坊
は
生
身
の
地
蔵
を
拝
し
た
い
と
考
え
て
、
筑
紫
の
竃
戸
山
を
訪
れ
た
。
さ
ら
に
、
明
願
は
竃
戸
山
の
宝
満
大
士
の
教
え
に
よ
っ
て
、

下
野
の
岩
船
山
に
向
か
う
。
草
庵
に
住
ま
う
伊
賀
坊
は
訪
ね
て
き
た
明
願
の
話
し
を
聞
レ
て
、
自
分
だ
け
が
地
蔵
の
影
向
が
出
現
す
る
の

を
知

っ
て

レ
る
。
毎
月
十
八
日
と
二
十
四
日
に
は
地
蔵
菩
薩
が
出
現
す
る
の
で
、
し
ば
ら
く
滞
在
す
る
よ
う
に
と
勧
め
る
。

伊
賀
坊
は
村
人
の
求
め

に
応
じ
て
、
牛
の
鼻
綱
を
取
り
、
屋
根
の
萱
を
切
り
、

あ
る

い
は
柱
を
削

っ
て
働
く
と
い
う
霊
験
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
僧
は
地
蔵
の
出
現
を
予
告
し
て
弘
誓
坊
を

つ
れ
て
山
上
に
登

っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
は
山
の
背
後
に
廻
り
、
船
に
似
た
岩

の
上
に
立
つ
と
東
方
に
向
か

っ
て
、
左
右
の
手
で
自
分
の
体
を
引
き
分
け
る
よ
う
に
し
た
か
と
思
う
聞
に
、
自
ら
が
金
色
の
地
蔵
菩
薩
と

な
っ
て
出
現
し
た
。
伊
賀
坊
自
身
が
地
蔵
の
変
身
し
た
姿
で
あ
り
、
民
衆
の
救
済
の
た
め
に
現
世
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

伊
賀
坊
に
与
え
ら
れ
た
米
を
持

っ
て
弘
誓
坊
は
大
山
に
帰
る
。
途
中
で
、
こ

の
米
を
炊
か
せ
る
と
釜
に

一
杯
に
な
り
、
こ
の
米
を
受
け

た
者
に
は
そ
の
米
が

「仏
舎
利
」
と
な
っ
て
出
現
し
た
。
大
山
に
帰
り
つ
い
た
弘
誓
坊
は
、
再
び
岩
船
山
に
向
か
う
が
、
そ
こ
に
は
草
庵

も
な
く
主
の
法
師
の
姿
も
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
老
翁
の
教
え
に
よ
っ
て
、
向
か
い
側
の
山
の
古
い
松
の
下
に
お
堂
が
あ
る
こ
と
、
そ
の

中
に
「
自
然
湧
出
」
の
「
地
蔵
尊
」
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
を
本
尊
と
し
て
建
立
さ
れ
た

の
が
岩
船
地
蔵
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
岩
船
地
蔵
の
縁
起
の
中
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
弘
誓
坊
が
与
え
ら
れ
た
米
の
持
つ
霊
力
の
問
題
で
あ
る
。
贈
ら
れ
た
米
は

一
升
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、

一
合
ば
か
り
を
宿
で
炊
か
せ
る
と
大
釜
に
一

杯
に
な
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
人
に
配
っ
て
も
余
る
ほ
ど
あ
る
と

い
う
。
ま
た
、
そ
の
米
は
仏
舎
利
と
な
り
、
飯
粒
か
ら
は
光
を
放
っ
と
も
い
う。

な
ぜ
、
岩
船
山
の
縁
起
で
は
、
米
は
た
だ
の
米
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
米
は
「
地
蔵
菩
薩
」
に
よ

っ
て
「
祝
福
さ
れ
た
米
」
な
の
で
あ
る
。

仮
名
本

「岩
船
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
の
第
三
巻
以
降
は
、
岩
船
地
蔵
へ
の
庶
民
の
信
仰
を
物
語
る
モ
チ
ー
フ
が
多
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
地
蔵
田
」
の
伝
説
で
あ
る
。

四



当
国
下
高
嶋
村
に
地
蔵
田
と
い
へ
る
田
あ
り
、
む
か
し
い
つ
頃
と
い
ふ
事
は
し
ら
す
、
地
蔵
噂
牛
の
白
押
綱
を
と
り
給
ひ
て
、
耕
作

す
る
も
の
L

助
力
と
な
ら
せ
た
ま
ふ
、
さ
り
な
か
ら
田
面
の
ひ
ろ
さ
四
反
歩
一
っ

か
ね
と
て
、
菩
薩
の
細
部
難
な
さ
れ
た
る
よ
り
い
ひ

伝
ふ
と
か
や
、
そ
れ
よ
り
後
地
を
わ
け
で
一
反
四
畝
一
お
さ
と
や
ら
ん
に
て
畔
境
を
立
侍
れ
と
も
、
不
思
議
に
く
ろ
さ
か
ひ
立
ち
か

ね
ぬ
る
よ
し
、
田
の
ぬ
し
は
若
葉
惣
右
衛
門
と
云
も
の
な
り
、
此
跡
本
尊
の
擁
護
し
給
ふ
に
や
、
毎
年
耕
作
水
皐
の
障
も
な
く
、
五

穀
成
熟
せ
る
事
幾
と
し
か
、
農
民
安
堵
の
お
も
ひ
を
な
す
、
こ
れ
に
よ
り
て
毎
年
正
月
四
日
の
夜
御
堂
に
て
護
摩
修
行
の
上
、
民
家

(
M
A
)
 

へ
種
か
し
を
い
た
し
、
明
年
の
正
月
返
納
す
る
事
常
例
と
な
り
ぬ

弘
誓
坊
の
与
え
ら
れ
た
米
の
霊
力
は
、
人
々
に
豊
か
に
分
け
与
え
ら
れ
る
「
生
産
力
」
で
あ

っ
た
。
そ
の
モ
チ
ー
フ
は
こ
の
「
下
高
嶋

村
の
地
蔵
田
」
の
逸
話
で
も
生
き
て
い
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
こ

の
話
と
結
合
す
る
こ
と
で
意
味
を
明
確
に
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

地
蔵
が

鼻
取
り
を
し
て
く
れ
た
田
は
、
土
地
を
細
か
く
分
け
よ
う
と
し
て
も
畔
境
を
作
る
こ
と
は
で
き
ず
、

そ
の
後
は
毎
年
、
五
穀
の
豊
鏡
を
も

た
ら
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
毎
年
正
月
四
日

に
は
護
摩
修
行
の
祈
祷
を
し
た
上
で
、
人
々
に
種
子
を
貸
し
与
え
て
、
翌
年
正
月
に
返
す

の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
種
子
は
慶
作
を
も
た
ら
す
、
「
地
蔵
の
田
」
の
種
子
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
地
蔵
は
と
り
も
な
お
さ
ず
農
作
を
人
々
に
も
た
ら
す
「
豊
鏡
の
神
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
わ
ざ
わ
ざ
人
々
の
前
に
姿
を

変
え
て
出
現
し
、
共
に
泥
ま
み
れ
に
な

っ
て
田
で
働
く
神
で
あ
る
。
岩
船
山
の
伊
賀
坊
と
い
う
地
蔵
菩
薩
の
化
身
は
、
牛
の由界
綱
を
と

っ

て
代
掻
き
を
手
伝
う
。
こ
こ
で
は
、
大
山
供
養
田
植
え
の
場
面
で
勧
請
さ
れ
る
、
伯
番
大
山
の
智
明
菩
薩
を
思
い
浮
か
べ
る
必
要
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
伯
番
大
山
と
岩
船
地
蔵
を
つ
な
ぐ
古
代

・
中
世
仏
教
が
、
稲
作
技
術
と
地
蔵
信
仰
を
結
び
付
け
て
い

四
三
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る
は
ず
で
あ
る
。

本
来
、
地
蔵
菩
薩
は
六
道
を
巡

っ
て
人
々
を
救
済
す
る
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
地
蔵
菩
薩
に
民
衆
が
期
待
し
た
の
は
、
共
に
大
地
を
耕

し
て
く
れ
る
仲
間
で
あ
り
、
「
堕
地
獄
」
の
苦
し
み
か
ら
の
救
済
よ
り
も
、
よ
り
現
実
的
な
豊
鏡
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
働
き
手
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
直
接
米
の
増
産
を
も
た
ら
す
地
蔵
の
「
種
籾
」
を
与
え
て
く
れ
る
神
で
あ

っ
た。

さ
ら
に
、
こ

こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

速

水

備

が
『
地
蔵
信
仰
』
で
指
摘
す
る
「
地
蔵
の
田
植
え
」
に
関
す
る
諸
史
料

で
あ
ろ
う
。
一

五
世
紀
は
じ
め

の
貴
族
の
日
記
「
看
聞
御
記
」
に
は
、
「
霊
験
あ
る
地
蔵
に
、
田
植
に
模
し
た
風
流
の
だ
し
も
の
が
捧
げ

ら
れ
た
」
と
い
う。

ま
た
、
『
大
山
寺
縁
起
』
に
は
、
「
地
蔵
が
田
植
女
に
な

っ
て
、
田
楽
を
奏
す
る
あ
り
さ
ま
が
え
が
か
れ
」
て
い
る
と

い
う
。
福
島
県
東
白
川
郡
の
八
構
山
を
と
り
ま
く
地
域
に
は
、
田
植
神
事
や
田
楽
が
分
布
し
て
お
り
、
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
承
と
重
な
り
あ

っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
山
岳
修
行
を
行

っ
た
僧
侶

・
修
験
に
よ

っ
て
稲
作
技
術
が
伝
え
ら
れ
、
稲
の
種
子
が
配
ら
れ
た
と
す
れ
ば

こ
れ
ら
稲
作
と
関
わ
る
伝
承
と
地
蔵
信
仰
の
関
わ
り
、
ひ
い
て
は
稲
作
と
仏
教
の
展
開
に

つ
い
て
も
調
査
の
前
提
と
す
る
必
要
が
あ
る
の

(幻〉

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
界
取
り
地
蔵
の
主
題
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
仏
教
史
の
テ

1
7
と
関
わ

っ
て
い
る
。
仏
教
信
仰
の
現
世
利
益
的
な
側
面
は
、
来

世
で

の
平
安
を
求
め
る
浄
土
信
仰
の
側
面
と
対
立
し
な
が
ら
、
日
本
の
民
俗
仏
教
を
形
成
し
て
き
た
。
速
水
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
地
蔵

信
仰
は
本
来
的
に
来
世
信
仰
的
傾
向
を
有
し
な
が
ら
、
古
代
末
期
の
貴
族
社
会
で
は
、
地
獄
の
苦
難
を
免
れ
、
病
気
や
貧
窮
か
ら
の
救
済

を
願
う
現
世
利
益
的
信
仰
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い

っ
た
。
民
衆
の
間
で
は
、
こ
れ
が
独
特
な
地
獄
観
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
ま
た

(
犯
)

一
方
で
は
地
蔵
菩
薩
に
よ
る
現
世
で
の
救
済
を
も
た
ら
す
信
仰
を
も
展
開
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
蔵
信
仰
の
民
衆

へ
の
定
着
の
基
盤
と
な

っ
た
の
が
、
伯
番
大
山
の
山
岳
修
行
者
に
よ
る
、
地
蔵
信
仰
の
地
方
社
会
へ
の



展
開
で
あ

っ
た
。
田
中
久
夫
は
愛
宕
の
地
蔵
信
仰
を
も
、
伯
番
大
山
の
影
響
と
考
え
て
い
て
、
大
山
の
山
岳
修
行
者
に
よ
る
地
蔵
信
仰
の

布
教
を
重
視
し
て
い
る
。
伯
番
大
山
の
修
行
者
は
、
な
ぜ
、
筑
紫
や
下
野
に
旅
し
て
、
地
蔵
の
出
現
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
蔵
菩

薩
の
出
現
す
る
場
所
が
辺
境
の
地
で
あ
る
こ
と
の
理
由
は
何
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
理
由
を
問
う
よ
り
は
、
岩
船
地
蔵
が
福
島
県
の
東
南
部
の
地
蔵
信
仰
に
与
え
た
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
お
く

こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
矢
祭
町
の
念
仏
和
讃
の
中
に
岩
船
地
蔵
を
歌
い
こ
ん
だ
も
の
が
あ
る
。
念
仏
和
讃
に
取
り
込
ま
れ
る
ほ
ど
、

岩
船
地
蔵
は
一
般
的
な
存
在
と
な

っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
東
北
地
方
の
地
蔵
信
仰
の
展
開
の
中
で
は
、
下
野
岩
船
山
の
持

つ
意
味
は
大
き
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
直
接
の
関
連
が
、
岩
船
地
蔵
と
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
承
と
の
間
に
あ
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
伝
承
の
相
互
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
れ
ば
、
東
北
地
方
へ
の
地
蔵
信
仰
の
伝
播
は
よ
り
明
確
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
今
後
、
鼻
取

り
地
蔵
の
全
国
的
な
伝
播
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
山
岳
修
行
者
の
拠
点
を
中
心
と
し
た
展
開
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
承
は
東
北
地
方
へ
の
稲
作
の
地
域
的
展
開
と
定
着
の
中
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
豊
か
な
結
果
を
も
た
ら
す
種
籾
を
地
蔵
の
媒
介
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
も
と
れ
る
伝
承

か
、
古
代
以
来
の
説
話
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
が
地
蔵
の
回
仕
事
の
伝
承
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
も
推
定
で
き
る
。
岩
船
地

蔵
の
縁
起
と
福
島
県
に
分
布
す
る
地
蔵
の
田
仕
事
の
伝
承
と
の
関
係
は
そ
の
典
型
的
な
事
例
と
言
え
よ
う
。

四
五
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四

お
わ
り
に

以
上
に
論
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
我
々
が
地
蔵
の
田
仕
事
の
伝
承
に
つ
い
て
確
認
で
き
る
の
は
、
次
に
列
記
す
る
事
柄
で
あ
る
。

①
、
地
蔵
の
回
仕
事
の
伝
承
を
成
立
さ
せ
、
保
持
し
て
き
た
の
は
小
規
模
な
湧
水
田
を
開
発
し
た
「
家
」
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な

「家
」
に
は
守
護
者
(
と
し
て
の
地
蔵
)
が
あ

っ
た
と
さ
れ
た
。

②
、
地
蔵
の
田
仕
事
と
河
童
の
凹
仕
事
と
の
両
伝
承
に

は
梅
造
的
類
似
が
あ
り
、
地
蔵
と
河
童
は
置
換
可
能
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
。
水

界
の
霊
力
を
体
現
す
る
河
童
の
助
力
が
水
田
開
発
の
支
え
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
地
蔵
の
鼻
取
り
伝
承
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。

③
、
地
蔵
の
鼻
取
り
と
い
う
伝
承
に
は
、
農
耕
技
術
と
し
て
の
代
掻
き
や
馬
の
統
御
が
取
り
込
ま
れ
て
い
て
、
農
耕
の
発
達
を
促
す
性
格

が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
と
に
、
馬
の
産
地
と
し
て
の
東
北
地
方
に
と

っ
て
は
よ
り
有
効
な
技
術
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

④
、
地
蔵
菩
薩
は
回
仕
事
を
手
伝

っ
た
結
果
と
し
て
供
養
田
や
免
回
を
得
る
。
こ
の
伝
承
は
仏
教
寺
院
に
よ
る
、
所
領
と
し
て
の
団
地
獲

得
の
過
程
で
広
ま

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
田
は
、
民
衆
が
直
接
稲
(
米
)
を
得
る
手
段
と
し
て

保
持
さ
れ
、
そ
の
収
穫
は
自
ら
に
還
元
さ
れ
る
。

⑤
、
福
島
県
東
白
川
郡

一
帯
に
広
が

っ
た
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
承
は
、
岩
船
地
蔵
の
縁
起
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
伯
番
大
山
と
の
関
係
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』
記
載
の
岩
船
地
蔵
の
説
話
で
も
、
地
蔵
は
変
身
し
て
田
仕
事
を
手
伝
う
も
の
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。



⑤
、
ま
た
、
岩
船
山
の
地
蔵
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
米
は
特
殊
な
霊
力
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
の
放
に
、
岩
船
山
は
稲
の
種
籾
を
農

民
に
貸
し
与
え
て
レ
た
。

⑦
、
こ
れ
ら
の
論
証
か
ら
、
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
承
の
背
後
に
は
、
稲
作
の
推
進
者
と
し
て
の
山
岳
修
行
の
仏
教
寺
院
の
存
在
が
見
て
と
れ

る。

以
上
見
て
き
た
通
り
、
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
承
の
背
後
に
は
東
北
地
方

へ
の
稲
作
の
展
開
、
と
く
に
、

小
規
模
の
開
発
を
進
め
て
き
た

「
家
」
の
あ
り
方
と
、
仏
教
の
展
開
の
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
に
、
馬
の
鼻
取
り
に
よ

っ
て
成
功
す
る
、
代
掻
き
と
馬
鍬
の
使
用
と

い
う
農
耕
技
術
が
仏
教
寺
院
の
関
与
に
よ

っ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
過
程
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
種
籾
の

交
換
に
よ
る
稲
の
品
種
改
良
や
農
耕
技
術
の
改
良
と
と
も
に
、
稲
作
農
耕
の
発
展
を
一示
す
も
の
で
あ
り
、
地
蔵
信
仰
が
こ
れ
ら
を
媒
介
し

て
い
た
と
も
言
え
る
。

と
り
わ
け
、
農
耕
技
術
と
し
て
の
代
掻
き
と
農
具
と
し
て
の
馬
鍬
の
定
着
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
か
「
鼻
取
り
地
蔵
」
の
伝
承
に

取
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
山
岳
仏
教
寺
院
を
中
心
と
し
た
回
遊
び
ゃ
御
回
行
事
な
ど
の
儀
礼
や
芸
能
の

広
範
な
調
査

・
分
析
と
、
こ
れ
ら
農
耕
技
術
自
体
の
変
遷
に
関
す
る
調
査

・
研
究
を
含
め
て
、

今
後
の
課
題
と
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

(
剖
)

な
レ
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
、
古
代
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
各
地
に
所
領
を
獲
得
し
た
仏
教
寺
院
の
勧
農
政
策
と
の
関
連
で
の
仏
教
文
化

の
あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
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注(l
)
『
柳
田
園
男
全
集
二
五』

(ち
く
ま
文
庫
、

二
八
八
頁
1
三

O
四
頁
参
照
)、
レ
わ
き
市
長
友
の
長
隆
寺
に
伝
わ
る
伝
説
や
、
福
島
市
腰
ノ
浜
の
鼻
取

庵
の
伝
説
、
さ
ら
に
神
奈
川
県

・
東
京
都

・
静
岡
県

・
宮
城
県
の
伝
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

レ
る
。
柳
田
は
泥
を
つ
け
ら
れ
る
地
蔵
や
縛
ら
れ
る
地

蔵
の
伝
承
を
道
祖
神
の
伝
承
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
神

へ
の
祈
願
と
し
て
こ
の
よ
う
な
方
法
が
あ
っ
た
事
を
論
じ
、
仏
教
以
前
の
信
仰
の
残
存
で
あ

る
事
に
言
及
し
て
い
る
。

(
2
)
『
棚
倉
史
談
』
第
二
号
(
七
四
頁
)
、

『
ふ
る
さ
と
の
民
謡
と
伝
説
』
第
三
集

会ニ

1
五
頁
)
等
参
照

(
3
)
地
蔵
に
泥
を
つ
け
た
り
、
味
噌
を
塗

っ
た
り
す
る
習
俗
が
広
く
み
ら
れ
る
事
を
、
柳
田
園
男
が
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
こ
と
と
雨
乞
い
と

が
密
接
な
関
連
を
持

っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
(
注
l
参
照
)。

(4
)
「韮
地
蔵
」
『
東
白
地
方
の
民
話
』
(
棚
倉
高
校
編
集
、

『棚
倉
の
民
話
と
伝
説
』
に
再
録
)、

『
ふ
る
さ
と
の
民
話
と
伝
説
』
第
四
集

(八

1
一
O
頁
)

参
照
、
「
河
童
の
回
仕
事
」
の
モ

チ
ー
フ
を
考
え
さ
せ
る
展
開
で
あ
る
。

(
5
)
千
葉
徳
爾
「
田
仕
事
と
河
童
」

(大
島
建
彦
編
『
河
童
』
、
双
書
フ
ォ
ー
ク

ロ
ア
の
視
点

一
、
岩
崎
美
術
社
、

一
九
八
八
年
四
月
、

一
七
頁

1
四
四

頁
、
初
出

『信
濃
』
一

O
巻

一
号
、
昭
和
二
四
年
)

(6
)
石
川
純

一
郎

『
新
版
河
童
の
世
界
』
(
時
事
通
信
社
、
昭
和
六
O
年
)
で
も
、
多
く
の
類
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
河
童
へ
の
供
物

が
石
川
県
能
登
半
島
の

回
の
神

へ
の
供
物
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
示
唆
的
で
あ
る
。

(7
)
本
家
を
中
心
と
す
る
「
同
族
団
」
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
開
始
ま
で
、
広
く
東
北
地
方
に
み
ら
れ
た
事
と
、
こ
れ
ら
の
伝
承
は
無
関
係
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
有
賀
喜
左
衛
門
そ
の
他
の
同
族
団
論
争
や
名
子
制
度
と
称
す
る
従
属
家
族
の
問
題
を
参
照
さ
れ
た
い
(
『
有
賀
喜
左
衛
門
著
作
集
第

一

巻
1
第
三
巻
』
未
来
社
)。

ま
た
、
中
部
山
岳
地
幣
で
は
、
古
島
敏
雄
に
よ
る
「
御
館

・
被
官
制
度
」
や
「
譜
代
」
と
呼
ば
れ
る
隷
属
農
民
の
問
題
に

つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が
あ
る
(
『
近
世
日
本
農
業
の
機
造』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
三
二
年
)。

(8)
柳
田
園
男
「
河
童
駒
引
」

(
『
山
島
民
謬
集

一』
、
定
本
柳
田
園
男
集
第
二
七
巻
所
収
)
、
石
田
英

一
郎
『
河
童
駒
引
考
』
(
『
石
田
英
一
郎
全
集
第

五
巻
』
所
収
)、
小
島
理
穫
『
人

・
馬

・
他
界
l
馬
を
め
ぐ
る
民
族
自
然
誌
l
』
(
東
京
書
籍、

一
九
九

一
年

一
月
)
、
大
島
建
彦
編
『
河
童
』

(
双
書

フ
ォ
ー
ク

ロ
ア

の
視
点

一
、
岩
崎
美
術
社
、

一
九
八
八
年
四
月
)



(9)
『
棚
倉
の
民
話
と
伝
説
』

(棚
倉
町
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
四
年
)、
僧
侶
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
史
料
の
た
め
、
か
な
り
潤
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。

弘
法
大
師
や
鎌
倉
権
五
郎
景
政
な
ど
の
名
称
は
そ
れ
を
示
し
て
い
よ
う
。

(ω
)『
ふ
る
さ
と
の
む
か
し
話
』

(鮫
川
村
歴
史
民
俗
資
料
館
、
昭
和
五
八
年
)

(日
)
佐
藤
孝
徳
編
著
豆
日
あ

っ
た
ん
だ

っ
ち』

(磐
域
七
浜
昔
ば
な
し
三

O
O
話
、
昭
和
六
二
年
、
い
わ
き
地
域
学
会
、
六

0
1六
二
頁
)

(ロ
)
こ

の
資
料
は
吉
田
博
令
先
生
の
平
成
二
年

一
O
月
三
日
の
調
査
に
よ
り
ま
す
。
明
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
記
録
に
よ
れ
ば
、

北

向
き
地
蔵
と
も
呼
ば
れ
る
地
蔵
が
古
道
の
道
標
と
し
て
安
置
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
福
島
市
の
旧
市
内
に
も
同
名
の
地
蔵
が
あ
る
。
注
意
し
て

お
き
た

い。

さ
ら
に
、
こ

の
代
後
き
地
蔵
の
お
堂
の
上
方
に
は
長
者
平
と
呼
ぶ
屋
敷
跡
ら
し
き
も
の
が
あ
り
、
焼
け
た
籾
な
ど
が
出
る
と
い
う
点
に

も
興
味
を
惹
か
れ
る
。

(
日
)
『清
水
町
誌
史
料
編
』
(
清
水
町
誌
編
集
委
員
会
、
昭
和
五
七
年
九
月
、

八
四
四
頁

1
八
八

O
頁
)、
こ

の
他
に
も

「
回
遊
び
」
の
中
に
は
、
牛
が
登

場
し
て
い

る
。

(は
)
牛
尾
三
千
夫
『
大
田
値
の
習
俗
と
田
値
歌
』
(
名
著
出
版
、
昭
和
六

一
年
六
月、

二
三
六
頁
)、
市
川
健
夫
『
日
本
の
馬
と
牛
』
(
東
京
書
籍
、
昭
和

五
六
年

一
O
月、

一
九
六
頁
)、
馬
に
よ
る
代
掻
き
の
起
源
や
変
遷
に
つ

い
て
の
研
究
は
充
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
レ
ょ
う
で
あ
る
。

(日
)
『
地
方
凡
例
録
』
九
下
用
水
之
事
(
『古
事
類
苑
産
業
部

一
』
、
古
川
弘
文
館
、
昭
和
五
五
年
二
月
、
四
九
頁
所
載
)

(ぱ山
)
『
写
真
で
み
る
日
本
生
活
図
引
l
た
が
や
す
』
(弘
文
堂
、

一
九
八
九
年

一
月
、

一
八
頁
1
一
九
頁
)

(げ
)
工
楽
善
通

『
水
田
の
考
古
学
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九

一
年

一
O
月、

一
一
一
一
頁
1
一一

五
貰
)

(日目
)
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
編

『写
真
で
み
る
農
具
民
具
』
(
農
林
統
計
協
会
、
昭
和
六
三
年
六
月
、
六
三
頁
1
六
四
頁
)

(円
)
大
蔵
永
常
『
農
具
便
利
論
』
(
農
山
漁
村
文
化
協
会
、

『
日
本
農
書
全
集

一
五
』
、
昭
和
五

二
年

一
O
月
、
二
O
三
頁
i
二
O
四
頁
)

(初
)
牛
尾

『
大
田
値
の
習
俗
と
田
植
歌
』
(
一二ニ
四
頁

i
二
三
五
頁
)、
後
述
す
る
が
、
岩
船
地
蔵
の
化
身
で
あ
る
僧
侶
も
ま
た
牛
の
舞
綱
を
引

い
て
農

耕
を
助
け
る
モ
チ

ー
フ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(
幻
)
『鏡
石
の
民
話
』
(
鏡
石
町
教
育
委
員
会
、
平
成
二
年
三
月、

二
六
頁
1
二
八
頁
)

(
辺
)
『福
島
の
民
俗
E
』
(
福
島
市
史
別
巻
N
、
福
島
市
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
五
五
年
三
月
、
四
二
五
頁

1
六
頁
)
参
照
、
生
き
埋
め
に
さ
れ
て
苦
し

四

九
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五

O

(
附
)

ん
だ
僧
侶
が
、
首
を
切

っ
て
貰
い
、
地
蔵
に
犯
ら
れ
た
話
や
、
他
の
事
例
に
近
い
鼻
取
り
地
蔵
の
伝
説
な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
柳
田
園
男
の
言

葉
を
借
り
て
言
え
ば
、
「
五
老
内
町
」
は
御
霊
信
仰
の

「五
郎
」
で
あ
ろ
う
か
、
棚
倉
町
の
事
例
も
「
鎌
倉
権
五
郎
景
政
」
の
名
前
と
結
び
つ
い
て
語

ら
れ
て
い
る
。

(
お
)
『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
る
説
話
で
、
後
に
い
ろ
い
ろ
の
説
話
集
に
雨
付
録
さ
れ
る

「矢
取
り
地
蔵
」
は
地
蔵
が
身
代
わ
り
と
な
る
説
話
の
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
。

(M
)
速
水
備

『
地
蔵
信
仰
』
(
塙
新
書
、

一
九
八

一
年

一一

月
)
で
は
「
地
蔵
信
仰
の
民
衆
的
展
開
」
の
項
で
、
地
蔵
の
回
備
え
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

速
水
に
よ
れ
ば
、
中
世
浄
土
教
の
確
立
に
よ

っ
て
、
地
蔵
信
仰
を
含
む
諸
信
仰
は
現
世
利
益
の
枠
の
中
に
狭
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い

っ
そ
う
現

世
利
諮
化
を
進
め
ら
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
中
山
太
郎
「
回
値
地
蔵
」
(
同
『
日
本
民
俗
学
』

二
、
大
和
書
房
一
、
昭
和
五

二
年
二
月
、

一
七
五
頁

1
一
八
七
頁
)
、
中
山
は
、
ま
た
各
地
に
伝
わ

る
水
引
地
蔵
の
モ
チ

ー
フ

を
重
視
し
て
い
る
。

(
お
)
柳
田
『
日
本
の
伝
説
』

(二
九
八
頁
1
三

O
ニ
頁
)
参
照
、
「
寝
地
蔵
」
に
つ

い
て
は
、
菅
江
真
澄
の
資
料
に
よ

っ
て
い
る
。

(
幻
)
中
山
「
田
植
地
蔵
」
(
一
八

一
頁
)

(
お
)
速
水
『
地
蔵
信
仰
』
(
一
二
九
頁
)

(
m
U
)

柳
田
『
日
本
の
伝
説
』

(二
九
二
頁
)

(ぬ
)
「大
山
寺
縁
起
」

一
七
(
五
来
重
編
『
修
験
道
史
料
集
E
』
、
名
著
出
版
、
昭
和
五
九
年

一
二
月、

三
二
一

頁
i
三
二
二
頁
)
に
よ
る
。
『
伯
番
国
大

山
寺
縁
起
』
(
『
続
群
書
類
従
』
第
二
八
輯
上
所
収
)
で
は
記
述
は
も
っ
と
簡
単
で
あ
る
。

(
引
)
恨
津
美
術
館
蔵
「
地
蔵
笠
口
薩
霊
験
記
絵
」
や
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
絵
詞
」
な
ど
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
、
主
人
公
の
僧
侶
の
名
前
な
ど
は
出

て
こ
な
い
。
つ

ま
り
、

一
地
方
の
伝
承
に
過
ぎ
な
い
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
栃
木
県
郷
土
文
学
研
究
会
「
翻
刻
岩
船
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
(
栃
高
教
国
語
部
会
『
国
語
』

一
四
号
、
昭
和
四
九
年
、
細
谷
藤
策
翻
刻
担
当
)
に
よ

る。

(
お
)
向
上
「
岩
船
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
(
二
九
頁

1
三
二
頁
)



(
初
)
向
上
「
岩
船
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
」
(
一
二
三
頁
)

(
お
)
明
ら
か
に
こ
れ
は
「
利
稲
」
で
あ
り
、
柄
堂
銭
同
僚
に
寺
の
経
済
活
動
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
民
衆
に
と

っ
て
は
、
霊
力
の
あ

る
種
籾
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(
お
)
牛
尾
『
大
田
績
の
習
俗
と
田
植
歌
』

(
二
二
六
頁
1
二
四
五
頁
参
照
)
。

(幻
)
速
水

『
地
蔵
信
仰
』
(
一
二
九
頁
)

(
お
)
速
水
偽
「
日
本
古
代
貴
族
社
会
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
の
展
開
」
(
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
一

七
l

一
、
昭
和
四
四
年
、
阪
井
徳
太
郎
編
『
地

蔵
信
仰
』
、
雄
山
閣
、
昭
和
五
八
年
に
収
録
)
参
照

(
m
m
)

田
中
久
夫
「
地
蔵
信
仰
の
伝
婿
者
の
問
題

|

『
沙
石
集
』
『
今
昔
物
語
集
』
の
世
界
|
」
(
『
日
本
民
俗
学
』
八

二
号
、
昭
和
四
七
年
、
ニ
O
頁

1

三
九
頁
)
参
照

(
川
刊
)
拙
稿
「
矢
祭
町
念
仏
和
讃
資
料
」

(
『
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第

一
五
号
、

一
九
八
七
)
、
光
明
真
言
と
十
三
仏
か
ら
始
め
ら
れ
る
が
、

和
讃
の
二
番
目
に
記
録
さ
れ
る
ほ
ど

一
般
的
で
あ
る
。

(れ
)
本
稿
は
、

一
度
矢
祭
町
民
俗
調
査
団
関
係
者
で
発
行
し
て
い
る
同
人
誌

『
じ
ね
ん
じ
よ
』

に
掲
載
し
た
も
の
に
再
検
討
を
加
え
、
大
幅
に
内
容
を

改
訂
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
分
な
資
料
の
検
索
を
す
ま
せ
て
レ
な
レ

の
で
、
不
満
足
な
ま
ま
の
部
分
も
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
一再
度
発
表
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
再
録
を
許
可
し
て
く
れ
た
同
人
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
大
方
の
ご
批
判
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
発
表
の
文
章

と
今
回
の
文
章
と
の
差
は
、
農
耕
技
術
に
関
す
る
伝
承
と
い
う
観
点
を
加
え
た
こ
と
と
、
河
童
伝
承
と
の
比
較
に
よ
っ
て
伝
承
の
基
盤
と
し
て
の
社

会
に
つ
い
て
の
見
解
を
加
え
た
点
で
あ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た

っ
て
は
、
吉
田
博
令
先
生
及
び
菊
池
健
策
氏
か
ら
多
く
の
資
料
を
提
供
し
て
レ
た
だ
い
た
。

ま
た
、
本
稿
は
矢
祭
町
で
の

「奥
久
慈
文
化
研
究
会
」

で
の
発
表
を
踏
ま
え
て
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
片
野
先
生
を
は
じ
め
、
当
日
の
討
議
で
の
貴
重
な
意
見
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
岩
船
地
蔵
に

つ
い
て
は
、
都
留
文
科
大
学
の
中
野
猛
先
生
に
多
く
の
資
料
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
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日
蓮
聖
人
「
十

一
通
御
書
」
の
考
察

西堀

脇

哲教

夫通

第
一
章

真
偽
論

一、

序

十

一
通
御
書
(
以
下
「
本
書
」
と
略
称
)
と
は
文
永
五
年
(
一
二

六
八
年
)
十
月
、
日
蓮
聖
人
(
以
下
敬
称
略
)
が
執
権
北
条
時
宗
等

鎌
倉
幕
府
の
要
人
並
び
に
建
長
寺
住
職
道
隆
等
鎌
倉
仏
教
界
の
有
力
者
ら
、
合
計
十

一
人
に
送

っ
た
と
さ
れ
る
書
翰
の
こ
と
で
あ
る
。

同
年
正
月
、
日
本
の
入
貢
を
促
す
蒙
古
の
国
書
が
太
宰
府
に
到
着
し
た
。
幕
府
の
報
告
に
も
と
、
つ
い
て
対
応
を
協
議
し
た
京
都
の
朝
廷

は
、
蒙
古
の
要
請
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
決
定
、
伊
勢
神
宮
な
ど
に
神
助
の
祈
願
を
始
め
た
。
幕
府
は
朝
議
決
定
以
前
に
蒙
古
の
入
窟
に
備

え
て
西
国
御
家
人
ら
に
臨
戦
態
勢
の
準
備
を
命
じ
て
い
る
。

一
方
自
蓮
に
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
兵
力
の
使
用
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
蒙
古
国
書
の
到
来
が
八
年
前
の
文
応
元
年
ご

二
六
O
年
)
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二

(

川
)

幕
府
の
実
力
者
北
条
時
頼
に
提
出
し
た

『
立
正
安
国
論
』
で
予
言
し
た
他
国
侵
逼
の
難
の
適
中
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で
日
蓮
は
同
年
四
月
五
日
、
前
の
得
宗
家
家
臣
と
考
え
ら
れ
る
法
鑑
房
に
奮
を
呈
し
、
『立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
予
言
の
適
中
を

指
摘
し
、
念
併

・
禅
の
「
邪
教
」
に
よ
る
祈
祷
を
止
め
て
、
法
華
の
正
法
に
帰
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
(
「
安
国
論
御
勘
由
来
」)。

こ
れ
に
対
し
法
鑑
一
房一
文
は
幕
府
が
何
ら
か
の
処
置
を
と

っ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
恐
ら
く
無
視
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

日
蓮
は
同
年
八
月
と
九
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
得
宗
被
官
宿
屋
左
衛
門
入
道
最
信
に
手
紙
を
書
き
、
「
御
勘
由
来
」
の
趣
旨
を
執
権
時
宗

に
取
り
次
く
こ
と
を
依
頼
し
た
。
し
か
し
最
信
も
こ
の
依
頼
に
応
じ
な
か

っ
た
。
も

っ
と
も
文
永
五
年
八
月
二
十
一
日
付
け
で
送

っ
た
と

さ
れ
る
最
信
宛
の
手
紙
(
「
宿
屋
入
道
許
御
状
」
)
に
つ

い
て
は
、
員
蹟
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
信
想
性
を
疑
う
向
き
も
あ
る
。
し

か
し
同
年
九
月
発
送
と
信
じ
ら
れ
る
「
宿
屋
入
道
再
御
状
」
(
員
蹟
断
片
)
か
ら
、
八
月
に
も
最
信
に
手
紙
を
書
い
た
こ
と
は
事
実
の

よ

う
で
あ
る
。

そ
こ
で
日
蓮
は
同
年
十
月
十

一
日
、
十

一
通
御
書
と
称
さ
れ
る
十
一

通
の
手
紙
を
書
き
、
政
界
並
び

に
仏
教
界
の
有
力
者
ら
十

一
人
に

一
斉
に
送

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
が
宛
て
ら
れ
た
の
は
執
権
時
宗
、
執
権
の
家
臣
宿
屋
入
道
、
執
権
(
得
宗
)
家
家
司
平
左
衛

門
頼
綱
、
北
条
弥
源
太
、
建
長
寺
道
隆
、
極
栄
寺
良
観
、
大
仏
殿
別
当
、
寿
福
寺
、
浄
光
明
寺
、
多
宝
寺
、
長
楽
寺
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
大
同
小
異
、
予
言
の
適
中
を
指
摘
し
、
諸
大
寺
に
対
し
て
公
場
対
決
を
迫

っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

一一
、
偽
書
説

本
書
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
近
代
史
学
者
ら
に
よ
る
偽
書
説
が
出
さ
れ
て

い
る。

姉
崎
正
治
の

「
十

一
通
書
状
か

ら
竜
の

口
へ」



(
『
大
崎
学
報
』
五
九
号
、
大
正
十
年
)、
市
村
其
三
郎
の
「
元
冠
と
日
蓮
」
(
『
歴
史
地
理
』
五
四
号
、
昭
和
四
年
)、
浅
井
要
鱗

「
十

一

通
御
室田の
研
究
」
(
『
日
蓮
教
学
の
研
究
』
京
都、

平
楽
寺
書
居
、
昭
和
二
O
年
)
な
ど
で
あ
る
が
、
最
近
の
史
学
者
川
添
昭

二
も
『
日

蓮

そ

の
思
想

・
行
動
と
蒙
古
襲
来
』

(東
京
、
清
水
書
院
、
昭
和
四
六
年
)
、

『
蒙
古
襲
来
研
究
史
論
』
(
東
京
、
雄
山
間
出
版
、
昭
和

五
二
年
)
で
偽
書
説
を
と
り
、
本
書
は
文
永
六
年
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
十

一
月
二
十
八
日
と
い
う
日
付
け
の
あ
る
四
条
金
吾
宛
て

(註
l
)

手
紙
(
「
金
吾
殿
御
返
事
」)
や
、
建
治
元
年
(
一
二
七
五
年
)
執
筆
の
『
僕
時
抄
』
な
ど
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

だ
ろ
う
と
結
論
し
て
レ
る
。

さ
て
こ
れ
ら
の
偽
書
説
は
文
献
論
的
考
察
、
語
句
・
日
付
け
の
問
題
、
思
想
的
考
察
、
文
章
論
に
分
類
す
る
事
が
出
来
よ
う
。
文
献
論

的
に
本
書
の
弱
点
は
員
蹟
が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
員
撰
で
あ
る
こ
と
を
証
拠
だ
て
る
よ
う
な
確
か
な
根
拠
も
な
い
事
で
あ
る
。

日
蓮

遺
文
中
、
本
書
に
触
れ
て
い
る
の
は
「
種
々
御
振
舞
御
室岡
」
と
「
弟
子
担
那
中
御
書
」
だ
け
で
あ
る
が
、
両
書
と
も
偽
書
論
が
絶
え
な
い
。

日
蓮
滅
後
約
二
百
年
間
、
門
下
の
記
録
や
侍
記
な
ど
で
、
蒙
古
牒
状
や
龍
口
法
難
に
ふ
れ
な
が
ら
も
本
書
に
言
及
し
た
も
の
が
な
か

っ
た。

最
初
に
触
れ
た
の
は
日
蓮
の
滅
後
約
二
百
年
に
出
来
た
啓
運
日
澄
の
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ

の
『
註
画
讃
』
は
潤

色
も
多
く
、
出
政
ハ
を
示
さ
な
い
の
で
文
献
的
債
値
を
認
め
る
事
が
出
来
な
い
と
い
う
。
そ
の
後
約

一
世
紀
を
経
て
文
禄
四
年

(
一
五
九
五

年
)
京
都
本
満
寺
の
日
重
が
編
纂
し
た
『
本
満
寺
御
書』

第

一
巻
に
十

一
通
御
書
の
全
文
が
は
じ
め
て
載
せ
ら
れ
た
。

即
ち
本
書
は
日
蓮

滅
後
数
百
年
を
経
て
始
め
て
現
れ
た
も
の
で
、
文
献
学
上
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
偽
書
論
者
が
主
張
す
る
。

次
に
本
書
の
う
ち
、
頼
綱
、

道
隆
、
良
観
に
宛
て
ら
れ
た
書
状
に
執
権
を
指
し
て
「
鎌
倉
殿
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
世

史
家
の
川
添
は
「
当
時
の
一
般
的
史
料
か
ら
そ
の
よ
う
な
表
現
は
あ
り
え
な
い
」
と
言
明
し
て
い
る
。

日
蓮
の
遺
文
中
、
こ
の
外
に
も
同

じ
呼
称
を
用
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
何
れ
も
確
実
な
御
書
で

は
な
い
と
浅
井
が
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
宿
屋
入
道
、
頼
綱
、
弥

三

(別
)



(
附
)

源
太
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
に
は
、
第
二
人
称
敬
称
と
し
て
「
貴
殿
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
日
蓮
の
員
蹟
遺
文
で
は
「
血
貝
辺
」
が
普
通

で
あ
る
と
市
村
が
指
摘
し
て
い
る
。
蒙
古
国
警
の
鎌
倉
到
着
の
月
日
に
つ
い
て
、
時
宗
、
宿
屋
入
道
、
道
隆
、
大
仏
殿
、
寿
福
寺
宛
て
の

五
書
と
も
正
月
十
八
日
と
な

っ
て
い
る
が
、

他
の
員
蹟
遺
文
で
は
全
て
「
後
の
」
又
は
「
潤
」

正
月
十
八
日
で
あ
る
。
ま
た
大
仏
殿
宛
て

書
に
引
か
れ
て
い
る
蒙
古
国
書
は
東
大
寺
尊
勝
院
本
な
ど
と
体
裁
も
違
い
、
白
蓮
が
同
国
書
の
日
付
け
「
至
元
三
年

八

月

日

」
を
「
至

元
三
年
丙
寅
正
月
日
」
と
間
違
え
た
と
は
信
じ
難
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

思
想
的
に
文
永
五
年
の
日
蓮
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
が
本
書
に
含
ま
れ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
道
隆
宛
て
の

書
状
に
見
え
る
員
言
排
撃
論
に
つ
い
て
、
姉
崎
や
市
村
は
日
蓮
が
員
言
宗
の
批
判
を
開
始
し
た
の
は
文
永
七
年
で
あ
り
、
文
永
五
年
に
書

か
れ
た
は
ず
の
本
書
に
員
言
排
撃
論
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。
本
書
が
宛
て
ら
れ
た
と
い
う
十
一
箇
所
の
中
に
員
言
寺
院
が
一

箇
寺
も
含
ま
れ
て
い
な
い
事
か
ら
も
、
こ
れ
は
明
白
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
周
知
の
如
く
『
立
正
安
国
論
』
に
お
け
る
日
蓮
の
批
判

の
対
象
は
専
ら
念
併
宗
で
あ

っ
た
が
、
文
永
五
年
四
月
の
「
安
国
論
御
勘
由
来
」
で
も
員
言
宗
は
批
判
さ
れ
て
い
な
レ
。
と
こ
ろ
が
文
永

(註

2
)

七

年

(
一
二
七

O
年
)

に
な
る
と
「
善
無
由
民
三
蔵
抄
」
「
天
台
民
言
勝
劣
事
」
「
法
門
可
被
牢
之
事
」
な
ど
で
、
日
蓮
は
員
言
宗
を
非
難
し

て
い
る
。
恐
ら
く
日
蒙
関
係
の
緊
張
と
共
に
朝
廷

・
幕
府
か
ら
調
伏
の
祈
祷
を
依
頼
さ
れ
た
員
言
密
教
の
隆
昌
に
刺
戟
さ
れ
て
、
日
蓮
の

員
言
宗
に
対
す
る
態
度
が
急
変
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
市
村
が
推
測
し
て
い
る
。

{註
3
)

又
こ
の
頃
日
蓮
が
自
ら
「
蒙
古
国
退
治
の
大
将
た
り
」
と
か
「
彼
(
蒙
古
田
)
を
調
伏
せ
ら
れ
ん
こ
と
白
蓮
に
あ
ら
ざ
れ
ば
叶
う
べ
か

(註
4
)

ら
ず
」
と
言
明
し
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
と
浅
井
が
主
張
す
る
。
『
撰
時
抄
』
や
『
報
恩
抄
』
の
よ
う
な
員
蹟
遺
文
に
見
ら
れ
る
日
蓮
の

蒙
古
に
対
す
る
態
度
は
、
も
し
日
本
政
府
が
邪
宗
の
信
仰
を
改
め
な
い
な
ら
ば
、
併
使
が
外
敵
と
な

っ
て
来
冠
し
、
日
本
を
攻
め
亡
す
で

あ
ろ
う
と
言
う
蒙
古
併
使
論
で
あ
る
。
従

っ
て
員
の
併
の
教
え
で
あ
る
『
法
華
経
』
の
行
者
を
自
任
す
る
日
蓮
が
、
日
本
人
の
先
頭
に
立

四



っ
て
蒙
古
を
撃
退
し
よ
う
と
誓
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
言
う
も
の
で
あ
る
。

最
後
の
文
章
論
は
主
と
し
て
浅
井
の
説
で
あ
る
。
浅
井
は
先
ず
、
日
蓮
の
消
息
文
は
大
て
い
仮
名
混
り
文
で
あ
る
の
に
本
書
は
漢
文
体

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
を
提
出
す
る
。
時
宗
、
頼
綱
な
ど
政
府
の
当
事
者
ら
に
も
送
ら
れ
た
公
文
書
的
な
手
紙
で
あ

っ
た
の

で
、
あ
ら
た
ま
っ
て
漢
文
で
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
レ
事
も
な
レ
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、

そ
の
数
年
後
に
書
か
れ
た
『
撰
時
抄
』

に
『
予
に
三
度
の
高
名
あ
り
』
と
言
っ
て
『
立
正
安
国
論
』
の
献
上
と
平
頼
綱
に
対
す
る
二
度
の
諌
言
を
挙
げ
な
が
ら
、
本
書
に
よ
る
諌

嘆
に
は

一
言
も
館別
れ
て
い
な
い
の
が
理
解
出
来
な
い
と
す
る
。

(設
5
)

又
浅
井
は
「
長
老
忍
性
、
速
か
に
噸
弄
の
心
を
翻
え
し
早
く
日
蓮
房
に
帰
せ
し
め
給
え
」
や
「
す
み
や
か
に
退
治
を
加
え
給
え
。
然
れ

(註
6
)

ば
日
蓮
を
お
い
て
之
を
叶
う
べ
か
ら
ず
。
早
く
我
慢
を
倒
し
て
日
蓮
に
帰
す
べ
し
」
な
ど
は
、
日
蓮
の
文
章
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
風
格

が
な
い
と
評
し
て
い
る
。

又
浅
井
は
本
書
中、

「
与
建
長
寺
道
隆
書
」
に
見
ら
れ
る
他
宗
排
撃
の
四
句
「
念
併
者
無
間
地
獄
業
、
禅
宗
天
魔
所
為
、
員
言
亡
国
悪

法
、
律
宗
国
賊
妄
説
」
は
後
世
の
所
謂
四
箇
格
言
「
念
併
無
問
、
禅
天
魔、

員
言
亡
国
、
律
国
賊
」
に
酷
似
し
た
成
句
に
な

っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
。
日
蓮
の
員
蹟
遺
文
中、

四
箇
格
言
の
形
式
が
と
と
の

っ
て
い
る
の
は
弘
安
三
年
(
一
二

八

O
年
)
の
「
諌
暁
八
幡
抄
」
が
最

初
で
あ
る
。
但
し
こ
れ
は
「
員
言
は
国
を
ほ
ろ
ぼ
す
。
念
併
は
無
間
地
獄

・
禅
は
天
魔
の
所
為

・
律
は
国
賊
」
と

い
う
仮
名
ま
じ
り
文
で

あ
り
、
四
句
の
順
序
も
所
謂
四
箇
格
言
と
は
同

一
で
な
い
。
そ
れ
が
日
蓮
の
滅
後
、
講
釈
師
ら
に
よ

っ
て
洗
練
さ
れ
、
順
序
も
変
え
ら
れ

て
所
謂
四
箇
格
言
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
レ
る
。
と
す
る
と
「
与
道
隆
書
」
中
の
四
句
は
偽
造
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
レ
こ
と
に
な
る
。

五

l88 
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三
、
長
撰
論

こ
れ
ら
の
偽
書
論
に
対
し
て
、
組
織
的
な
反
論
は
見
当
ら
な
い
。

し
か
し
偽
書
論
が
受
け
容
れ
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
こ
と
は
、
戦
後

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
が
線
カ
を
挙
げ
て
編
纂
し
た
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
正
篇
に
本
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推

察
さ
れ
る
。
こ
の
正
篇
に
は
員
蹟
遺
文
、
員
撰
確
実
な
る
も
の
の
外
に
員
偽
確
定
せ
ざ
る
も
宗
義
の
信
仰
上
重
要
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
。
従

っ
て
本
書
は
員
偽
未
定
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
先
学
の
意
見
を
参
考
に
、
偽
室
田
論
に
対
す
る
反
論
を
ま
と
め

て
見
る
。

員
蹟
が
現
存
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
七
百
年
以
前
の
記
録
が
現
存
し
な
い
か
ら
と
い

っ
て
直
ち
に
そ
の
信
湿
性
を
疑
う
こ
と

は
出
来
な
い
と
言
え
よ
う
。
又
信
頼
出
来
る
古
記
録
等
に
直
接
本
書
に
触
れ
た
の
も
の
が
な
い
と
言
う
が
、
「
種
々
御
振
舞
御
書
」
は
嘗

て
身
延
山
に
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
の
弟
子
や
門
下
の
記
録
等
に
本
書
に
触
れ
た
も
の
が
な
く
、
本
満
寺
本
以
外
の
古
い
遺
文

集
に
も
本
書
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
法
敵
の
迫
害
を
恐
れ
た
日
蓮
滅
後
の
門
下
が
保
身
の
た
め
に
、
本
書
並
び
に
関
係
記
事
を
抹
殺

(註
7
)

又
は
陰
蔽
し
た
か
ら
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
文
永
六
年

(
一
二
六
九
年
)

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
金
吾
殿
御
返
事
」
に

「
去
年
方

々
に
申
し
候
し
か
ど
も
、
い
な
せ
の
返
事
候
は
ず
候
。
今
年
十

一
月
の
比
、
方
々
へ
申
て
候
へ
ば
、
少
々
返
事
あ
る
か
た
も
候
。
を
ほ
か

た
の
人
の
心
も
や
わ
ら
ぎ
て
、
さ
も
や
と
を
.ほ
し
た
り
げ
に
候
。
」
と
あ
る
。
「
去
年
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
手
紙
を
出
し
た
が
返
事
が
な
か
っ

た
」
と
レ
う
の
は
文
永
五
年
十
月
の
本
書
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
年
間
ち
文
永
六
年
に
は
三
月
と
九
月
の

二
回
に
わ
た
り
蒙
古
の
使
者
が

到
着
し
て
い
る
。
そ
こ
で
十

一
月
頃
再
び
各
所
に
手
紙
を
奮
い
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
少
々
反
応
が
あ

っ
た
。
日
蓮
の
言
う
こ
と
を
「
そ
う



か
も
知
れ
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
言
う
意
味
だ
ろ
う
。
こ
の
手
紙
(
員
蹟
遺
文
)
か
ら
所
謂
『
十
一
通
御
書
』
ま

た
は
そ
れ
に
似
た
手
紙
の
存
在
は
否
定
出
来
な
い
よ
う
だ
。

執
権
を
指
し
て
鎌
倉
殿
と
呼
ぶ
用
例
は
日
蓮
の
「
確
実
な
る
」
御
警
に
は
見
ら
れ
な
い
と
浅
井
が
主
張
し
て
い
る
が
、
浅
井
が
、
「確

実
で
な
レ
」
と
考
え
る
遺
文
の
う
ち
、
「
王
舎
域
事
」
は
員
蹟
が
曽
て
身
延
に
存
在
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
又

「
富
城
入
道
殿
御
返
事
」

は
員
蹟
が
中
山
法
華
経
寺
に
現
存
す
る
。
第
二
人
称
敬
語
と
し
て
「
貴
辺
」
で
な
く
「
貴
殿
」
が
数
箇
所
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
転
写
の
際
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
員
蹟
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
確
め
よ
う
の
な
い
問
題
で

あ
る
。
日
付
け
の
問
題
に
関
し
て
姉
崎
は
「
(日
蓮
)
上
人
は
特
に
年
号
の
用
い
方
に
厳
格
で
」
文
応
元
年
と
正
元
二
年
と
を
間
違
え
る

よ
う
な
こ
と
は

一
度
も
な
か

っ
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
文
永
五
年
の

「
安
国
論
副
状
」
に
は
正
元
二
年
(
正
確
に
は
文
応
元
年
)
『
安

国
論
』
を
時
頼
に
提
出
し
た
と
あ
る
。
筆
写
の
際
に
お
け
る
欠
落
又
は
誤
写
の
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
日
付
け
の
違
い
を
も

っ
て

偽
書
と
断
定
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

思
想
的
考
察
。
本
書
の
書
か
れ
た
文
永
五
年
の
時
点
で
は
日
蓮
が
員
言
宗
の
排
撃
を
し
て
い
な
い
は
ず
だ
と
い
う
主
張
の
根
拠
は
、
文

永
七
年
以
前
の
遺
文
に
は
(
本
蓄
を
除
い
て
)
員
言
を
排
斥
し
た
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
本
書
の
宛
て
先
き
に
員
言
宗
寺
院
が
含

ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
の
員
言
排
斥
論
が
最
初
に
見
ら
れ
る
文
永
七
年
の
遺
文
と
し
て
姉
崎
、
市
村
が
挙
げ

る
も
の
の
う
ち
、
「
法
門
可
被
申
之
事
」
以
外
は
員
蹟
が
見
つ
か

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
唯

一
の
員
蹟
遺
文
も
古
来
文
永
七
年
で
な
く
、
六

年
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
又
当
時
の
鎌
倉
寺
院
は
三
宗
又
は
四
宗
兼
学
が
普
通
で
、
市
村
が
代
表
的
員
言
寺
院
と
し
て
挙
げ
て
い
る
鶴
岡

(註
8
)

八
幡
宮
寺
に
し
て
も
、
ヰ
寸
門
系
、

山
門
系
、
東
寺
系
の
僧
侶
が
混
在
し
て
お
り
、
宗
旨
を
云
々
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

従
っ
て
日
蓮
が
真
言
排
撃
に
踏
み
切
っ
た
の
は
本
書
を
書
い
た
文
永
五
年
の
終
り
頃
と
言
え
な
い
事
も
な
い
。

七
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八

(

郎

)

本
書
に
見
ら
れ
る
日
蓮
の
蒙
古
国
に
対
す
る
態
度
と
『
撰
時
抄
』
『
報
恩
抄
』
な
ど
の
員
撰
遺
文
に
見
ら
れ
る
蒙
古
併
使
論
の
矛
盾
に

つ
い
て
、
日
蓮
の
警
告
的
態
度
が
国
家
の
危
急
存
亡
の
機
に
際
し
て
、
愛
国
者
的
に
変

っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
者
も
あ
る
と
浅
井
が
指

摘
し
て
い
る
。
一
方
、
文
永
八
年
佐
渡
流
罪
以
前
の
日
蓮
は
国
師
採
用
の
望
み
を
持

っ
て
い
た
の
で
愛
国
論
者
的
言
辞
を
弄
し
て
い
た
が
、

{註
9
)

流
罪
に
よ

っ
て
そ
の
望
み
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
後
は
蒙
古
仏
使
論
に
変
っ
た
と
言
う
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
『
立
正
安
国
論
』
の
他
国
侵

逼
の
難
は
換
言
す
れ
ば
仏
使
侵
冠
論
で
あ
り
、
日
蓮
の
態
度
は
佐
渡
流
罪
前
後
に
一
貫
性
が
あ
る
。
従

っ
て
十

一
通
御
書
に
見
ら
れ
る
日

蓮
の
愛
国
者
的
言
辞
に
は
疑
問
が
残
る
。

最
後
に
文
章
論
に
移
る
。
本
書
は
公
文
書
の
よ
う
に
漢
文
体
で
書
か
れ
な
が
ら
、
他
の
遺
文
中
特
に
取
り
立
て
て
記
さ
れ
て
い
な
い
理

由
に
つ
い
て
姉
崎
は
、
蒙
古
牒
状
の
到
着
以
来
約
二
年
間
(
文
、
氷
五
|
六
年
)
日
蓮
は
鎌
倉
に
あ

っ
て
絶
え
ず
手
紙
な
ど
に
よ
る
諌
暁
活

動
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
『
立
正
安
国
論
』
の
呈
上
、
頼
綱
と
の
殿
中
問
答
の
よ
う
な
一
時
的
な
出
来
事
で
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
。

次
に
日
蓮
の
文
章
と
し
て
は
風
格
の
欠
け
た
部
分
が
あ
る
と
い
う
議
論
は
、
具
体
性
の
欠
け
た
主
観
論
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
四

箇
格
言
に
似
た
「
与
建
長
寺
道
隆
書
」
に
見
ら
れ
る
四
句
は
後
人
の
偽
作
で
あ
る
と
い
う
議
論
も
、
文
永
五
年
の
時
点
に
お
い
て
は
日
蓮

は
ま
だ
真
言
批
判
を
始
め
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
確
か
な
証
拠
が
な
い
限
り
、
主
観
論
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
一
定
の
成
句
に
な

っ
て
い
る
の
は
古
今
問
題
と
な

っ
た
御
書
に
多
く
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
」
か
ら
と
言

っ
て
、
十

一
通
御
書
は
偽
書
で
あ
る
と
断
定
は
出
来

な
い
だ
ろ
う
。
前
述
し
た
如
く
、
文
永
五
年
に
日
蓮
は
員
言
批
判
を
始
め
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
確
定
的
証
拠
は
な
い

よ
う
だ
か
ら
、
日

蓮
滅
後
の
講
釈
師
ら
が
「
与
建
長
寺
道
隆
書
」
を
参
考
に
し
て
、
所
謂
四
箇
格
言
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
可
能
性
も
全
く
な
い
わ
け
で
は

な
し
。



以
上
、
本
書
の
員
偽
論
を
文
献
論
的
考
察
、
語
句

・
日
付
け
問
題
、
思
想
的
考
察
、
並
び
に
文
章
論
に
分
け
て
考
察
し
た
が
、
現
段
階

に
お
い
て
た
確
か
な
こ
と
は
、
蒙
古
国
書
の
到
来
に
際
し
、
日
蓮
が
本
書
に
似
た
内
容
の
手
紙
を
各
所
に
送

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
そ
の
手
紙
は
現
存
す
る
十

一
通
御
書
と
同

一
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
換
言
す
れ
ば
本
書
が
日
蓮
の
員
撰
と
言
う
に
は
疑

わ
し
い
点
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
偽
書
で
あ
る
と
断
定
出
来
る
よ
う
な
確
た
る
根
拠
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

十
一
通
御
書
の
員
偽
論
で
、
議
論
が
尽
さ
れ
て
い
な
し
V

と
思
わ
れ
る
の
は
文
章
論
の
よ
う
で
あ
る
。
浅
井
は
日
蓮
の
文
章
と
し
て
は
品

格
が
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
議
論
に
具
体
性
を
持
た
せ
る
為
に
は
、
日
蓮
の
員
蹟
乃
至
員
撰
と
認
め
ら
れ
る
文

章
と
、
本
書
の
文
章
の
文
体

・
文
法
論
的
比
較
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
本
書
の
員
偽
論
を

一
歩
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

堀

教
通
)

註
(l
)
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
選
文
』
で
は
文
永
七
年
と
し
て
い
る
が
、
姉
崎
、
市
村
、

川
添
は
共
に
文
、
氷
六
年
と
考
え
る
。

(2
)
『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
選
文
』
で
は
文
永
六
年
と
な

っ
て
い
る
が
、
姉
崎
も
市
村
も
文
永
七
年
と
断
言
す
る
。

(
3
)
「
与
極
楽
寺
良
観
書
」
原
漢
文
。

(4
)
「与
北
条
時
宗
書
」

原
漢
文
。

(5
)
「
与
極
楽
寺
良
観
書
」
原
漢
文
。

(6
)
「
与
大
仏
殿
別
当
書
」
原
漢
文
。

九
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(7
)
註
l
参
照

(8
)
村
野
宣
忠

『
日
蓮
聖
人
と
鎌
倉
』
、
質
達
人

・
川
副
武
胤

『鎌
倉
廃
寺
事
典
』
処

。々

(9
)
戸
頃
重
基

『
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
』
四
二
二
、
四
一一
一一一
頁
。

参
考
文
献

姉
崎
正
治

「十

一
通
書
状
か
ら
龍
ノ
口
へ
」

(
『
大
崎
学
報
』
五
九
)
。

浅
井
要
鱗
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
(
京
都
、
平
楽
寺
蓄
広
、
昭
和
二
O
年
)。

市
村
其
三
郎
「
元
定
と
日
蓮
」
(
『
歴
史
地
理
』
五
四
)。

川
添
昭
二

『
蒙
古
襲
来
研
究
史
論
』
(
東
京
、
雄
山
閣
、
昭
和
五
二
年
)。

川
添
昭
二
『
日

蓮

そ

の
思
想

・
行
動
と
蒙
古
襲
来
』

(東
京
、
清
水
書
院
、
昭
和
四
六
年
)。

村
野
宣
忠
『
日
蓮
聖
人
と
鎌
倉
』
(
東
京
、
水
書
房
、
昭
和
五
四
年
)。

貫
達
人
、

川
副
武
胤
『
鎌
倉
廃
寺
事
典
』

(横
浜
、
有
鱗
堂
、
昭
和
五
五
年
)。

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
(
身
延
山
久
遠
寺
、
昭
和
二
七

|
三
四
年
)。

戸
頃
重
基

『
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
』
(
東
京
、
富
山
房
、
昭
和
四

O
年
)。

。
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第
二
章

日
蓮
の
文
体
研
究
の
業
績
に
照
ら
し
て

真
偽
両
説
の
あ
る
十
一
通
御
書
は
、
は
た
し
て
日
蓮
聖
人
の
著
作
と
し
て
の
特
徴
を
ど
の
程
度
持

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

は
十

一
通
御
書
の
文
体
を
取
り
上
げ
先
学
の
研
究
成
果
に
導
か
れ

つ
つ
分
析
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
日
蓮
上
人
の
文
章
に
つ

レ
て
は
、

前
章
で
も
少
し
く
ふ
れ
た
通
り
、
山
上
L

泉
氏
『
日
蓮
上
人
の
文
章
法
研
究
』

(
『
日
蓮
上
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
二
十
八
巻
所
収
)
な

(注
l
)

ど
を
は
じ
め
と
し
た
業
績
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
文
構
造

・
主
辞
の
現
わ
れ
方

・
品
詞
の
使
わ
れ
方
な
ど
か
ら
日
蓮
の
文
体
的
特

(注

2
)

徴
を
研
究
な
さ

っ
た
片
岡
了
氏

・
古
瀬
順

一
氏
の
分
析
結
果
と
、
十

一
通
御
書
の
分
析
結
果
と
を
突
き
合
わ
せ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
十

(注
3
)

一
通
御
室
田
は
漢
文
体
な
の
で
、
訓
読
し
て
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
憾
み
が

の
こ
る
。

お
二
人
の
あ
げ
ら
れ
た
日
蓮
の
文
体
的
特
徴
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

(
二
単
文
の
比
率
が
高
い
こ
と
。

(
二
)
主
語
を
は

っ
き
り
示
す
傾
向
が
強
い
こ
と
。

(
三
)
品
詞
で
は
、
名
詞
の
比
率
が
高
い
こ
と
。

(
四
)
漢
語
に
よ
る
表
現
が
多
い
こ
と
。

十

一
通
御
室
百
に
漢
語
表
現
が
多
い
の
は
当
然
と
し
て
除
き
、

(
二

1
(
一
二
)
の
特
徴
を
有
す
る
か
否
か
に
絞
っ
て
調
べ
て
み
る
こ
と

(
問
)



(
削
)

に
す
る
。

一
、
文
の
構
造
か
ら

片
岡
氏
は
『
開
目
抄
』
の
文
の
長
さ
を
分
析
し
、
「
日
蓮
の
手
に
な
る
文
の
長
さ
は
、
平
均
約
七
文
節
か
ら
九
文
節
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
現
代
の
作
家
の
文
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
非
常
に
短
い
方
に
属
す
る
。
」
と
さ
れ
、
そ
の
理
由
の

一
つ

と
し
て
、
文
構
造

が
簡
単
な
も
の
が
多
い
こ
と
を
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
単
文
五
一
%
・
重
文

二
ハ
%
・
複
文
三
三
%
で
あ

っ
て
、
単
文
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
瀬
氏
も
、

「
転
重
軽
受
法
門
」

・

「
御
衣
並
単
衣
御
書
」
な
ど
八
編
の
遺
文
の
文
構

造
を
調
査
さ
れ
、
「
こ
の
単
文
型
の
圧
倒
的
多
さ
は
、
文
権
造
そ
の
も
の
の
単
純
さ
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
日
蓮
遺
文
の

(注
4
}

短
文
化
傾
向
の

一
因
と
も
な

っ
て
い
る
。」

と
、
片
岡
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
結
論
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
更
に
、
文
節
数
に
よ
る
平
均
文
長
が

八

・
五
で
、
親
出
馬
の
そ
れ
と
比
較
し
て
も
短
レ
こ
と
を
統
計
的
に
証
明
し
て
お
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
と
、
十

一
通
御
書
の
文
構
造
の
デ
ー
タ
と
を
照
合
し
て
み
よ
う
。
十
一

通
御
書
の
文
の
種
類
の
割
合
と
文
節

〈注
5
)

数
に
よ
る
平
均
文
長
と
を
表
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

文
構
造

単
文
(
%
)

重
文
(
%
)

複
文
(
%
)

平
均
文
長

作
品

輿
北
僚
時
宗
書

七

。

ハ
・
七



輿
宿
屋
入
道
書

輿
平
左
衛
門
尉
頼
綱
書

輿
北
燦
菊
源
太
書

輿
建
長
寺
道
隆
書

輿
極
楽
寺
良
観
書

輿
大
仏
殿
別
骨
白
書

輿
欝
福
寺
書

輿
浄
光
明
寺
書

輿
多
留
H
寺
書

興
長
楽
寺
書

平
均

;i、七五
五
八

四 五
O 五

四
四

四ノ、
四

四
四

四
九

/¥. ;i、九O 五七四
+ー，、 ー一ー

五
四

五
五

四

七
四四

o 0 
四三

五

ハ
・
四

i¥ 八

・
三

(詐
怠
1
六
通
量
漢
」
主
文
と
し
た
・
以
下
同
じ
J

六

・
七

六

・

o

八

・
四

ハ
・
四

五

・
四

六

・
六

七

・

o

十

一
通
御
警
の
場
合
、
復
文
が
や
や
多
い
が
、
や
は
り
単
文
の
比
率
は
高
く
、
両
氏
の
指
摘
さ
れ
た
白
蓮
遺
文
の
単
文
化
傾
向
と
だ
い

た
い

一
致
す
る
。
し
か
し
、
「
輿
宿
屋
入
道
書
」
「
奥
平
左
衛
門
尉
頼
綱
書
」
「
輿
北
篠
蒲
源
太
書
」
で
は
、
単
文
の
比
率
が
低
く
、
複
文

の
比
率
の
方
が
高
い
。
古
瀬
氏
の
示
さ
れ
た
デ
l
タ
を
見
て
も
こ
う
し
た
逆
転
現
象
は
、
和
文
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
平
均
文

長
は
、
両
氏
の
指
摘
さ
れ
た
数
値
の
範
囲
内
に
収
ま

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
単
文
の
比
率
だ
け
で
、
た
だ
ち

に
問
題
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
日
蓮
の
文
体
の
特
徴
か
ら
逸
脱
し
た
デ
ー
タ
で
は
あ
る
。
真
蹟
が
残
っ
て
い
て
、
日
蓮
の

一

三

(

削
)



(
問
)

著
作
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
漢
文
体
の
消
息
で
は
、
ど
う
か
。
宛
先
の
異
な
る
、
「
安
国
論
御
勘
由
来
」
(
法
壁
一
房
宛
)

・
「
御
輿
振
御
書
」

(三
位
一房一
宛
)

・
「
門
注
得
意
紗
」
(
富
木
殿
ほ
か

二
人
宛
)

・
「
富
木
殿
御
返
事
」

・
「妙

一
尼
御
返
事
」

・
「大
田
殿
許
御
書
」
の
六

(注
6
)

種
の
消
息
に

つ
い
て
、
そ
の
文
構
造
を
調
、
へ
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

文
構
造

作
品

安
国
論
御
勘
由
来

御
輿
振
御
書

門
注
得
意
紗

富
木
殿
御
返
事

妙

一
尼
御
返
事

大
田
殿
許
御
書

平
均

単
文
(
%
)

四七
八

三
五

六
七

四

O
三
八

四
五

重
文
(
%
)

七 六
五

O
一一一

一

二
五

複
文
(
%
)

ー
ノ¥ 二二

五
八

四 一

o 0 。

四

平
均
文
長

九七
・

o

;i、六
・
一
一

六
・
五

八

一

八
・

o

一
応
、
単
文
化
傾
向
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
平
均
文
長
も
、
八
文
節
と
和
文
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
あ
る
。
だ
が
、
「
門

注
得
意
紗
」
「大
田
殿
許
御
書」

で
は
、
複
文
の
比
率
の
方
が
単
文
の
比
率
よ
り
も
高
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
「妙

一
尼
御
返
事
」
は、

短
い
消
息
で
あ
る
う
え
に
、
「
彼
国
王

此
卑
賎
。
彼
無
国
畏
此
勅
勘
之
身
。
」
と
い

っ
た
対
句
的
な
表
現
が
多
い
の
で
、
重
文
が
多
い
の

こ
こ
で
'
も
、



で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
十

一
通
御
書
の
「
輿
宿
屋
入
道
書
」
「
輿
平
左
衛
門
尉
頼
綱
書」

「
輿
北
候
禰
源
太
書
」
の
複
文
比
率
が
高

い
こ
と
を
も
っ
て
、
日
蓮
の
文
体
的
な
特
徴
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

二
、
主
語
の
現
わ
れ
方
か
ら

片
岡
氏
は
、
主
語
を
明
示
し
な
い
、
文
脈
に
依
存
し
て
い
る
文
が
、
『
開
目
抄
』
で
は
約
三

O
%
、
他
の
消
息
で
は
「
各
書
ま
ち
ま
ち

で
一
O
乃
至
三

O
%
見
出
だ
さ
れ
る
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
親
驚
の
例
な
ど
を
も
検
討
し
、
「
日
蓮
の
場
合
は
む
し
ろ
、
主
語
に
な
る
も

の
を
は

っ
き
り
出
し
て
念
入
り
に
表
現
し
て
行
く
傾
向
」
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
古
瀬
氏
も
、
「
転
重
軽
受
法
門
」

・

「
御
衣
並
単
衣
御

(注
7

〉

書
」
な
ど
の
四
作
品
の
「
文
脈
、
あ
る
い
は
場
面
依
存
型
文
の
平
均
割
合
」
は
一

九

・
二
%
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
十

一
通
御
書

の
場
合
は
、
次
の
表
の
よ
う
に
、
極
端
な
ば
ら
つ
き
を
見
せ
る
結
果
と
な

っ
た。

F
r
3
口

U
l
E
日

興
北
燦
時
宗
書

輿
宿
屋
入
道
書

輿
平
左
衛
門
尉
頼
綱
書

輿
北
篠
蒲
源
太
書

輿
建
長
寺
道
隆
書

文
脈
依
存
型
文
(
%
)

四
二
・
九

九
五
九

・
O

二

五

四
二
・
三

五

178 
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輿
極
楽
寺
良
観
書

輿
大
仏
殿
別
嘗
書

興
事
骨
福
寺
書

四
五

・

o

六

0
・0

五
五

・
六

輿
浄
光
明
寺
書

五

0

・。

輿
多
賓
寺
書

七

一
・
四

輿
E
犬
繁
寺
書

八
八

・
九

文
脈
依
存
型
文
が
二
O
%
程
度
の
も
の
は
、
「
輿
北
候
蒲
源
太
室
田
」
だ
け
で
あ
る
。
十
一

通
御
書
の
場
合
は
、
片
岡
氏

・
古
瀬
氏
の
デ

ー
タ
と
は
か
け
離
れ
た
結
果
が
で
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

「
輿
宿
屋
入
道
書」

「
輿
多
賓
寺
書」

「
輿
長
繁
寺
室
田
」
は
、
特
に
文
脈
依
存
型

文
の
比
率
が
極
端
に
高
い
と
い
え
よ
う
。
十

一
通
御
書
が
、
明
確
な
意
図
の
も
と
に
書
か
れ
た
消
息
で
あ
る
こ
と
や
、
漢
文
で
書
か
れ
て

い
る
こ
と
、
短
い
消
息
が
多
い
こ
と
な
ど
が
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
真
蹟
が
残

っ
て
い
る
も
の
で
は
、
ど
う
か
。
前
に

取
り
上
げ
た
「
安
国
論
御
勘
由
来
」

・
「御
輿
振
御
室百」

・
「門
注
得
意
紗
」
以
下
の
六
種
の
消
息
に

つ
い
て
、
文
脈
依
存
型
の
文
が
ど

の
程
度
見
ら
れ
る
か
を
調
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な

っ
た。

作
口口

文
脈
依
存
型
文
(
%
)

安
国
論
御
勘
由
来

御
輿
振
御
書

四

0
・
九
八

一一. 
一



門
注
得
意
紗

五
八

・
八

富
木
殿
御
返
事

妙

一
尼
御
返
事

五

0

・。

一0

・。

大
田
殿
許
御
書

二

・
五

「門
注
得
意
紗
」
「
富
木
殿
御
返
事
」
の
二
書
は
五
O
%
を
越
え
て
い
る
が
、
漢
文
の
場
合
で
も
文
脈
依
存
型
文
の
文
は
少
な
い
と
見
て

大
過
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
す
れ
ば
、
「
輿
宿
屋
入
道
書
」「
輿
多
賓
寺
書
」
「
輿
長
繁
寺
書
」
は
短
い
消
息
と
は
い
え
、
十

一
通

御
書
の
中
に
文
脈
依
存
型
文
の
比
率
が
高
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
短
い
消
息
で
あ
る
こ
と
は
、
た
た
だ
ち

に
文
脈
依
存
型
文
が
多
レ
理
由
に
な
ら
な
い
。
真
蹟
が
残

っ
て
い
る
「
御
輿
振
御
書」

・
「
妙
一
尼
御
返
事
」
は
、
共
に
短
い
消
息
で
あ

り
な
が
ら
、
文
脈
依
存
型
文
の
比
率
が
低
い
か
ら
で
あ
る
。

三
、
名
詞
の
比
率

『
開
目
抄
』
の
品
詞
の
比
率
を
検
討
さ
れ
た
片
岡
氏
は
、
名
詞
が
六
五

・
二
%
に

の
ぼ
り
、
親
驚
の
『
唯
信
抄
文
意
』
四
八

・
九
%
に

比
べ
て
高
率
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
消
息
に
つ
い
て
も
、
「
土
篭
御
書
」
五
四
%
、
「
富
木
尼
御
前
御
書
」
五
七
%
、
「
王
日

殿
御
返
事
」
五
九
%
、
「
新
尼
御
前
御
返
事
」
五
九

・
五
%
で
、
「
日
蓮
の
文
章
に
は

一
般
的
に
名
調
が
多
い
と
認
定
で
き
る
」
と
述
べ
て

〔注
8
)

お
ら
れ
る
。
古
瀬
氏
も
、
名
詞
比
率
を
調
査
し
、
「
大
田
殿
女
房
御
返
事
」
五
九

・
九

%
、
「
転
重
軽
受
法
門
」
五

一
二
ハ
%
、
「
御
衣
並

一
七

(川
)



(
川
)

単
衣
御
書」

六
二
・
八
%
、
「
法
衣
書」

五
七

・
四
%
で
あ
り
、
『
開
目
抄
』
を
加
え
た
名
詞
比
率
の
平
均
が
五
九

・
三
八
%
と
指
摘
さ
れ

(注
8
)

て
い
る
。
そ
し
て
、
名
調
比
率
の
高
さ
は
、
や
は
り
日
蓮
遺
文
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

っ
さ
に
十

一
通
御
書
の
名

詞
比
率
だ
が
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
で
た
。

作
品

輿
北
篠
時
宗
書

輿
宿
屋
入
道
書

輿
平
左
衛
門
尉
頼
綱
書

輿
北
篠
禰
源
太
書

輿
建
長
寺
道
隆
書

輿
極
楽
寺
良
観
書

輿
大
仏
殿
別
賞
書

興
需
福
寺
書

輿
浄
光
明
寺
書

輿
多
費
寺
書

輿
長
繁
寺
書

平
均

j¥、

名
詞
比
率
(
%
)

五
八

・
0

四
四

・
六

五
七

・
五

五
六

・

o

七五
九

・
四

四五
九

・
二

五
三

・
二

四
六

・
一

四

0
・
七

五
五

・
五



大
体
六
O
%
前
後
と
い
う
と
こ
ろ
が
平
均
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
他
よ
り
も
低
い
四
O
%
台
の
比
率
を
示
し
て
い
る
「
輿
宿
屋
入
道

室田」

「
輿
大
仏
殿
別
賞
書
」
「
輿
多
賓
寺
書
」
「
輿
長
繁
寺
書
」
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

こ
こ
で
も
真
蹟
の
残
る
六
種
の
消
息
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
六
種
の
消
息
の
名
詞
比
率
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

作
品

安
国
論
御
勘
由
来

名
詞
比
率
(
%
)

六
一一

・
六

御
輿
振
御
書

門
注
得
意
妙

五
九

・
五

六
二

・
八

富
木
殿
御
返
事

五
七

・
一

平
均

六
九

・
二

六
四

・
一

六
四

・
一

妙

一
尼
御
返
事

大
田
殿
許
御
書

名
詞
比
率
の
デ
ー
タ
も
、
基
本
的
に
は
和
文
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
結
果
と
な

っ
た
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
「
輿
宿
屋
入
道
書
」

「
輿
大
仏

殿
別
や
墨
田」

「
輿
多
賓
寺
書
」
「
輿
長
繁
寺
書
」
の
名
詞
比
率
の
低
さ
は
際
だ

っ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
文
体
的
特
徴
と
は
異
質
な
も
の
と

し
て
、
や
は
り
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
偽
作
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
自
明
の
こ
と

一
九

(

川

)
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で
あ
ろ
う
。

以
上
、
片
岡
了
氏

・
古
瀬
順

一
氏
の
御
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、
十

一
通
御
書
の
文
体
が
日
蓮
聖
人
の
そ
れ
と
し
て
相
応
し
い
も
の
で
あ
る

か
否
か
、
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
決
定
的
な
魁
麟
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
蓮
聖
人
の

文
章
に
比
べ
、
文
脈
依
存
型
文
の
比
率
が
か
な
り
高
い
も
の
が
あ
る
こ
と
名
詞
比
率
が
極
端
に
低
い
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
偽
作
の
可

能
性
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

助
辞
を
含
め
た
語
業
や
多
用
さ
れ
る
言
い
回
し
な
ど
を
、

他
の
漢
文
体
遺
文
の
そ
れ
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
も
し
、
十

一
通
御
警
が
偽
作
で
あ
る
と
し
て
も
、
日
蓮
聖

人
の
文
章
を
上
手
に
模
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
か
。

(
西
脇
哲
夫
)

註
(l
)
村
上
征
勝
氏
、
伊
藤
瑞
叡
氏
、
古
瀬
順

一
氏
、
春
日
正
三
氏
、
藤
本
熊
氏
、
岸
野
洋
久
氏
に
よ
る
共
同
研
究

「
日
蓮
の
三
大
秘
法
富
市
承
事
の
真
偽

判
定
」

(文
部
省
統
計
数
理
研
究
所
)
が
、

そ
の
白
眉
で
あ
ろ
う
。

こ
の
研
究
に
は
、
文
献
学

・
書
誌
学
的
立
場
か
ら
の
批
判
も
あ
り
、
論
争
が
続
い

て
い
る
。

例
え
ば
、
『大
崎
学
報
』
第

一
四
八
号
に
は
、
冠
賢

一
氏

「文
部
省
統
計
数
理
研
究
所
の
「
三
大
秘
法
家
承
事
」
真
作
説
に
対
す
る
疑
義
」

と
、
伊
藤
瑞
叡
氏

コ
二
大
秘
法
票
承
事
の
計
量
文
献
学
的
新
研
究
|
ク
ラ
ス
タ
|
分
析
に
よ
る
真
偽
判
定
マ
本
研
究
に
対
す
る
批
判
疑
義
を
も
消
通

す
る
ム」

と
が
掲
載
さ
れ
て
レ
る
。
ま
た
、
漢
文
体
に

つ
い
て
は
、
田
中
喜
久
三
氏
『
立
正
安
国
論
文
体
の
研
究
』
(
昭
和
十
七
年
刊
)
が
あ
る
。

(2
)
片
岡
了
氏

「
日
蓮
上
人
の
文
体
|
関
目
抄
と
消
息
か
ら
|
」
(
『
仏
教
文
学
研
究
』
第
六
集

・
昭
和
四
三
年
六
月
)。
古
瀬
順

一
氏

「
日
蓮
遺
文
の



文
体
|
計
量
分
析
を
通
し
て
l
」
(『
統
計
数
理
』
第
三
六
巻
第

一
号

・
一
九
八
八
年
)。

(
3
)
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
第

一
巻
を
用
い
た
。
訓
点
の
付
し
方
に
、
統

一
性
を
欠
く
の
で
は
な
レ
か
と
思
わ
れ
る
点
も
あ
る
が
、
注
記
し
た

一
部
の
例
外
を
除
き
、
そ
の
ま
ま
訓
読
し
た
。
ま
た
、
訓
読
に
あ
た

っ
て
は
、
小
林
是
恭
氏
『
日
蓮
聖
人
選
文
全
集
講
義
』
を
参
考
に
し
た
。

(
4
)
古
瀬
氏
の
示
さ
れ
た
デ

ー
タ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

文
構
造

作
品

転

重

軽

受

法

門

五

六

八

三

六

御

衣

並

単

衣

御

書

五

O

十

三

三

七

太

田

殿

女

房

御

返

事

四

二

四

三

十

五

法

衣

書

四

三

十

四

四

三

こ
う
入
道
殿
御
返
事
四

二

四
二

十
六

土
木

殿

御

返

事

五

O

五
O

O

檀
越
某
御
返
事

六
四

十

八

十

八

四

条

金

吾

殿

御

返

事

七

七

十

五

八

平

均

五

三

二
五

二
二

(
5
)
「
法
華
経
云

1
」
な
ど
と
書
か
れ
た
引
用
文
及
び
、
「
恐
恐
謹
言
」
等
の
結
語
の
部
分
を
除
い
た
。
ま
た
、
法
華
経
な
ど
経
典
の
引
用
の
中
で
、
音

読
さ
れ
、
連
体
修
飾
語
と
な

っ
て
い
た
り
成
句
と
し
て
し
て
機
能
し
た
り
し
て
い
る
も
の
は
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
語
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
「
輿
建
長
寺
道
隆
書
」

・
「
1
大
仰
殿
/
長
老
等
ハ
我
慢
心
充
満
未
得
謂
潟
得
ノ
増
上
慢
/
大
悪
人
ナ
リ
」
の
「
我
慢
心
充
満
未
得
調
鋳
得
」
の

ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

文
の
種
類
の
割
合
(
%
)

単

文

重

文

復

文
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(
川
)

(
6
)
こ
こ
で
も
、
引
用
文

・
及
び
結
語
を
除
い
た
。
原
則
と
し
て
、
昭
和
定
本
の
訓
点
に
従
っ
て
い
る
。
た
だ
、
「
安
国
論
御
勤
由
来
」
で
は
、
「
或
御

時
様
宣
明
。
或
御
時
以
非
慮
理
等
云
云
。
」
を

一
文
と
し
、
「
定
給
教
宣

・
御
教
書
祈
請
此
凶
悪
鰍
傍
神
菊
作
唄
悉

i
者
也
」
の
文
を
「

i
歎
」
で
切

っ
て
二
文
と
と

っ
た
。
ま
た
、
「
後
続
鱒
教
大
師
」

の
注
記
も
除
い
た
。

(7)
古
瀬
氏
の
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

主
語
が
現
わ
れ
な
い
文
の
割
合

作

品

文

脈

依

存

型

文

(

%

)

転
重
軽
受
法
門

二
二

・
二

御
衣
並
単
衣
御
書

一
八
・
八

法
衣
書

一
四
・
三

太
田
殿
女
房
御
返
事

一二

・
三

平
均

一
九

・
二

(8)
注
2
参
照
。



編

集

後

記

-R例
年
よ
り
少
し
厚
め
の
「
東
京
立
正
女
子
短

期
大
学
紀
要
」
第
二
十

一
号
を
お
届
け
出
来
る

こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
り
、
編
集

委
員
の

一
人
と
し
て
ホ
ァ
と
安
堵
し
て
お
り
ま

す
。
発
刊
に
至
る
ま
で
、
編
集
の
ヴ
ェ
テ
ラ

ン

で
い
ら

っ
し
ゃ
る

Y
委
員
の
陣
頭
指
俸
の
も
と
、

編
集
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
問
、

多
く
の
方
々

の
御
助
力
、
御
協
力
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
ほ
ぼ
全
員
に
近
い
専
任
教
員
の
先
生

方
の
執
筆
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
大
学
の
改
革
が
議
論
の
的

に
な
っ
て
い
る
現
在
、
先
生
方
が
そ
の
責
務
を

深
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
の
研
究
に
専
念
さ
れ
た
結
果
の
現
れ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
原

稿
は
、
多
僚
な
分
野
に
わ
た

っ
て
お
り
、
そ
の

ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
の
豊
か
さ
は
、
本
学
自
体
の
特

色
の

一
っ
と
も
言
え
る
と
恩
わ
れ
ま
す
。
各
論

稿
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
た
論
点
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
今
後
の
研
究
視
野
を
明
る
く
照
射
す

る
光
の
源
と
な
る
こ
と
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
私
事
、
着
任
以
来
二
年
に
な
り
、
本
大

学
校
歌
も
馴
染
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
編
集
後
記
が
ほ
ぼ
最
後
の
本
学
で
の
仕
事
と

な
り
ま
し
た
。
今
、
「
さ
よ
な
ら
」
は
別
れ
で

は
な
い
、
新
し
い
出
発
だ
と
い
う
思
い
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。
在
任
中、

ご
指
摘
時
ご
蜘眠時措

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
東
京
立
正
短
期
大
学
の一

層
の

発
展
と
紀
要
の
吏
な
る
充
実
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

(I
)

-R本
号
は
ご
覧
の
と
お
り
、
ニ
O
O頁
穫
の
分

厚
い
も
の
と
し
て
完
成
し
た
。
だ
が
、
紀
要
委

員
の

一
人
と
し
て
、
ま
ず
は
著
者
の
方
々
に
お

詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
睡
眠
不

足
を
促
し
た
の
で
は
な
い
か
と
密
か
に
気
に
か

け
つ
つ
も
、
随
分
乱
暴
に
原
稿
の
取
り
立
て
を

し
続
け
た
の
で
あ
る
か
ら
。

と
い
う
の
も
、
こ
の

一
年
は
研
究
ど
こ
ろ
の

状
況
で
は
な
か

っ
た
か
ら
だ
。
振
り
返

っ
て
み

れ
ば
、
学
生
指
導
に
加
え
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
新
に
向
け
て
の
討
議
等
で
、
専
任
教
員
は
な

に
か
と
忙
殺
続
き
で
あ
っ
た
。
目
ま
ぐ
る
し
く

七

二

(

山

)

な
ん
と
か

一
年
が
た

つ
た
と
レ
う
の
が
本
音
で

あ
る
。
ど
の
大
学
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
状
況
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

専
任
教
員
に
よ
る
こ

の
全
八
編
の
精
力
的
な
研

究
発
表
を
見
る
限
り
で
は
、
そ
う
い

っ
た
状
況

は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
実
地
調

査
を
踏
ま
え
た
も
の
、
デ
ー
タ

l
分
析
を
踏
ま

え
た
も
の
、
理
論
分
野
の
も
の
等
々
、
い
ず
れ

も
そ
の
こ
と
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に

著
者
の
方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
研
績
と
ご
協
力
に

心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

今
回
は
特
に
、
Y
編
集
員
の
熱
心
な
編
集
へ

の
取
り
組
み
が
な
け
れ
ば
、
本
号
は
完
成
し
な

か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
新
米
編
集
員
の
立

場
か
ら
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
。
ま
た
大
学
院

時
代
か
ら
の
研
究
仲
間
で
も
あ
る
I
編
集
員
は

3
月
で
本
学
を
去
ら
れ
た
。

新
し
い
大
学
で
の

ご
活
躍
を
祈
り
た
い
。
最
後
に
、
本
号
は
図
解

や
図
表
が
多
く
、
三
協
社
の
高
橋
氏
の
慎
重
な

取
り
組
み

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ

っ
た
事
を

述
べ
て
お
礼
の
言
葉
と
し
た
い
。

(N
)



-R十
八
歳
人
口

の
急
減
期
を
迎
え
て
、

大
学
冬

の
時
代
が
現
実
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
大
学
教

育
の
あ
り
方
が
改
め
て
問
い
な
お
さ
れ
て
い
る
。

本
学
も
学
長
の
か

か
げ
る
、
よ

り
充
実
し
た

「
教
育
と
研
究
」
を
め
ぐ
っ
て
、
真
剣
な
議
論

を
重
ね
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
キ
メ
の
細
か
い

教
育
を
め
，
さ
し
て
、
現
在
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
キ
メ
の
細
か
い
教
育
」
と
一
口

に
言
う
が
、
本
学
の
よ
う
に
小
規
模
な
短
大
で

は
、
教
員
ひ
と
り
ひ
と
り
に
多
大
の
負
担
を
強

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
の
研

究
活
動
は
、

決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
だ
が
、

専
門
領
域
で

の
研
究
活
動
な
く
し
て
は
、
カ

リ

キ
ュ
ラ

ム
改
正
も
い
た
ず
ら
に
空
洞
化
す
る
だ

け
だ
ろ
う
。
幸
か
不
幸
か
、
本
学
に
は
筒
井
康

隆
が
小
説
に
し
た
て
た
「
文
学
部
唯
野
教
授
」

を
現
実
に
輩
出
さ
せ
う
る
よ
う
な
余
裕
は
な
い
。

む
し
ろ
危
機
意
識
が
尖
鋭
化
し
て
い
る
。
し
か

し
、
危
機
意
識
は
と
き
に
生
産
性
を
高
め
る
。

本
号
に
も
、
積
極
的
に
八
篇
の
論
考
が
寄
せ

ら
れ
た
。

一一
編
集
子
と
し
て
は
、

う
れ
し
い
か

ぎ
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
収
め
る
こ
と
の
で
き
た

諸
論
考
の
領
域
は
、

実
に
多
岐
に
渡

っ
て

い
る
。

堀

・
西
脇

(以
下
敬
称
略
)
論
文
は
、
本
学

建
学
精
神
の
組
で
あ
る
日
蓮
聖
人
の
、
「
十

一

通
御
醤
」
は
真
か
偽
か
、
を
め
ぐ
る
刺
激
的
な

考
察
で
あ
る
。
す
で
に
聖
人
の
『
遺
文
』
や

『
立
正
安
国
論
』
の
英
訳
を
世
に
出
し
て
い
る

歴
史
学
者
が
、
「
御
書
」
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
歴
史
的
に
検
証
し
、
か

つ
国
文
学
者

が
、
文
体
の
数
理
統
計
的
な
析
出
を
行
な
っ
て

い
る
。
こ

の
厳
密
な
考
証
の
上
に
ど
の
よ
う
な

推
理
が
展
開
す
る
の
か
、
次
号
に
期
待
し
よ
う
。

「地
蔵
の
因
仕
事
再
考
」
の
紙
谷
論
文
は
、

地
蔵
の
変
身
霧
が
、
次
第
に
民
間
信
仰
と
し
て

定
着
し
て
い
く
社
会
的
土
援
を
堀
り
起
こ
し
て

い
る
。
地
蔵
信
仰
が
流
布
す
る
過
程
に
、
仏
教

の
介
入
、
そ
れ
と
現
世
利
益
を
分
ち
合
う
農
耕

社
会
の
構
造
を
浮
き
彫
り
に
す
る
穿

っ
た
視
点

に
注
目
し
た
い
。
『
キ
リ
シ
タ
ン
の
神
話
的
世

界
』
を
著
わ
し
た
民
俗
学
者
が
耕
す
新
た
な
る

地
平
で
あ
る
。

膨
大
な
調
査
研
究
を
基
に
短
大
生
の
健
康
を

科
学
し
て
レ
る
杉
江
論
文
は
、
高
度
に
機
械
化

さ
れ
た
文
明
社
会
に
生
き
る
人
間
の
自
己
管
理

を
め
ぐ

っ
て
貴
重
な
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

実
証
心
理
学
か
ら
「
性
役
割
受
容
度
の
分

析
」
を
行
な

っ
て
い
る
山
室
論
文
は
、
青
年
期

女
子
の
意
識
変
遷
を
伝
え
て
、
女
子
教
育
の
重

要
性
を
改
め
て
気
付
か
せ
て
く
れ
る
。

英
米
語
に
関
し
て
は
、
語
学
と
し
て
三
篇、

文
学
と
し
て

一
篇
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

パ
イ
リ
ン
ガ
ル
秘
書
教
育
に
お
け
る
ビ
ズ
ネ

ス
・
イ
ン
グ
リ
ッ
j

ュ
の
体
系
的
指
導
プ
ロ
グ

ラ
ム
の

一
環
と
し
て
書
か
れ
て
い

る
井
口
論
文

は
、
挨
拶
の
文
句
、
演
説
や
手
紙
の
書
き
出
し

と
結
語
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
に
言
及
し
て
い
る
。

中
岡
論
文
は
、
鼻
音
の
発
音
の
微
妙
な
相
違
に

つ
い
て
日

・
英
語
の
詳
細
な
比
較
研
究
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
伊
原
論
文
は
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

の
深
層
構
造
「
支
配
拘
束
理
論
」
を
援
用
し
つ

つ
、
日
本
語
の
隠
さ
れ
た
構
造
が
与
え
る
格
の

転
移
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
田
論

文
は
ポ
ス
ト

・
モ
ダ

ン
の
先
駆
と
も
い
え
る
劇

作
家
、

ベ
ケ
y

ト
の
言
葉
の
不
可
能
性
に
つ
い

て
論
じ
て

い
る
。
な
お
、
本
号
編
集
に
あ
た

っ

て
は
、
そ
の
多
く
を

I
委
員
、

N
委
員
の
尽
力

に
負
う
た
。
記
し
て
感
謝
す
る。

(Y
)
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